A — ドウエア編 


本装置の八ードウエアについて説明します。 


各部のを称と機能(一58ページ） . 

..本装置のを部のを称と機能についてパーツ単位に 
説明しています。 

設置と接続(一80ページ） . 

..本装置の設置にふさわしい場所や背面のコネクタ 
への接続について説明しています。 

基本的な操作(一86ページ） . 

..電源の ON や OFF の方法およびフ□、ソピーディス 
クや CD - ROM のセット方法などじついて説明し 
ています。 

オプションの取り付け(一109ページ） . 

.. 本装置にオプシヨンを取りがけるときにご覧くだ 
ぎい。 

BIOS のセットアップ(一166ページ） . 

..専用のユーティリティを使った BIOS の設を方法 
について説明しています。 

ディスクアレイコンフィグレーション（一198ページ） . 

..標準装備のオンボード RAID(MegaRAID ROM 目） 

を使用して、内蔵の八ードディスクドライブを 
ディスクアレイ構築するための rWebBIOS 」 じつ 
いて説明しています。 

リモートマネージメント機能(一253ページ） . 

..本装置内に標準で搭載されているシステム管理用 
LSI ( BMC(Baseboard Management 
Controller )） による監視や、管理用ネットワーク 
じよるリモート制御など、遠隔地から本装置を制 
御する方法について説明しています。 

リセ、ソトとクリア（一296ページ） . 

..本装置をリセ、ソトする方法と内部メモリ ( CMOS ) 
のクリア方法について説明します。 

割り a みラインと I / O ポートアドレスト299ぺージ K . 

..本装置内部のアドレスや割り込みの設をについて 
説明しています。 


0NL-4149bN- 1 40Hf-000-02-0803 
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各部の名祿と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。 


装置か観 



① フ□ントドア 

POWER スイ、ソチ、 3.5 インチデバイス、 5.25 インチデバ 
イス、 DVD - ROM ドライブ、オプションの USB フ□、ソ 
ピーディスクを取り扱うときや、八ードディスクドライ 
ブ、プ□セ、ソサ、メモリボード、 DIMM を取りがける（ま 
たは取り外す）ときに開ける。 

② キース□ット 

フ□ントべゼルを□ック/解除ずるセキュリティキーの差 
し□(一86ページ）。 


③ リアアクセスカバー 

PCI ボードやファンの取り付け/取りかしの際に開ける。 

④ スタビライザ(前後2個） 

ラックマウントモデルへコンバージョンする際には取り外 
す。 
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装置前面(フロントドアを開いたが態) 


次ページ U 降を参照 


① -2 



① -3 



の3.已インチフ□ッピーディスクドライブ 

3. 5インチフ □、ソ ピーディスクを挿入してデータの書き 
込み/読み化しを行う （^1 11ページ)。 

① -1 イジェクトボタン 
① -2 ディスク挿入 □ 

① -3 フ□、ソピーディスクアクセスランプ（アクセス中 
は緑色に点灯） 

③ DVD-ROM ドラィブ 

CD/DVD-ROM のデータの読み出しを行う卜106ぺ一 
ジ)。 

(2)-1 強制イジェクト ホール 

(2)-2 CD/DVD-ROM トレーイジェクトボタン 

(2)-3 アクセスランプ（アクセス中はオレンジ色に点灯） 

⑤3.己インチディスクベイ 

八ードディスクドライブ増設用ス□、ソト。約 25.4mm(1 
インチ)厚の八ードディスクドライブが取り付けられ 
る。丸数字の後の数字はス□、ソト番号を示す。 

④ D 旧 K ランプ(一7目ぺージ） 


⑥プ□セッサボード(一13己ぺージ） 

(5) -1 プ□セ、ソサボードイジェクタ 

⑥ メモリボード（ス□ット#1)(一122ぺージ） 

(6) -1 メモリボードイジェクタ 
⑥ -2 メモリボード POWER ランプ 
⑥ -3 メモリボード Attention ランプ 
⑥ -4 メモリボード Redundancy ランプ 
(6)-5 メモリボード A は ention スイッチ 

⑦ 増設メモリス□ット 

丸数字の後の数字はス□ット番号を示ず。メモリボード 
はス□、ソト#2一#3一#4の順唐で増設ずる。 

⑧ 己.2己インチデバイスベイ 

オプションの DAT (デジタルオーディオテープ）ドライ 
ブや光磁気ディスクドライブなどを取リ付ける場所(^ 
119ページ）。ちからス□、ソト1、ス□、ソト2。 

⑨ 増設3.己インチディスクベイ 

N8 154- 13増設 HDD ケージを増設する。本製品を増設 
することにより、本装置として八ードディスクドライブ 
を最大13台まで増設可能。 


八—ドウ H ア編 
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プ□セッサボードエラーランプ(一70ぺージ） 
メモリボードエラーランプ(一71ぺージ） 

I / O ボードエラーランプ(一72ぺージ） 

電源ユニットエラーランプ(一73ぺージ） 

フアンエラーランプ(一73ぺージ） 

温度異常ランプ(一74ページ） 

DUMP スイッチ 

本装置に起きたイベント□グを採取する（^388ぺ一 
ジ)。 

CLEAR スイッチ 
USB 3 コネクタ 

USB1.1 インタフェースに対応している機器と接続する 
USB 2.0 (Hi-speed) インタフェースに対応している機器は 
本装置背面の USB1 または USB2 コネクタに接続してく 
ださい。 

シリアルポート B コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する。 UPS の 
接続はシリアルポート A コネクタのみ(本装置背面）。本装 
置背面のシリアルポート B と排他使用。 

「シリアルポート B コネクタ（本装置背面)」は本装置背面 
の LAN コネクタおよびに MB コネクタと同じ形状 (R J- 
45) をしています。ケーブルを間違えないようを意して 
ください。 


POWER スイッチ 

電源を ON/OFF するスイ、ソチ。一度押すと POWER ランプ 
が点灯し、 ON の状態になる（一87ページ)。もう一度押ず 
と電源を〇ドドにする（^103ぺージ)。4秒 U 上押し続ける 
と強制的にシャットダウンする（^296ぺージ)。 

RESET スイッチ 

本装置をリセ、ソトずるスイッチ（一296ページ）。 

SLEEP スィッチ 

一度押すと、本装置がスリープ状態(省電カモード）とな 
り、もう一度、押ずと復帰する。 (Windows Server 
2003でサポート）（一103ぺージ）。 

UIDOJnit ID ) スイッチ 

本装置前面/背面にある ID ランプを ON/OFF するスイ、ソ 
チ。スイッチを一度押すと、 ID ランプが点灯し、 
もう一度押すと消灯する（^68ぺージ)。 

P 0 WER / S 1_ EEP ランプ(一目目ぺージ） 

STATUS ランプ(一目6ぺージ） 

D 旧 K アクセスランプ(一68ぺージ） 

LAN 1アクセスランプ(一68ぺージ） 

LAN 2 アクセスランプ(一目8ぺージ） 

UIDOJnit ID ) ランプ(一目8ぺージ） 

Attention ランプ(一目9ぺージ） 


装置前面(スイツチ • EXPRESSSCOPE モニタ） 


左から順に⑥〜⑩. 
左から順に⑩〜⑩ 



⑩⑩⑩敬⑩⑩⑩ ® ® @ 


①②③ ④ ⑥⑥⑦⑧③⑩⑩ 
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電源ユニット 

本装置に0(3電源を供給ずる装置(^116ぺージ)。丸数字の後 
の数字はス□、ソト番号を示す。① -4 はオプションス□、ソト。 

AC インレット 

電源コードを接続するソケット（一117ページ)。電源ユニッ 
卜に各1ソケット装備。本装置に標準添付されている電源コー 
ドを接統する。 

PCI ス□ット(上か5ス□ット#1，杜 2) 

32 -bit 33 MHz 5 V PCI ホ、ソトプラグ対応。 

PCI Express ス□ット（上か5ス□ット#3〜杜己） 

ス □、ソ ト#3 : PCI Express ( x 4) ホ、 ソ トプラグ未 対応。 （ x 8 ボー 
ドも搭載可能） 

ス□、ソト#4、#5 : PCI Express ( x 8) ホ、ソトプラグ対応(一144 
ページ)。 

PCI - X ス□ット(上か5ス□ット杜巨〜拌 9) 

64 -bit 100 MHz 3.3 V PCI-X ホ、ソトプラグ対応(一144ぺ一 
ジ)。 

PCI ス□ット POWER ランプ(一78ぺージ） 

PCI ス□ット Fault ランプ(一78ぺージ） 

PCI ス□ットエラーランプ(一72ぺージ） 

I / O ボードエラーランプ(一72ぺージ） 

プ□セッヴボードエラーランプ(—►フ〇ぺージ） 

BMC エラー ランプ 

1000/100/10ランプ(一77ページ） 

LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する（一77ページ)。丸 
数字の後の数字はポート番号を示す。 


⑩ ICMB コネクタ 

に M 目インタフェースを持つ機器と接続する卜83ペー 
シ0。 丸数字の後の数字はポート番号を示す。 

⑩管理用 LAN ポート 

コネクタのち上の LED :100/10ランプト77ぺージ)。 
コネクタのち下の LED : UNK / ACT ランプト77ぺージ)。 

⑩ USBU も） USB 2( ち)っネクタ 

USB 2.0( Hi - speed ) インタフェースに対応している機器 
と接続する。 

⑩モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する（一83ページ)。 

⑩シリアルポート A コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する（一83ペー 
ジ)。なお、専用回線じ直接接続することはできません。 

® シリア ルポー ト B コネクタ 

本装置前面のシリアルポート6と排他的に使用巧能。 

83ページ)。 

@キーボードコネクタ 

オプションの丰ーボードを接続する（一83ページ)。 

@マウスコネクタ 

オプションのマウスを接続する（一83ページ）。 

® プリンタポートコネクタ 

セント□ニクスインタフェースを持つプリンタと接続す 
る。（一83ぺージ）。 

® 電源 ユニッ トランプ 


装置背面 


①② ③ ④ ⑥ ⑥⑦⑧⑨⑩⑩⑩⑩ 
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装置内部 



PCI ス□ット(ホットプラグ対応) 

フアンベイ 


①愛远④ 
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CMOS / ノ くスワードクリア用ジャンノ くスイッチ（一 
297ぺージ） 

バッテリモジュールコネクタ 
ニッケル水素ノ ' C ッテリモジュール 
フアンコネクタ 

丸数字の後の数字はポート番号を示す。 

フアン エラー ランプ 

丸数字の後の数字はファン番号を示す。 

PowerBP コネクタ 
SAS コネクタ 

丸数字の後の数字はチャンネル番号を示す。 

リチウムバッテリ 

オンボード RAID 用 DIMM コネクタ 
IPMB コネクタ 

管理用 LAN カード接続コネクタ 


* ここでは本装置のアップグレードや保守馆 B 品交換など) 
の際に使用するコネクタのみあげています。その他のコ 
ネクタや部品については出荷時のままお使いください。 


① が部接続コネクタ（一目1ぺージ） 

② PCI ス□ットエラーランプ(上か 5 PCI ス□ット 
1〜 9) 

③ PCI ス□ット POWER ランプ(上)/ PCU □ット 
Fault ランプ(下)/ PCI ホットプラグスイッチ(上 
か 5 PCI ス□ット#4〜 #9) 

④ PCI ボードス□ット(上か5ド01#1〜#9) 

④ -1: PCI #1、 #2 (33 MHz . 5 V PCI ) ホットプラグ未対 
応 

④ -2: PCI #3 (PCI Exp 「 essx 4) x 8 のボードも実装巧 
自自。ホ、ソトプラグ未対応 

④ -3: PCI #4、 妃 (PCI ExpressxS ) ホットプラグ対応 
④ -4: PCI #6、 #7、#8、#9 (100 MHz 、3.3 V PCI - X ) 

ホ、ソトプラグ対応 

⑥ BMC コンフイグレーシヨンジヤンパ 



③④ ⑥⑥⑩⑧⑩ -5 ⑨ -4 ⑨ -1 



© @ @⑩ -2 ⑩⑩ -1 ⑩⑨ -6 ⑨ -3 



I/O ポー 


⑥ ⑦⑧③ ⑩ ⑩⑩ ⑩⑩⑩⑩ 
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◎ ◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ 



(3)-1 (3)-2 (2)-2 (2)-4 (3)-4 (3)-3 (2)-3 


VRM (丸数字の後の数字はソケツト番号を示す） 

プ□セツサソケツト(丸数字の後の数字はソケツト番号を示ず） 

プ□セツサ/ VRM エラーランプ(丸数字の後の数字はランプ番号を示す) 



プ□セツサボー 


3②③ 
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メモ IJ ボード 


DIMM ス□ットエラーランプ(上か 5 DIMM ス□ット1〜 4) 

メモリボード挿抜スイッチ 

メモリボード Power ランプ 

メモリボード Attention ランプ 

メモリボード Redundancy ランプ 

メモリボード Attention スイッチ 

DIMM ス□ット(丸数字の後の数字はソケット番号を示ず） 


に MB #1 コネクタ 
に MB #2 コネクタ 
管理用 LAN コネクタ 
I / O ボード接続コネクタ 


標準搭載されているメモリボードにはス□、ソト#1、#2に 1 GB DIMM (1 GB ) を標準装備。 

⑧ DIMM ス□ットエラーランプ点なスイッチ 


管埋用 LAN 力_ド 



①愛資④⑤遺⑦ 



①②資④ 
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STATUS ランプ 


STATUS ランプ 

本装置が正常に動作している闇は STATUS ランプは緑色に 
点なします。 STATUS ランプが消なしているときや、緑色 
に点滅しているとき、あるいはアンノ\一色に点な/点滅して 
いるときは本装置になんらかの異常が起きたことを示しま 
す。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意□末、対処方法を 
爪します。 



rEyFi 


ESMPRO またはオフライン保ずユーティリティを 
インストールしておくとシステムイベントログ 
( SEL ) を参照することで故障の原因を確認すること 
ができます。 

いったん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S 
からシャットダウン処理ができる場合はシャットダ 
ウン処理をして再起動してください。シャットダウ 
ン処理ができない場合はリセット、強制シャットダ 
ウンをするか （296 ぺージ参照）、一度電源コードを 
なき差しして再起動させてください。 



EXPRESSSCOPE モニタ表巧 


本装置のランプの表示とその意□末は次の通りです。 

POWER/SLEEP ランプ 

本装置の電源が ON の間、ランプが緑色に点なしています。 
電源が本装置に供給されていないと POWER / SLEEP ランプ 
が消なします。 

省電カモードをサポートしている 0 S で、 SLEEP スイ、ソチを 
押すか、 0 S 上のコマンドから省電カモードに切り替えると 
ランプが緑色に点滅します。 SLEEP スイ、ソチをもう一度押 
すと、通常の状態に戻ります。 

省電カモードは Windows Server 2003の場合に機能しま 
す。また、 0 S によっては一を時間じ(上、本装置を操作しな 
いと自動的に省電カモードに切り替わるよう設定したり、 
0 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりするこ 
とちできます。 


POWER/SLEEP 
ランプ 
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STATUS ランプの状態 

意味 

巧処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

- 

緑色に点滅 

プ□セッサが縮退した状態で動作して 
いる。 

保守サービス会社に連絡してください。 

BIOS セットアップを起動し 、 FMainJ - 
「Processor Setting 」 にて縮退しているプ□セ 
、ソサを確認後、早急に交換することをお勧めしま 
す。 BIOS セットアップを起動し 、 FMainJ - 
「Processor Setting」-「Processor Retest 」 

を Yes に選択し、 「 Exit」-「Exit Saving 

Changes 」 を実行することにより、解まするこ 
ともできます。 

メモリが縮退している状態で動作して 
いる。 

保守サービス会社に連絡してください。 

BIOS セットアップを起動し、 「 Advanced 」- 
「Memory Configuration 」 にて縮退しているメ 
モリ ( DIMM ) を確認後、早急に交換することをお 
勧めします。目 IOS セットアップを起動し、 
「 Aavanced」-「Memory Conriguration 」- 
「Memory Retest 」 を Yes に選択し、 「 Exit 」- 
「Exit Saving Changes 」 を実行することによ 
り、解ますることもできます。 

メモリあるいはバスなどの訂正可能な 
エラーが多発している。 

連続運用が可能ですが、保守サービス会社に連絡 
してください。 

消灯 

電源が OFR こなっている。 

- 

POST が動作中である。 

しばらくお待ちください。 POST を完了後、しば 
らくすると緑色に点灯します。 

プ □セ、 ソサでエラーが発生した。 

( IERR ) 

いったん電源を OFF にして、電源を ON にし直し 
て<ださい。 POST の画面で何らかのエラーメッ 
セージが表示された場合は、メ、ソセージを記録 
し、保守サービス会社に連絡してください。 

プ□セ、ソサ温度の異常を検出した。 
( Thermal - Trip ) 

ウォッチド、ソグタイマタイムアウトが 
発生した。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーが発生し 
た。 

バスで訂正不可能なエラーが発生し 
た。 

POST のエラーが発生した状態で POST 
が終了した。 

メモリダンプリクエスト中である。 

ダンプを採取し終わるまでお待ち < ださい。 

アンバー色に点灯 

温度異常をお化した。 

内部のファンにホコリやチリがが着していないか 
どうか確認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されていることを確認してくださ 
い。問題が解まされない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 

電圧異常をお化した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

すべての電源ユニットが故障した。 

アンバー色に点滅 

電源ユニットの個別故障をお化した。 

故障した電源ユニットのス□、ソトを確認し、保守 
サービス会社に連絡してください。 

ファンアラームをお化した。 

ファンユニットが確実に接続されていることをお 
認してください。問題が解まされない場合は、保 
守サービス会社に連絡してください。 

温度警告をお化した。 

内部のファンにホコリやチリが付着していないか 
どうか確認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されていることを確認してくださ 
い。問題が解みされない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 

電圧警告をお化した。 

保守サービス会社に連絡してください。 
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D に K アクセスランプ 


D に K アクセスランプ 

D に K アクセスランプは 3.5 インチディスクベイに取りがけら 
れている八ードディスクドライブの状態を示します。 

八ードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色 
に点なします。 

D に K アクセスランプがアンバー色に点なしている場合は、 
八ードディスクドライブじ障害が起きたことを示します。故 
障した八ードディスクドライブの状態はそれぞれの八ード 
ディスクドライブにあるランプで磕認できます。 


LAN アクセスランプ 


本装置が LAN じ接続されているときに緑色に点灯し 、 LAN 
を介してアクセスされているとき（パケ、ソトの送受信を行つ 
ているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面 
のネットワークポートの番号を示します。 



LAN 1 アクセスランプ 


UID ランプ 

本装置の前面および背面にを1つずつあるこのランプは本装 
置前面じある UID スイッチを押すと、青色に点なし、保守を 
しようとしている装置を特をすることができます。複数台の 
装置を設置しているときじ利用してください。 

UID ランプを消灯させるには再度、 UID スイ、ソチを押してく 
ださい。 

また、 ESMPRO / ServerManager 、 DianaScope や WEB 
サーバ 機能のリ モー ト マネージ メントにより、 UID ランプを 
点滅させることもできます。 

作業が終わりましたら、 UID ランプを消なさせてください。 



UID ランプ 


000 

〇〇 

000 


□ 


〇: 


〇〇。 

〇〇 
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A は e 。 甘0。ランフ 


Attention ランプ 


エラー発生場所を自動で特定化来ない場合または複数の場所 
でエラーが発生した場合にアンバー色に点なします。 

このランプが点灯した場合は、 □ グを磕認して異常発生箇所 
を特定してください。 





Attention ランプ 


本装置前面 


八—ドウ H ア編 


固 




69 














































































































































プ□セツヴボードエラーランプ 


本装置背面 


本装置前面 


本装置の前後じを1つずつあるこのランプはプ□セツサボー 
ドに異常が発生した場合にアンバー色に点なします。 

このランプが点灯した時には、プ□セ、ソサボードの手前にあ 
るプ□セツサ/ VR M エラーランプの点灯状態を磕認してくだ 
さい。4つのランプのいずれかがアンバー色に点灯している 
場合は、そのス□、ソトのプ□セ、ソサまたは VRM に異常が発 
生したことを示します。 


プ□セ、ソサボード 
エラーランプ 


プ□セ、ソサ / VRM 
エラー ランプ 



プ□セ、ソサボード 
エラー ランプ 
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メモリボード エラー ランプ 


メモリボードやメモリボードに実装されている DIMM じ異常 
が発生した場合にアンバー色に点灯します。 

メモリボードの Attention ランプがアンバー色に点なしてい 
るかを磕認し、異常なメモリボードを特をしてください。 
さらに、異常が橫化されたメモリボード上の DIMM ス□ット 
エラーランプ点灯スイ、ソチを押すことにより、 DIMM ス□、ソ 
トエラーランプがアンバー色に点灯し、故障した DIMM のス 
□、ソトを特定することができます。 

DIMM ス□、ソトエラーランプ 
(上から DIMM ス□、ソト1〜 4) 


〇 〇 〇 〇 

000000 
〇 〇 P 〇 〇 〇 〇 



メモリボード 
エラー ランプ 



DIMM ス□、ソトエラーランプ 
点灯スイッチ 






メモリホード 
Attentio 。 ランプ 


本装置前面 



〇 

0 

0 


] 

0 

〇 

〇 

[ 

] 

〇 

© 
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I / O ボードエラーランプ 


I / O ボードや取りがけている PCI ボードに異常が発生した場 
合にアンバー色に点なします。 

本装置背面のランプの点な状態をお認してください。 
背面の I / O ボードエラーランプがアンバー色に点なしている 
場合は I / O ボードの故障、を PCI ス□、ソトの下にある PCU 
□、ソトエラーランプがアンバー色に点灯している場合は取り 
付けている PCI ボードか I / O ボードのス□、ソト自身の故障が 
考えられます。 


〇 〇 〇 〇 



I / O ボードエラーランプ 
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フアン エラー ランプ 


〇 


電源 ユニツ ト エラー ランプ 

トランプ 


STATUS ランプ 



電源 ユニッ ト エラー ランプ 


電源ユニットに異常が発生した場合にアンバー色に点なしま 
す。電源ユニットランプの状態を磕認してください。ランプ 
がアンパに点なしている場合はその電源ユニットの故障を示 
します。 



>電源 ユニッ 


フアン エラー ランプ 


ファンに異常が発生した場合にアンバー色に点なします。 
本装置内部のファン FAULT ランプがホ色に点なしているか 
を磕認し、異常なファンを特定してください （79 ページ参 
照）。 




ファンの異常や、本装置内の温度異常を検出した場合 
は 、 ST AT U S ランプもアンバー色に点灯/点滅しま 
す。 


ファン FAULT ランプ 


ファン FAULT ランプ 
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本装置前面 


温度異常ランプ 

本装置の温度に異常が発生した場合にアンバー色に点灯しま 
す。本装置設置場所の室温を磕認して<ださい。 

m ： ファンの異常や、本装置内の温度異常を検出した場合 

rE 37 n は、 STATUS ランプもアンバー色に点灯/点滅しま 
す。 


STATUS ランプ 温度異常ランプ 

アクセスランプ 

フ□、ソピーディスクドライブと DVD - ROM ドライブのアクセスランプは、それぞれにセツト 
されているディスクや DVD - ROM にアクセスしているときに点灯します。 


〇 〇 




74 







































































































































































メモリボードのランプ 


本装置前面 

① メモリボード Power ランプ 

メモリボードの電源ランプ。電源が入っているときに緑色に点灯。 

メモリボードを H 饥 Add した時など Rebuild 中は点滅(緑色）します。 

② メモリボード A け ention ランプ 

メモリボードやメモリボードに実装されている DIMM に異常があった場合に、アンバーに点灯しま 
す。 

③ メモリボード Redundancy ランプ 

メモリミラーリング機能、メモリ RAID 機能の構成をした場合、緑色に点灯します。 


八—ドウ H ア編 
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J \- ドディスクドライブのランプ ( D に K ランス 



3.5 インチディスクベイに搭載している D に K ランプは表示状態じよって意□ホが異なります。 

• 緑色に点滅 

八ードディスクドライブにアクセスしていることを示します。 

• アンバー色に点な 

ディスクアレイを構成しているときに取りがけている八ードディスクドライブが故障し 
ていることを示します。 

■: ディスクアレイを構成している場合 、 RAID レベルによっては1台のハードディスクドラ 

rE>n イブが故障しても運用を続けることができますが早急にディスクを交換して、再構築 

(リビルド）を行うことをお勧めします（ディスクの交換はホットスワップで行えます）。 

• 緑色とアンバー色に交互に点滅 

A - ドディスクドライブの再構築（リビルド)中であることを示します(故障ではありませ 
ん）。ディスクアレイ構成で、故障した八ードディスクドライブを交換すると自動的に 
データのリビルドを行います（オートリビルド機能)。リビルド中はランプが緑色とアン 
バー色に交互に点灯します。 

リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点なします。 

M -0 リビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動してか5 

八ードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビルドをやり直してくだ 
さい。ただし、才ートリビルド機能を使用ずるときは次のま意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください(いったん電源を OFF にすると才ートリビルドは起 
動しません)。 

• J \- ドディスクドライブの取りがし/取り付けの間隔は60砂杉上あけてください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブび存在ずる場合は、八ードディスクドラ 
イブの交換は行わないでください。 
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LAN コネクタのランプ 

背面にある3つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ JU 下のランプがあります。 



LINK/ACT ランプ 

それぞれのネットワークポートの状態を表示します。本装置と HU 巨に電力が供給されてい 
て、かつ正常に接続されている闇、緑色に点灯します ( LINK )。 ネットワークポートが送受信 
を行っているときに緑色に点滅します ( ACT ) 。 

ランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続状態を確認して 
ください。それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク （ LAN ) コント□ーラが故障し 
ている場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡してください。 


1000/I00/10ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワ ー クインタフ エースで 動作 
されているかを示します。アンバー色に点灯しているときは、 1 Gbps で動作されていること 
を示します。緑色に点灯しているときは、100 Mbps で動作されていることを示します。消 
なしているときは、 10 Mbps で動作されていることを示します。 


100/10ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワ ー クインタフ エースで 動作 
されているかを示します。アンバー色に点なしているときは、100 Mbps で動作されている 
ことを示します。消なしているときは、 10 Mbps で動作されていることを示します。 


八—ドウ H ア編 
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PCI ス□ツトのランプ 

背面の PCI ス□、ソト#4〜#9じは、 PCI ホ、ソトプラグのためのランプが2個ずつあります。 



PCI ス □ ット Power ランプ 

PCI ボードが取りがけられているス□、ソトは、本装置の電源を ON するとス□、ソトへ電源が供 
給され、緑色に点なします。 


PCI ス □ ット Fault ランプ 

0 S が Windows Server 2003の場合のみに使用するランプです。 OS 上で PCI ス□、ソトに接 
続されている PCI ホ、ソトプラグ対応の PCI ボードのドライバを停止し、 PCI ボードがシステム 
から論理的に切り離されるとアンバー色に点滅します。 

PCI ボードや PCI ボードを取りがけたス□、ソトに異常が起きるとアンバー色に点なします。 
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フアン FAULT ランプ 

本装置のを却ファンが故障すると、故障したファンのとなりにあるランプがホ色に点灯しま 
す。故障したファンはホ、ソトスワップで巧換することができます。 


故障していないファンは取りがさないでください。ファンび故障した場合は、そのまま 
運用を続けず、すみやかに保守サービス会社に連絡して交換を依頼してください。 

ファンの交換は自分で行わないでください。 
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設置と接続 

本装置の設置と接続について説明します。 




A ミ主意 


瓜。 

本装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を^:、ずお守りください。乂傷 
やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 m ペー 
ジ降の説明をご覧ください。 

• 3人 ly 下で持ち上げない 

• 指定 m がの場所に設置しない 


本装置の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 


サーバの動作時に室内 
温度10む〜3己む、 

湿度20%〜80% (ただし 
結露しないこと）の 
範囲を保てる場所* 


サーバの 前後に]己 0 mm 
しツ上のスペースびとれる 
場所 


マウスやディスプレイ 
装置のケーブルび届< 
場所 


AC 100 V 、 平行こ極 
アース付さの壁付さ 
コンセント （3 個な上) J ' 

添付の電源コードび 
届く範囲にあるコン 
セント 



フ□ントドアを完全に開けることびできる 
スペースのある場所。（フ□ントドアは完全 
に開けるとち側面から約3己ミ U とびだします。） 


* 室内温度1己む〜2己むの範囲を保てる場所での 
使用をお勧めします。 


設置場所が巧まったら、4人上で本装置の底面をしっかりと持って、設置場所にゆっくり 
と静かに置いてください。 

I M-O 本装置前面のフ□ントドアを持って、持ち上げないでください。フ□ントドアびがれて落下 
し、装置を破損してしまいまず。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本装置 
を設置すると、誤動作の原因となります。 



温度変化の激しい場所(暖房器、 
エアコン、を蔵庫などのお<)。 



帯電防止化工が施されていない 
じゅうたんを敷いた場所。 



強い磁界を発生させるもの（テレ 
ビ、ラジオ、放送/通信用アンテ 
ナ、送電線、電磁クレーンなど)の 
お< (やむを得ない場合は、保守 
サービス会社に連絡してシールド 
工事などを行ってください）。 



がみお^ 

物の落下が考えられる場所。 



本装置の電源コードを他の接地線 
(特に大電力を消費する装置など） 
と共用しているコンセントに接統 
しなければならない場所。 



腐食性ガス(二酸化硫黄、硫化水素、二酸化 
窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど)のを 
在する場所。また、ほこりや空気中に腐食を 
促進する成分(塩化ナトリウムや硫黄など)や 
導電性の金属などが含まれている場所。 



電源コードまたはインタフェース 
ケーブルを足で踏んだり、引っ掛 
けたりするおそれのある場所。 


電源ノイズ(商用電源をリレーな 
どで ON / OFF する場合の接点ス 
パークなど)を発生する装置のお 
くには設置しないでください。 
(電源ノイズを発生する装置のお 
<に設置するときは電源配線の分 
離やノイズフィルタの取りがけな 
どを保守サービス会社に連絡して 
行ってください。） 


八—ドウ H ア編 
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本装置と周辺装置を接続します。 

本装置の背面じは、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次の図 
は本装置が標準の状態で接続できる周辺装置とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を 
接続してから添付の電源コードを本装置に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 





A0 

本装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び 
死 t するまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明を 
ご覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 


A ミ主意 


本装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を(2、ずお守りください。乂傷 
やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ペー 
ジ降の説明をご覧ください。 


A\ 


• 指定杉がのコンセントに差し込まない 
• たこ足配線にしない 
• 中途半端に差し込まない 
• 指定 m がの電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない 


• 指定杉がのインタフェースケーブルを使用しない 


<前面> 


USB インタフェース 
( USB 1.1) を持つ装置 
(キーボードなど） 



シリアルインタフェースを持つ装置 
(モデム/管理 PC など） 

専用回線への直接接続は不可 
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く背面 > 


コンセントは AC 100 V 平行二極 
アース付きのものを使用すること 


最後に添付の電源コードを 
コンセントに接続する。 
UPS に接続する場合は85 
ページを参照。 


オプションの電源 
ユニットを搭載し 
ている時のみ 


マウス 


丰ーボード 


シリアルインタ 
フェースを持つ装置 
(モデムなど） 
専用回線への直接接 
続は不可 


パラレルインタフェース 
を持つプリンタ 



USB インタフェース 
( USB 2.0) を持つ装置 
(ターミナルアダプタ 
など） 

八ブ(マルチポート 
リ ピー タ） 

1000 BASE - T / 

100 BASE - TX / 
10 BASE-T 対応 


に MB インタフェースを持つ装置 
じ接続 ( D に K 増設ユニットなど） 


ディスプレイ装置 


一 接続しようとしているケーブルを確認してください。 nCMB コネクタ」および本装置前面の 
品歹1「シリアルポート目コネクタ」は、 LAN コネクタと同じ形状をしています。 LAN ケーブルを接 
続しないようま意してください。 


• 本装置および接続する周辺装置の電源を OFF にしてか5接続してください。 ON の状態 
のまま接続ずると誤動作や故障の原因となります (USB デバイスを除く）。 

• NECm 夕 K ヴードパーティ）の周辺装置およびインタフェースケーブルを接続する場合 
は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び本装置で使用できることをあ5かじめ確認し 
てください。ヴードパーティの装置の中には本装置で使用できないものびあります。 

• 添付のキーボード、マウスはコネクタ部分の 「 A 」 マークを合わせて差し込んでくださ 
い。 

• 本装置に標準装備のシリアルポートか5専用回線に直接接続することはできません 。専 
用回線へ接続する場台には、必ず回線電気通信事業法で定め5れた認定を受けた端末機 
器か5接続してください。（専用回線とは、特定の利用者に設置される専用の伝送路設 
備およびその付属設備を指します。 NTT 等の公衆回線も含まれまず。） 

• 接続した電源コードは電源ユニットに付いている□ックスプリングでしっかりと固定し 
て < ださい。 


八—ドウ H ア編 
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シリアルポートへの接続について 

本装置の前面にある RJ -45 シリアルポートは、さまざまなシリアルデバイスを接続すること 
ができますが、デバイスじよってはオプションのシリアルポート変換ケーブルを介して接続 
する必要があります。 

オプションの K 410-110シリアルポート変換ケーブルには、 「 F 」 のラベルが貼り付けられて 
いるものと、 「 R 」 のラベルが貼り付けられているものの2種類のケーブルがセツトで添がさ 
れていますが 「 F 」 のラベルが貼りがけられているケーブルのみを使用し、 「 R 」 のラベルが貼 
りがけられているケーブルは使用しません。 

本装置のシリアルポート目は本装置前面と本装置背面にそれぞれあり、それぞれ排他的に使 
用します。通常、装置背面のポートが有効になっておりますが、前面のポートに切り替える 
場合は、オプションの K 4 1 0- 110シリアルケーブル （ F ) を本装置前面のシリアルポート目〕 
ネクタに接続すれば自動で切り替わります。 

I M-O 機器間の電位差で本装置び故障するおそれびありまず。シリアルポートへ接続したケーブル 
を巧を差しずるとをは、本装置と接続先の装置の電源を OFF にし、電源コードを巧いてか 
5行ってください。 


電源コードの接続について 

電源コードを電源ユニットの AC インレットじ挿入します。 

接続後、電源ユニットにがいている□、ソクスプリングで電源コードを固定してください。 

I n-O 電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押すまで30秒上の時間をあけてくださ 
B 重3 い。 
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無停電電源装置 (U PS ) への接続について 

本装置の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にあるサービス 
コンセントじ接続します。 

詳しくは UPS に添付の説明書をご覧ください。 



ご使用時にバッテリ接続コネクタを接続 
してください。 

移設等で移動する際はかして < ださい。 


本装置の電源コードを UPS じ接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るためじ本装置の BIOS の設をを変更してください。 

目 IOS のに6「ソ6「」一「八じ1_11\11<」を選択すると表示されるパラメータを切リ替えることで設走： 
することができます。詳しくは191ページを参照してください。 
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基本的な操作 


本装置の基本的な操作の方法について説明します。 


セキュリティロック(前面カパーのロック) 


本装置前面にあるセ羊ュリティ□ツクは、前面のフ□ントドアを□ツクしています。 

フ□ントドアは、本装置の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、 DVD - ROM ドラ 
イブ、 5.25 インチデバイスを取り扱うとき、 3.5 インチディスクベイへの八ードディスクド 
ライブ、プ□セ、ソサボード、メモリボードの取り付け/取り外しを行うときに開きます。 

M-O • セキュリティ□ツクは、添付のセキュリティキーでないと解除できません。 

• ソフトウエアには CD / DVD - ROM トレーや己2己インチデバイスベイに取り付けている 
デバイスにセツトしているメディアをイジエクトさせるコマンドを持つものびありま 
ず。この場合、フ□ントドアび開いていることを確認してか5コマンドを実行してくだ 
さい。フ□ントドアを閉じたままコマンドを実行すると、フ□ントドアに CD - ROM の 
トレーや己.2己インチデバイスのメディアがぶつかり、本装置を故障させることがあり 
ます。 


フ□ントドアは□ックを解除し、フ□ントドアのち中央の取っ手を軽く持って手前に引くと 
開きます。フ□ントドアを閉じた後は、セ车ュリティのためにも丰一で□ックしてくださ 
い。 



フ□ントドアを□ック フ□ントドアを解除 
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ディスプレイ装置および本装置(こ接続している周辺装置の電源を ON にする。 




無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が ON (こなっていることを確認してください。 


2. 本装置前面じある POWER スイ、ソチを押す。 

POWER/SLEEP ランプが緑色に点灯し、しば6くするとディスプレイ装置の画面(こは 「NEC」 □ゴ 
または POST 画面が表示されます。 


wOt 

• AC 


インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを}甲すまで30砂 ly 上の時間 
をあけて < ださい。 

画面に 「NEC」 □ゴもしくは POST 画面び表示されるまでは電源を OFF にしないでくださ 
し、。本装置の構成によって異なりまずび、表示まで 1- 己分程度かかる場合びありまず。 

「NEC」 □ゴを表示している間、本装置は自己彰断プ□グラム (POST) を実巧して本装置自身の診 
断しています。詳しくはこの後の 「POST のチェック」をご覧ください。 POST を完了すると 0S が 
起動します。 


Iチェッ匀 


POST 中(こ異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。92ページを参 
照してください。 


電源の ON 


本装置の電源は前面じある POWER スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にします。 

POWER/SLEEP ランプ 

SLEEP スイ、ソチ 
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POST (Power On Self - Test ) は、本装置の I / O ボード内に記録されている自己診断機能で 
す。 

POST は本装置の電源を ON にすると自動的に実行され、 I / O ボード、メモリボード、プ〇 
セ、ソサ、车ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の BIOS 
セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

本装置の化荷時の設定では POST を実行している間、ディスプ 
レイ装置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。 < Es に羊一を押す 
と、 POST の実行内容が表示されます。 

pi ： BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を表示させる 

I レ、卜 I ことができます。 「 BIOS のセットアップ」の 「 Advanced (1 77ぺージ）」にある 「 Boot-time 
Diagnostic Screen 」 の設定:を「 Enabled 」 に切り替えてください。 

POST の実行内容は常に磕認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを磕認してください。 

• 本装置の導入時 
• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 
• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明しまず。 


厦 C 


M-O システムの構成によっては、ディスプレイの画励こ 「Press Any Key 」 とキー入力を要求 
するメッセージを表示する場合もあります。これは取り付けた PCI ボードの BIOS び要ホし 
ているためのものでず。 PCI ボードに添付されている説明書の内容を確認してか5何かの 
キーを巧して < ださい。 

1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチて、ソクを始めます。ディスプレイ装置の画面左上に基本メ 
モリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示されます。また、画面下にじ(下 
のメッセージが表示されます。 


Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 


•L 回 

r BIOS セットアップの 「 AdvancecU-r Extended RAM Step 」 を出荷時の設をから変更しメモリテ 
ストを実行している場合は、ここで < Space > キーを押すと、メモリテストをスキップすること 
ができます。 

なお、本装置に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまでに数分か 
かる場合もあります。同様(こ再起動（リブート）した場合など、画面に表示をするのに約1分程の 
時間がかかる場合があります。 
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2. ディスクアレイコント□ーラなど、一部のオプションボードを搭載すると、当該ボードの BIOS 
セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます。 

起動の仕方については、当該オプションボードに添付の説明書を参照して<ださい。 

オプションボードのセットアップユーティリティを起動するためじ < Ctrl > キーと他のいずれかの 
キーとを同時(こ押す場合、稀(こその後キー操作が不正（キーを押しても効かない、または押した 
キーと異なる動作をする）となります。その場合、もういちど < Ctrl > キーを押すと復旧します。 

3. 接続している SCSI 装置が使用している SCSI ID 番号などを画面に表示する。 

4. 続いて本装置に内蔵の RAID コント□ーラをお化し、 WebBIOS の起動を促すメッセージが表示さ 
れるので(そのまま何も人力せず(こいると数秒徽こ POST を自動的(こ続ける）、表示(こあわせてキー 
を押してください。 


LSI MegaRAID SAS - MFI BIOS Version XXXX (Build MMM DD, YYYY) 
Copyright (c) 2005 LSI Logic Corporation. 

HA-X (Bus X Dev X) MegaRAID SAS XXX (1000/0411/1033/8287) 
FW package: X.X.X - XXXX 
X Logical Drive(s) found on the host adapter. 

X Logical Drive(s) handled by BIOS. 

Press <Ctrl> <H> for WebBIOS. 


ここで < Ctrl >+< H > キーを押すと、 POST 終了後、ユーティリティが起動します。 

WebBIOS を使用して、本体内蔵の SAS 八ードディスクドライブのアレイを構築、変更等をする 
ことができます。 



N 8 103-81 ディスクアレイコント□—ラを実装している場合、 WebBIOS を使用して 
N 8 103-81 ディスクアレイコント□—ラのコンフィグレーシヨンはしないでください。 

N 8 103-81 ディスクアレイコント□—ラのコンフィグレーシヨンは、 N 8 103-81 ディスク 
アレイコント□ーラのユーザーズガイドを参照してください。 

•L 励 

• N81 03-90 ディスクアレイコントローラを実装し、ディスクアレイコントローラの BIOS を 
有効に設をしてぃる場合、 N81 03-90 ディスクアレイコントローラの WebBIOS の起動を促 
すメッセージの表示後に、オンボード RAID(MegaRAID ROMB) のメッセージが表示されま 
す。 

• オンボード RAID(MegaRAID ROMB) には、標準でバッテリが搭載されてぃます。 

オンボード RAI D(MegaRAI D ROMB) のバッテリに関するメッセージは、ディスクアレイコ 
ンフィ グレーシヨ ン「オンボード RAID(MegaRAID ROMB) 用バッテリ」ならびに 4 章「運用- 
保ず編」の「障害時のが処」を確認してくださし、。 

己. 夕じプ□セ、ソサや接続しているキーボード、マウスなどをお化したことを®6せるメッセージを 
表71^しま弓。 

それぞれのキーを入力した場合の動作や起動するューティリティは必下のようになってぃます。 
通常では、特に起動する必要はありません。 

• <Esc> キー 

<Esc> キーを押すと、 POST の終わりで Boot メニューを表示します。このメニューから起動 
するデバイスを還択することができます。 
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目.その後、 lu 下のメッセージ*を表示します。 

パターン1: 

Press <F2> to enter SETUP or <F12> to Network 
パターン 2: 

Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 

または 
パターン 3: 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F12> to Network 


パターン 4: 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 


* 本装置の状態によってメッセージの内容は異なります。 

•LE12E] 

それぞれのキーを入力した場合の動作や起動するユーティリティはじ TF のようになっています。 
通常では、特に起動する必要はありません。 

• <Esc> キー 

<Esc> キーを押すと、 POST の終わりで Boot メニューを表示します。このメニューから起動 
するデバイスを還がすることができます。 


Boot Menu 


1. CD/DVD-ROM Drive 

2. +Removable Devices 

3. +Hard Drive 

4. IBAGESIot 0B20V1222 

5. IBAGESIot 0B21 v1222 


< Enter Setup > 


• <F2> キー 

<F2> キーを押すと、 BIOS セットアップユーティリティを起動します。本装置を使用する環 
境にあった設をに変更するときに起動してください。エラーメッセージを伴った上記のメッ 
セージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設をを変更する化要はありません。 
設を方まやパラメータの機能については、166ぺージを参照してください。 

• <F4> キー 

<F4> キーを押すと、保ず用パーティシヨンから起動します。保ず用パーティシヨンについ 
ては、309ぺージの「保ず用パーティシヨンの設を」を参照してください。 

• <F12> キー 

<F12> キーを押すと、ネットワークブートを実行します。 

• <F 1>キー 

「 Press <F1> to resume」 のメッセージが表示される場合は、 POST 中に何らかの異常を検 
出しています。メッセージの内容やが処方まについては 「POST 中のエラーメッセージ」を参 
照してください。エラーメッセージが表示されている場合でも、 <F1> キーを押下すると起 
動します。 
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BIOS セットアップユーティリティに ETUP 」 でパスワードの設定をすると、 POST が正常に終了 
した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの人力は、3回まで行えます。3回とも人力を誤ると本装置を起動できなくなります。 
この場合は、本装置の電源を OFF にしてか6、約10秒ほど時間をあけて ON にして本装置を起動 
し直してください。 


I OS をインス I ルするまではパスワードを設定しないでくださし、。 

8 . POST を終了すると 0 S を起動します。 
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POST 中のエラー 

POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示したり、 
ビープ音が鳴ったりします。 


ディスプレイに表示されるエラーメッセージ 

次に エラーメ 、ソ セージの一覧と原因、その対処方まを示します。 

I M-O 保守サービス会社に連絡するとをはディスプレイの表示をメモしておいて<ださい。エラー 
メッセージの内容は保守を行うときに有用な情報となりまず。 


エラーメッセージー覧のプ□セ、 ソサ やメモリ、ファンなどのデバイスに関するエラーメ 、ソ 
セージとデバイスの搭載位置は100、101ページの図のように対応しています。 

■: 故障しているプロセッサまたはメモリは SETUP ューティリティからでも確認できます （1 70 

L ヒント I ぺ—ジ参照)。 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0200 

Failure Fixed Disk 

八ードディスクドライブエラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0210 

Stuck Key 

キーボード接続エラー。 

キーボードを接続し直してくだ'さい 0 

0211 

Keyboard error 

キーボードエラー。 

• キーボードを接続し直してく 
ださい。 

0212 

Keyboard Controller 

Failed 

キーボードコント□ーラエラー。 

• 再起動してください。それで 
も直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

0213 

Keyboard locked - 
Unlock key switch. 

キーボードが□ックされている。 

キースイッチの□ックを解除して 
ください。□ックを解除しても直 
らない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

0220 

Monitor type does not 
match CMOS - Run 
SETUP 

モニタのタイプが CMOS と一致しな 
い 0 

SETUP を起動してください。 
SETUP で直らない場合は保守サ 
ービス会社に連絡してください。 

0230 

System RAM Failed at 
offset: 

システム RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0231 

Shadow Ram Failed at 
offset: 

シャドウ RAM エラー。 


0232 

Extended RAM Failed at 
address line: 

拡張 RAM エラー。 


02 己 0 

System battery is dead - 
Replace and run SETUP 

システムのバッテリがない。 

保守サービス会社に連絡してバッ 
テリを交換してください。（本装 
置を再起動後、 SETUP を起動し 
て設定し直してください。 

0251 

System CMOS checksum 
bad - Default 
configuration used 

システム CMOS のチェックサムが正し 
くない。 

デフォルト値が設定されまし 
た。 SETUP を起動して、設定し 
直してください。それでも直らな 
い場合は保守サービス会社に連絡 
してください。 

02 己 2 

Password checksum bad 
- Passwords cleared 

パスワードのチェックサムが正しくな 
い。 

パスワードがクリアされまし 
た。 SETUP を起動して設定し直 
してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0260 

System timer error 

システムタイマーエラー。 

SETUP を起動して、時刻や日付 
を設定し直してください。設定し 
直しても同じエラーが続けて起き 
るときは保守サービス会社に連絡 
してください。 

0270 

Real time clock error 

リアルタイムク□、ソクエラ ー。 

0271 

Check date and time 
setting 

リアルタイムク □ 、ソクの時刻設定に誤 
りがある。 

0280 

Previous boot 
incomplete-Default 
configuration used 

前回の起動が正常終了せず、デフォル 
卜値が設定された。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

02B0 

Diskette drive A error 

フ□、ソピーディスクドライブ A の 
ェラー。 

SETUP を起動して、 「 Main 」 メ 
こューの 「 Legacy 円 oppy A 」 、 
[Legacy Floppy BJ を設定し直 
してください。設定し直しても同 
じエラーが続けて起きるときは保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

02B1 

Diskette drive B error 

フ□、ソピーディスクドライブ目の 

-L つ一。 

02B2 

Incorrect Drive A type - 
run SETUP 

フ□、ソピーディスクドライブ A のタイ 
プが正しくない。 

SETUP を起動して、設定し直し 
てください。それでも直らない場 
合は保守サービス会社に連絡して 

02B3 

Incorrect Drive B type - 
run SETUP 

フ□、ソピーディスクドライブ B のタイ 
プが正しくない。 

ください。 

02D0 

System cache error - 
Cache disabled 

システムキャッシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

02D1 

System Memory exceeds 
the CPU's caching limit 

メモリがプ□セ、ソサのキャッシュの限 
界を超えた。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

02F5 

DMA Test Failed 

DMA テストエラー。 


02F6 

Software NMI Failed 

ソフトウェア NMI エラー。 


02F7 

Fail-safe Timer NMI 

Failed 

フェイルタイマの NMI エラー。 


0500 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 01 

対応ずる PCI ス□、ソトに実装されてい 
るデバイス（ボード）に搭載されてい 
る BIOS の初期化が実行されなかった。 


0501 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 02 


0502 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 03 



0503 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 04 



0504 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 05 



050 己 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 06 



0506 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 07 



0507 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 08 



0508 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 09 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0615 

COM B configuration 
changed 

COM B の構成エラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0616 

COM B config. error - 
device disabled. 

COM B の構成デバイスエラー。 


0617 

Flopppy configuration 
changed 

フ□、ソピーディスクドライブの構成エ 
ラー。 


0618 

Floppy config. error - 
device disabled 

フ□、ソピーディスクドライブの構成デ 
バイスエラー。 


0619 

Parallel port 
configuration changed 

パラレルポートの構成エラー。 


061 A 

Parallel port config. error 
- device disabled 

パラレルポートの構成デバイス 
ェラー。 


0B00 

Rebooted during BIOS 
boot at Post Code 

BIOS ブート中に再起動した。 


0B1B 

PCI System Error on 
Bus/Device/Function 

バス/デバイス/機能で PCI システムエ 
ラーが発生した。 


0B1C 

PCI Parity Error on 
Bus/Device/Function 

バス/デバイス/機能で PCI パリティエ 
ラーが発生した。 


0B28 

Unsupported Processor 
detected on Processor 1 

プ□セ、ソサ#1ソケットにサポートし 
ていないプ□セ、ソサが}き載されてい 

本装置がサポートしているプ日 
セ、ソサであることを確認してくだ 
さい。確認できない場合は保守サ 
ービス会社に連絡して保守を依頼 
してください。 

0B29 

Unsupported Processor 
detected on Processor 2 

プ□セ、ソサ # 2ソケッ トにサポートし 
ていないプ□セ、ソサが}き載されてい 

0B2A 

Unsupported Processor 
detected on Processor 3 

プ□セ、ソサ #3 ソケットにサポートし 
ていないプ□セ、ソサが搭載されてい 


0B2B 

Unsupported Processor 
detected on Processor 4 

プ□セ、ソサ #4 ソケットにサポートし 
ていないプ□セ、ソサが}き載されてい 


0B30 

Fan 1 Alarm occurred. 

ファンの異常。 

ファンの故障、またはファンの目 
詰まりが考えられまず。保守サー 
ビス会社に連給して保守を化頼し 
てください。 

0B31 

Fan 2 Alarm occurred. 


0B32 

Fan 3 Alarm occurred. 


0B33 

Fan 4 Alarm occurred. 



0B34 

Fan 5 Alarm occurred. 



0B35 

Fan 6 Alarm occurred. 



0B36 

Fan 7 Alarm occurred. 



0B37 

Fan 8 Alarm occurred. 



0B50 

Processor # 1 with error 
taken off ine. 

プ□セ、ソサ#1でエラーを検出したた 
め、プ□セ、ソサ#1を縮退した。 

プ□セ、ソサが縮退していまず。保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

OB 日 1 

Processor #2 with error 
taken offline. 

プ□セ、ソサ#2でエラーをお化したた 
め、プ□セ、ソサ#2を縮退した。 

0B52 

Processor #3 with error 
taken offline. 

プ□セ、ソサ #3 でエラーをお化したた 
め、プ□セ、ソサ# 3 を縮退した。 


0B53 

Processor #4 with error 
taken offline. 

プ□セ、ソサ #4 でエラーを検出したた 
め、プ□セ、ソサ# 4 を縮退した。 


OBSF' 

Forced to use Processor 
with error 

プ□セ、ソサエラーをお化した。 

すべてのプ□セ、ソサでエラーをお 
化したため、強制的に起動してい 
ます。保守サービス会社に連絡し 
てください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0B60 

DIMM group # 1 has 
been disabled. 

メモリエラーをお化した 。 DIMM 

Group #1が縮退している。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B61 

DIMM group #2 has 
been disabled. 

メモリエラーをお化した 。 DIMM 

Group #2が縮退している。 


0B62 

DIMM group #3 has 
been disabled. 

メモリエラーをお化した 。 DIMM 

Group #3が縮退している。 


0B63 

DIMM group #4 has 
been disabled. 

メモリエラーを検化した 。 DIMM 

Group #4が縮退している。 


0B64 

DIMM group #5 has 
been disabled. 

メモリエラーをお化した 。 DIMM 

Group #日が縮退している。 


0B6 己 

DIMM group #6 has 
been disabled. 

メモリエラーをお化した 。 DIMM 

Group #6が縮退している。 


0B66 

DIMM group #7 has 
been disabled. 

メモリエラーを検化した 。 DIMM 

Group #7が縮退している。 


0B67 

DIMM group #8 has 
been disabled. 

メモリエラーをお化した 。 DIMM 

Group #8が縮退している。 


0B70 

The error occurred 
during temperature 
sensor reading. 

温度異常をお化ずる途中にエラーをお 
ムしブし〇 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B71 

System Temperature out 
of the range. 

温度異常を検化した。 

ファンの故障、またはファンの目 
詰まりが考えられます。保守サー 
ビス会社に連絡して保守を依頼し 
てください。 

0B74 

The error occurred 
during voltage sensor 
reading. 

電圧をお化中にエラーが起きた。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B75 

System voltage out of the 
range. 

システムの電圧に異常をお化した。 


0B78 

The error occurred 
during fan sensor 
reading. 

FAN センサのお化中にエラーが起き 
た。 


0B7C 

The error occurred 
during fredundant power 
module confirmation. 

冗長電源を構成している途中でエラー 
をお化した。 

保守サービス会社に連絡して電源 
ユニットを交換してください。 

0B7D 

The normal operation 
can't be guaranteed with 
use of only one PSU. 

本装置に必要な基本電源構成を満たし 
ていない。 

保守サービス会社に連絡して電源 
ユニットを増設または交換してく 
ださい。 

0B80 

BMC Memory Test 

Failed. 

BMC デバイス(チップ)のエラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 

0B81 

BMC Firmware Code 

Area CRC check failed. 


てください。 

0B82 

BMC core hardware 
failure. 



0B83 

BMC IBF or OBF check 
failed. 

BMC のアドレスへのアクセスに失敗 
した。 


0B8A 

BMC SEL area full. 

システムイベント□グを書き込める容 
量がない。 


0B8B 

BMC progress check 
timeout. 

BMC チェ、ソクを一時中断した。 
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ディスプレイ上の エラー メッ セージ 

意味 

対処方法 

0B8C 

BMC command access 
failed. 

BMC コマンドアクセスに失敗した。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 

0B8D 

Could not redirect the 
console - BMC Busy - 

コンソールリダイレクトができない 
旧 MC ビジー）。 

てください。 

0B8E 

Could not redirect the 
console - BMC Error - 

コンソールリダイレクトができない 
旧 MC エラー)。 


0B8F 

Could not redirect the 
console - BMC 

Parameter Error - 

コンソールリダイレクトができない 
(巨 MC 八°ラメータエラー )0 


0B90 

BMC Platform 

Information Area 
corrupted. 

不正な Platform Information Area をお 
化した。 


0B91 

BMC update 归 rmware 
corrupted. 

BMC デバイス(チ、ソスエラー。 


0B92 

Internal Use Area of 

BMC FRU corrupted. 

Chassis 情報を格納した SROM の故 
障。 

FRU 〕 マンド、および EMP 機能と又外 
は使用できまず。致命的な障害では 
ぁリませんが、一度電源を OFR こ 
して、起動し直してください。それ 
でも直らない場合は保守サービス会 
社に連絡してください。 

0B93 

BMC SDR Repository 
empty. 

BMC デバイス(チップにラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B94 

IPMB signal lines do not 
respond. 

SMC (Sattelite Management 
Controller ) の故障。 

IPMB 経由での SMC へのアクセス 
機能外は使用できます。致命的 
な障害ではぁリませんが、一度電 
源を OFF にして、起動し直してく 
ださい。それでも直らない場合は 
保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B95 

BMC FRU device failure. 

Chassis 情報を格納した SROM の故 
障。 

FRU 〕 マンド、および EMP 機能た又外 
は使用できまず。致命的な障害では 
あリませんが、一度電源を OFF に 
して、起動し直してください。それ 
でも直らない場合は保守サービス会 
社に連絡してください。 

0B96 

BMC SDR Repository 
failure. 

センサデータレコード情報を格納し 
た SROM の故障、あるいは不正なセン 
サデータレコード情報をお化した。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B97 

BMC SEL device failure. 

BMC デバイス(チ、ソスの故障。 

0B98 

BMC RAM test error. 

BMC RAM のエラー。 


0B99 

BMC Fatal hardware 

error. 

BMC のエラー。 


0B9A 

BMC not responding. 

BMC のエラー。 


0B9B 

Private I2C bus not 
responding. 

プライべートに C バスよリ無応答。 


0B9C 

BMC internal exception. 

BMC のエラー。 


0B9D 

BMC A/D timeout error. 

BMC のエラー。 


0B9E 

SDR repository corrupt. 

BMC のエラーまたは SDR のデータの 
破損。 


OBW 

SEL corrupt. 

BMC のエラーまたはシステムイベン 
卜□グのデータの 破損。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

OBBO 

SMBIOS - SROM data 
read error. 

SROM のデータリードエラー。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
し、 

0BB1 

SMBIOS - SROM data 
checksum bad. 

SROM のデータェ、ソクサムエラー。 


OBCO 

POST detected startup 
failure of 1st Processor. 

プ□セ、ソサ#1のエラー。 

保守サービス会社に連絡して該当ず 
るプ□セ、ソサを交換ください。 

0BC1 

POST detected startup 
failure of 2nd Processor. 

プ□セ、ソサ#2のエラー。 


0BC2 

POST detected startup 
failure of 3nd Processor. 

プ□セ、ソサ# 3 のエラー。 


0BC3 

POST detected startup 
failure of 4th Processor. 

プ□セ、ソサ# 4 のエラー。 


8120 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#1. 

本装置でサポートしていない DIMM をお 
化した。 

保守サービス会社に連絡して該当す 
るグループの DIMM に枚)を交換し 
てください。 

8121 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#2. 



8122 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#3. 



8123 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#4. 



8124 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#5. 



8125 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#6. 



8126 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#7. 



8127 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#8. 




八—ドウ H ア編 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

8130 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#1. 

DIMM の種類が一致していない。 

DIMM に貼り付け6れているラベル 
を見て、グループごとに同じ種類 
の DIMM が取リ付けられていること 
を確認してください。異なっている 

8131 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#2. 


場合は、保守サービス会社に連絡し 
て DIMM を交換してください。 

8132 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#3. 



8133 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#4. 



8134 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#5. 



8135 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#6. 



8136 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#7. 



8137 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#8. 



8140 

DIMM group # 1 with error 
is enabled. 

メッセージにあるグループでエラーを 
起こした DIMM をお化した。 

保守サービス会社に連絡して該当ず 
るグループの DIMM に枚)を交換し 
てください。 

8141 

DIMM group #2 with error 
is enabled. 


8142 

DIMM group #3 with error 
is enabled. 



8143 

DIMM group #4 with error 
is enabled. 



8144 

DIMM group #5 with error 
is enabled. 



8145 

DIMM group #6 with error 
is enabled. 



8146 

DIMM group #7 with error 
is enabled. 



8147 

DIMM group #8 with error 
is enabled. 



8150 

NVRAM Cleared By 
Jumper. 

ジャンパ設定により NVRAM をクリアし 
た。 

電源 OFF 後、ジャンパの設定を元に 
戻してください。 

8151 

Password Cleared By 
Jumper 

ジャンパ設定によりパスワードをクリ 
アした。 


8160 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 1. 

プ□セ、ソサ#1の周波数が合っていな 
し、 

プ□セッサの周波数を確認してくだ 
さい。確認できない場合は保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

8161 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 2. 

プ□セ、ソサ#2の周波数が合っていな 
し、 


8162 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 3. 

プ□セ、ソサ #3 の周波数が合っていな 
し、 


8163 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 4. 

プ□セ、ソサ #4 の周波数が合っていな 
し、 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処ち法 

8170 

Processor 1 not operating 
at intended irequencv 

プ□セ、ソサ#1が期待する周波数で動作 
しない。 

プ□セツサの周波数を確認してくだ 
さい。確認できない場合は保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

8171 

Processor 2 not operating 
at intended frequency 

プ□セ、ソサ#2が期待する周波数で動作 
しない。 

8172 

Processor 3 not operating 
at intended frequency 

プ□セ、ソサ#3が期待する周波数で動作 
しない。 


8173 

Processor 4 not operating 
at intended frequency 

プ□セ、ソサ#4が期待する周波数で動作 
しなし、 


817F 

All Processor not 
operating at intended 
frequency 

すべてのプ□セ、ソサが期待する周波数 
で動作しない。 


81A0 

Cache Cautionary status 
detected on Processor 1. 

プ□セ、ソサ#1のキャッシュが警告レべ 
ルの巧態である。 

致命的な障害ではありませんので、 
すぐに交換する必要はあリません。 
そのまま運用を続けることができま 
ず。一度電源を OFF にして、起動し 
直してください。それでも直6ない 
場合は保守サービス会社に連絡して 
ください。 

81A1 

Cache Cautionary status 
detected on Processor 2. 

プ□セ、ソサ#2のキャッシュが警告レべ 
ルの状態である。 

81A2 

Cache Cautionaiy status 
detected on Processor 3. 

プ□セ、ソサ#3のキャッシュが警告レべ 
ルの状態である。 

81 A3 

Cache Cautionaiy status 
detected on Processor 4. 

プ□セ、ソサ#4のキャッシュが警告レべ 
ルの状態である。 


8200 

Online Spare Memory was 
not ready. 

オンラインスペアメモリ機能が Enable 
のときに、搭載された DIMM の Type が 
同じではない。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
し、 

8201 

Mirroring Memory was not 
ready. 

メモリミラーリング機能が有効になっ 
ているときに DIMM group #1と#3に搭 
載された DIMM のタイプが合っていな 
い。または DIMM group #2に搭載され 
てし''る。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
し、 

8202 

Memory RAID was not 
ready 

BIOS SETUP でこの機能が 、 Enabled 
になっていた場合 、 Memory RAID を構 
築ずるためのメモリの実装条件を満た 
していない場合に表示される。 

また 、 BIOS SETUP の memory error 
Policy に連携ずる。 

全メモリの容量と Type 、 またメモ 
リの実装構成が適切であるかを確認 
する。 

8300 

Secondary BIOS is 
corrupted 

システム運用中に障害が発生し、プラ 
イマリ BIOS とセカンダリ BIOS が切リ替 
わった。または、 BIOS アップデート時 
に障害が発生した。 （ 「システム BIOS の 
二重化」 （7 ページ)参照） 

保守サービス会社に連絡してくださ 
し、 

8400 

Onboard PCIE#1 Link 
Failure 

プ□セッサボードと I / O ボード上の PCI 
Express デバイス間の接続あるいは I/O 
ボード上の PCI Express デバイスに異常 
をお化した。 

一度電源を OFF にして、起動し直し 
てください。それでも直らない場合 
は保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

8401 

Onboard PCIE#2 Link 
Failure 

8412 

PCI Slot#3 PCIE Link 
Failure 

プ□セッサボードと I / O ボード上の PCI 

SI 饥#3に実装した PCI Express 増設力一 
ド間の接続あるいは I/O ボード上の PCI 

SI 饥#3に実装した PCI Express 増設力一 
ドに異常をお化した。 


8413 

PCI Slot#4 PCIE Link 
Failure 

プ□セッサボードと I / O ボード上の PCI 

SI 饥#4に実装した PCI Express 増設力一 
ド間の接続あるいは I/O ボード上の PCI 

SI 饥#4に実装した PCI Express 増設力一 
ドに異常を検化した。 


8414 

PCI Slot#5 PCIE Link 
Failure 

プ□セッサボードと I / O ボード上の PCI 

SI 饥妃に実装した PCI Express 増設力一 
ド間の接続あるいは I/O ボード上の PCI 

SI 饥妃に実装した PCI Express 増設力一 
ドに異常をお化した。 
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ディスプレイ上の エラー メッ セージ 

意味 

対処ち法 

8420 Onboard PCIE# 1 Link 

Width Error 

プ□セツサボードと I / O ボード上の PCI 
Express デバイス間の接続の低下をお化 
した。 

致命的な障害ではぁリませんが、性 
能が低下する場合がぁリまず。一度 
電源を OFF にして、起動し直してく 
ださい。それでも直らない場合は保 
守サービス会社に連絡してくださ 
し、 

8421 Onboard PCIE#2 Link 

Width Error 

8432 PCI Slot#3 PCIE Link 

Width Error 

プ□セ、ソサボードと I / O ボード上の PCI 

SI 饥#3に実装した PCI Express 増設力一 
ド間の接続の低下を検化した。 

8433 PCI Slot#4 PCIE Link 

Width Error 

プ□セ、ソサボードと I / O ボード上の PCI 

SI 饥#4に実装した PCI Express 増設力一 
ド間の接続の低下をお化した。 

8434 PCI Slot# 日 PCIE Link 

Width Error 

プ□セツサボードと I / O ボード上の PCI 

SI 饥#5に実装した PCI Express 増設力一 
ド間の接続の低下をお化した。 


その他の POST ェラー 

夕のエラーはディスプレイに表示されませんが、 システムイベント□グに登録されます。 


エラーコード 

意味 

対処ち法 

8301 

システム BIOS 起動の初期段階旧〇饥 block Task ) にて、 
BIOS チェックサムエラーをお化した。このエラーにより 
システム BIOS はセカンダリ BIOS に切リ替わった。 

( 「システム BIOS の二重化」 （7 ページ）参照） 

保守サービス会社に連絡してください。 


•ファンのエラーメッセージに対応するファンの取り付け位置 
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• プ□セツサのエラーメッセージに対応するプ□セツヴ取り付け位置 



プ□セ、ソサ#1 プ□セ、ソサ#2 プ□セ、ソサ#4 プ□セ、ソサ#3 


メモリのエラーメッセージに対応するメモリの取り付け位置 




メモ U ボードス□ツト#1 

メモ U ボードス□ット#吕 

メモ U ボードス□ツト#3 

メモ U ボードス□ツト#4 

① 

DIMM ス□ット#1 

DIMM GROUP #1 

DIMM ス□、ソト#1 

DIMM GROUP #3 

DIMM ス□、ソト#1 

DIMM GROUP #5 

DIMM ス□、ソト#1 

DIMM GROUP #7 

⑨ 

DIMM ス□、ソト松 

DIMM ス□、ソト#2 

DIMM ス□、ソト#2 

DIMM ス□、ソト松 

③ 

DIMM ス□、ソト#3 

DIMM GROUP 抱 

DIMM ス□、ソト#3 

DIMM GROUP #4 

DIMM ス□、ソト#3 

DIMM GROUP #6 

DIMM ス□、ソト#3 

DIMM GROUP #8 

④ 

DIMM ス□、ソト#4 

DIMM ス□、ソト#4 

DIMM ス□、ソト#4 

DIMM ス□、ソト#4 
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ビープ 音による エラー 通知 


POST 中にエラーを橫化しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメ 、ソ セージを表示できな 
い場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通®します。エ 
ラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでその内容を通知します。たとえば、ビープ音 
が1回、連続して3回、1回、3回の組み合わせで鳴った（ビープコード：1-3-1-3)ときは车一 
ボードコント□ーラエラーが起きたことを示します。 

次じビープコードとその意□ホ、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

巧処方法 

1-2 

Video BIOS の初期化エラー 

ディスプレイ装置になにも表示されな 
い場合は、ディスプレイのコネクタの 
取り付け状態を確認して<ださい。問 
題が解ずされない場合は、保守サービ 
ス会社に連絡して、 I/O ボードを交換 
してください。 

増設した PCI ボードのオプション ROM 
の展開が表示されない場合は、 PCI ボ 
ードの取りがけ状態を確認して<ださ 
し、問題が解まされない場合は、保守 
サービス会社に連絡して、 I/O ボー 
ド、増設した PCI ボードを交換してく 
ださい。 

1-2 

ォプション ROM 初期化エラー 

1-3-1-3 

キーボードコント□ーラエラー 

キーボードを接続し直してください。 
問題が解まされない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡して、 I/O ボードを巧 
換してください。 

1-3-3-1 

メモリをお化できない。あるい 
は、 DIMM のタイプが異なる。 

DIMM 及びメモリボードの取り付け状 
態を確認して<ださい。問題が解みさ 
れない場合は、保守サービス会社に連 
絡して、 DIMM またはメモリボードを巧 
換して <ださい。 

1-3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

1-3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

1-5-1-1 

プ□セッサが起動できなかった 

プ□セッサの取り付け状態を確認して 
ください。問題が解ずされない場合 
は、保守サービス会社に連絡してプロ 
セ、ソサまたはプ□セ、ソサボードを巧換 
してください。 

1-5-2-2 

プ□セ、ソサが搭載されてない 

1-5-2-3 

種類、電圧が異なるプ□セ、ソサの混 
在エラー 

増設したプ□セ、ソサがサポート対象品 
であることを確認してください。問題 
がなければ、プ□セ、ソサが正しく取り 
がけられていることを確認してくださ 
し、それでも問題が解みされない場合 
は、保守サービス会社に連絡して、プ 
□セ、ソサまたはプ□セ、ソサボードを巧 
換してください。 

1-5-4-4 

電源異常 

内部のボードの故障が考えられます。 
保守サービス会社に連絡して故障した 
ボードの特定と交換を依頼して<ださ 
い。 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

保守サービス会社に連絡して I/O ボー 
ドを交換してください。 


ピープコード「1-5-4-2」は停電や瞬断などにより AC 電源の供給が遮断され、システムの再 
IJvq 起動が行われたことを通知するものです。異常ではありません。 






















電源の OFF 


次の順唐で電源を OFF にします。本装置の電源コードを UPS じ接続している場合は、 UPS じ 
添がのマニュアルを参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションのマニュアルを参照 
してください。 

1 . 0 S のシャットダウンをする。 

2. 本装置前面にある POWER スイ、ソチを押す。 

POWER ランプが消のします。 

3. 周辺装置の電源を OFR こする。 


省電カモ_ドの起動 


本装置は ACPI モードに対応しています。 SLEEP スイ、ソチで本装置の電力をほとんど使用し 
ない状態（スタンバイ状態）にすることができます。 

■: SLEEP スイッチは、 ACPI モードにが応したオペレーティングシステムで機能します。 

rEvTi 


前面にある SLEEP スイ、ソチを押すとスタンバイ状態になります ( POWER / SLEEP ランプが点 
滅します）。スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されて 
います。 SLEEP スイッチを押すとスタンバイ状態は解除されます。 


POWER/SLEEP ランプ 



fl : 省電カモードへの移行または省電カモードからの復帰方まについては 、 Windows Server 

2003の設をによって異なります。また、省電カモード中の動作レベルは 、 Windows Server 
2003の設をに化存します。 


I n-O 省電カモードへの移行または省電カモード中にシステムを変更しないでください。省電力 
モードか5復帰する際に元の状態に復帰でをない場合がありまず。 
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フロッピーディスクドライブ 


本装置前面にはフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）-保存(ライト）を行 
うことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

本装置では 3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （ 1 .44 M バイト）と 2 DD フ□、ソピーディスク 
C 720 K バイト）を使用することができます。 


フ□ッピーディスクのセツト/取り出し 


フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブじセットする前に本装置の電源が ON 
( POWER ランプ点な）になっていることを磕認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化します。 

•1.2 M バイトフォーマットのディスクは使用できません。 

^2^ • フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め 

ないことを知6せるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 
0 S に添付のマニュアルを参照してフ□、ソピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後に本装置の電源を ON (こしたり、再起動するとフ 
□、ソピーディスクか6起動します。フ□、ソピーディスク内(こシステムがないと起動でき 
ません。 


イジェクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 

4^ フ□、ソピーディスクアクセスランプが消のしていることを確認してか6フ□、ソピーディスク 
品歹]を取り化してください。アクセスランプが点灯中に取り化すとデータが破壊されるおそれが 
あります。 

フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクじ書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

参ゴミやほこりの多いところでは使用しないで<ださい。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 
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♦ 水などの液体のおくや薬品のおくには置かないでください。 

♦ 磁石など磁気を帯びたちのをおづけないでください。 

♦ クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

♦ 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

♦ フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようにライトプ□テクト（書き a み禁止） 

ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは、読み化しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの入っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き込み時じ(外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勃めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 
ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイ、ソチで行います。 

♦ フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや本装置自身の故障な 
どによってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大 
切なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勤めします。（本装置に添がさ 
れているフ□、ソピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 



八—ドウ H ア編 


10己 
















DVD - ROM ドライブ 


本装置前面に DVD - ROM ドライブがあります。 DVD - ROM ドライブは CD / DVD - ROM (読み 
化し専用の コン パクトディスク）のデータを読むための装置です。 DVD - ROM はフ □、ソ ピー 
ディスクと比較して、大量のデータを高速に読み化すことができます。 



A ミ主意 


A 0 

本装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷 
やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ペー 
ジ降の説明をご覧ください。 

• DVD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


CD / DVD - ROM のセツト/取り出し 


CD / DVD - ROM は夕の手順でセツトします。 


1 . CD / DVD - ROM を DVD - ROM ドライブ(こセツトする前に本装置の電源が ON ( POWER / SLEEP ラン 
プが緑色に点灯）になっていることを確認する。 


2. DVD - ROM ドライブ前面の CD / DVD - 
ROM トレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが少し化てきます。 


3. トレーを軽く持って手前に引き化し、卜 
レーが止まるまで引き化す。 


4. CD / DVD - ROM の信号面をトレーに向け 
て持つ。 

己.ち図のようじ片方の手でトレーを持ちな 
がら 、もう一方の手でトレーの中んにあ 
る駆動軸(こ CD / DVD - ROM の穴がはまる 
ように指で押して、トレーにセットす 
る。 
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目.トレーの前面を軽<押して元に戻す。 


CD / DVD - ROM のセツト後、 DVD - ROM ドライブの駆動音び大きく聞こえるときは CD / DVD - 
ROM をセツトし直してください。 

CD / DVD-ROM の取り化しは、 CD / DVD-ROM をセツトするときと同じように CD / DVD - 
ROM トレーイジエクトボタンを押してトレーを引き化します。 

アクセスランプがオレンジ色に点なしているときは、 CD / DVD-ROM にアクセスしているこ 
とを示します。 CD / DVD-ROM トレーイジエクトボタンを押す前にアクセスランプがオレン 
ジ色に点なしていないことを磕認してください。 


ち図のようじ、片方の手でトレーを持ち、 
ちう一方の手でトレーの中ムじある駆動軸 
を押さえながら CD / DVD-ROM のさ； 

くつまみ上げるようにしてトレーから取り 
化します。 CD / DVD-ROM を取り化した 
らトレーを元に戻してください。 



取り出せなくなったときの方法 


CD / DVD-ROM トレーイジェクトボタンを押しても CD / DVD-ROM が本装置から取り化せな 
い場合は、次の手順に従って CD / DVD-ROM を取り止)します。 

1. POWER スイ、ソチを押して本装置の電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消な）(こする。 

2 . 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製のピン(太めのゼムクリップを引き伸ばして代用できる）を 
DVD - ROM 前面下側にある強制イジェクトホールに差し込んで、トレーが化てくるまでゆっくり 
と押す。 



•強制 イジ ェク ト ホール 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れやすいものを使用しないでください。 

• 上言己の手順を行っても CD / DVD - ROM び取り出せない場封ホ、保守ヴービス会社に連絡し 
て < ださい。 
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3 . トレーを持って引き化す。 


4 . CD / DVD - ROM を取り化す。 
曰.トレーを押して元(こ戻す。 


CD/DVD-ROM の取り扱いについて 

本装置にセットする CD / DVD - ROM は次の点じを意して取り扱ってください。 

• CD / DVD - ROM 規格に準拠しなし叩〕ピーガードがき CD / DVD - ROM 」 などのディスクに 
つきましては、 CD / DVD - ROM 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• CD / DVD - ROM を落とさないでください。 

• CD / DVD - ROM の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• CD / DVD - ROM じラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないで< ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接 CD / DVD - ROM に書き a まないでくだ 
さい。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださい。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいて<ださい。 

参清掃の際は、 CD / DVD - ROM 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプ 
レー、クリーナ、ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 



オプションの取 0 付け 


オプションデバイスの取りがけ方法およびを意事項じついて記載しています。 


M-O • ここで示ず取り付け/取りがしはお客様ご自身でも行えまずび、この場台の本装置およ 
び部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねまずのでご了承 
ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に 
取り付け/取りがしを行わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは NEC び指定する部品を使用してください。指定似がの部 
品を取り付けた結果起きた本装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料とな 
ります。 

• 八ードウエア構成を変更した場台も、必ずシステムをアップデートしてください(曰1 
ページを参照)。 


安ま上のま意 


安全に正しくオプションの取り付け-取り外しをするためじ次のを意事項を必ず守ってくだ 
ぎい。 





A® 

本装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人び 
死 t するまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• DVD-ROM ドライブの内部をのぞかない 

• リチウムバッテリやニッケ J レ水素ノ ッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取ク縷わない 



A ミち意 


A 

處 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。义傷 
やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ペー 
ジ杉降の説明をご覧ください。 

• 3人下で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 
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静電気が策について 


本装置内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け/取り外しの際は 
静電気による製品の故障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
じ本装置の塗装されていない金属 フレームに 触れて身体に蓄積された静電気を放電しま 
す。 

また、作業中はを期的に金属フレームじ触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行って<ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取りがける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-を部品の端子や実装部品に触れないようじ取り扱って<ださい。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 


取り付け/取りかしの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 

1. 0 S のシャットダウン処理を巧う。 

2. POWER スイッチを押して本装置の電源を OFF(POWER/SLEEP ランプ消の）にする。 

3. 本装置の電源コードをすべてコンセントか6抜く。 

本装置背面の電源ユニットにある AC スタンバイランプが消のします。 

4. 本装置背面に接続しているケーブルをすべて取りかす。 

己.本装置の前後左ちおよび上部に1〜 2 m のスペースを確保する。 

^ オプションの取り付け/取り外しは必ず電源コードをコンセントか6抜いてか6行ってくだ 
品歹1さい。電源コードを接続したまま内部のケーブルをかすと、電源 ON 時(こ STATUS ランプが 
アンバー色(こ点灯します。一度電源コードを抜き差しして再起動させてください。 
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巧り付け/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取りがけ/取り外しをします。 

3.已インチ八ードディスクドライブ 

本装置の前面にある 3.5 インチディスクベイには、5つのス□ットが用意されています。八一 
ドディスクドライブは取り付けられていません旧 TO (工場組み込み化渝を除く）。別途購入 
してください。 


NEC で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サードパー 
ティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 J \- ドディスクドライブだけでな 
く本装置び故障するおそれがあります。次に示ずモデルをお買いホめください。 

- N 81己 0-199(36.3 GB 、 15,000 rpm 、 SAS ) 

- N 81曰 0-200(73.2 GB 、 1已，000 rpm 、 SAS ) 

- N 81已 0-201(14 巨.曰 GB 、 1己，000 rpm 、 SAS ) 

ディスクアレイコント□—ラびサボートする RAID レベルは、使用ずるディスクアレイ 
コント□ーラによって異なります。 

-オンボード RAID を使用ずる場合 

RAID 1、 己の各レベルおよび RAID 1、曰のスパンをサボートしまず。 

(1 98ぺージの r ディスクアレイコンフィグレーション」を参照） 

-オプションのディスクアレイコント□—ラを使用する場合 

ディスクアレイコント□—ラに添付の説明書を参照してください ( BT 0 (工場組み 
込み出荷)で購入した場合は、本装置に添付されています)。 


5つのス□、ソトには約 25.4 mm (1 インチ)厚の八ードディスクドライブを取り付けることがで 
きます。 

オプションの増設 HDD ケージを搭載するとさらに8台の八ードディスクドライブを内蔵する 
ことができます。 

増設する八ードディスクドライブは同一の NEC 型番のものを使用してください。 



ス□ット0 

•ス□、ソト1 

ス□、ソト2 

ス□ット3 

ス□、ソト4 


八ードディスクドライブ 
ベイ（増設 HDD ケージ） 


八ードディスクドライブベイ 
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3.5 インチディスクベイの空きス□、ソトにはダミーブ□ックが取り付けられています。これ 
は本装置内部のを却効果を高めるためのものです。八 ー ドディスクドライブを搭載していな 
いス□、ソトじはダミーブ□ックを取り付けてください。 



ダミーブ□ックは、本装置の専用品を使用してください。 


取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。その他のス□、ソトへの取り付けも 
同様の手順で行えます。 

I jl ; RAID1 または RAID5 のディスクアレイ構成では本装置の電源が ON のままでも行えます。 

I FEvn 

M-O ディスクアレイを構成している場合は、同じパックを構成する八ードディスクドライブは同 
一の NEC 型番のものを使用してください。 

1 . 110ページを参照して準備をする（ディスクアレイ構成時を除く）。 

2 . セキュリティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 

3 . 八ードディスクドライブを取り付けるス□、ソトを確認する。 

ス□、ソトは標準で日つあります。（オプションの増設 HDD ケージを取り付けている場合は13ス□、ソ 
卜あ LJ ます） 

4 . ダミーブ□ックを取りかす。 

W-OIE 

ダミーブ□ックは大切に保管しておい 
て < ださい。 
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目.増設する八ードディスクドライブと八ン 
ドルをしっかりと持ってス□、ソトへ挿入 
する。 



• ハンドルのフックびフレームに当 
たるまで巧し込んでください。 

• 八ードディスクドライブは落とし 
たり、振動や衝撃をちえたりしな 
いよラにしっかりとていねいに 
持ってください。 

7. 八ンドルをゆっ< りと閉じる。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされます。 



八ンドルとトレーに指を挟まないよう 
にま意してください。 

I チェック I 

八ンドルのフックがフレームに引っ掛 
かっていることを確認してください。 

8. フ□ントドアを閉じる。 


八—ドウ H ア編 
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取り外し 


次に示す手順で八ードディスクドライブを取り外します。八ードディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合は、空いているス□、ソトにダミーブ□ックを取り付けてくだ 
さい。 


^ 八ードディスクドライブが故障したためにディスクを取り外す場合は、八ードディスクドラ 
イブの DISK ランプがアンバー色(こ点のしているス□、ソトをあ6かじめ確認してください。 


1. システムを終了し、 POWER スイ、ソチを押して電源を OFF にする。 


2 . 八ードディスクドライブの□ックを解除する。 




^ 八ードディスクドライブが故障したためじディスクを取り外す場合は、八ードディスクドラ 

云巧]イブの DISK ランプがアンバー色(こ点のしているス□、ソトをあ6かじめ確認してください。 



D に K ランプ 

























































































































































































ディスクアレイ構成の場合、故障した八ードディスクドライブの交換後、巧換した新しい 
ディスクに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす]: i 前の状態に戻すことの 
できるオートリビルド機能を使用することができます。オートリビルド機能は、 RAID レべ 
ルによって有効/無効となる場合があります。 

オートリビルドは、故障した八ードディスクドライブをホ、ソトスワップ廣源 ON の状態での 
ディスクの交換)するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、八ード 
ディスクドライブにある D に K ランプが緑色とアンバー色に交互に点灯してオートリビルド 
を行っていることを示します。 

I n-O 才ートリビルドに失敗すると、八ードディスクドライブにある D 旧 K ランプびアンバー色に 
点!打しまず。もう一度ディスクの取りがし/取り付けを行って才ートリビルドを実行してく 
ださい （ Me 呂 aRAID Storage Mana 呂 er で確認してみてください）。 

オートリビルドを行うときは、次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで本装置の電源 
を OFF にしないでください。 

♦ 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けは、60秒じ(上の闇隔をあけて行ってくだ 
さい。 

♦ 他にリビルド中の八ードディスクドライブがある場合は、ディスクの交換を行わないで 
ください（リビルド中は八ードディスクドライブにある D に K ランプが緑色とアンバー色 
に巧互に点なしています）。 
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電源 ユニット 

電源ユニットを増設して、4台の電源ユニットで動作させていると、万一電源ユニット （1 台) 
が故障してもシステムを停止することなく運用することができます（冗長機能)。 

• 電源ユニットが3台で稼動中のところにもう1台追力□すると、 0 S のシステムイベント □ 
グじ r 電源回復」を示す□グが記録されます。これは冗長構成かつ、最大構成あることを 
意□末します。 


取り付け 

次の手順に従って電源ユニットを取りがけます。 


1. 110ページを参照して準備をする。 
2 . ブランクカバーのネジを取りかす。 



3. ブランク カバーを 取りかす。 

取りがしたブランクカバーは大切に保 
管しておいてください。 
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4. 電源ユニットを差し込む。 


W-OI 


電源 ユニッ トはまっすぐに差し込んで 
ください。差し込んでいる途中でなな 
めにしたり、上下左ちに力を加えたり 
ずると、電源ユニットと内部の接続コ 
ネクタを破損ずるおそれびあります。 


I チェッ匀 


奥まで確実に差し} A まれていることを 
確認してください。 



5. AC インレットに電源コードを接続する。 

標準で添付されていたものと増設した電 
源ユニットに添がされていたコードを使 
います。 


増設用電源ス□ットにはブランクカ 
バーび取り付け5れています。取りが 
したブランクカバーは大切に保管して 
おいて < ださい。 



AC インレット 


AC インレツ I 
(増設用） 


DD □□□□ 回回 □□m 


擎を器 

_奪體 

コ D □□□□ 回回 gnTn . I — |Pnnr 



目.本装置の電源を ON (こする。 

を電源ユニットの POWER ランプが点灯します。 


7. STATUS ランプや POST で電源ユニット(こ関するエラー表示がないことを確認する。 

エラー表示の詳細については92ページを参照して < ださい。 

また、電源ユニットの POWER ランプが消なしている場合は、もう一度電源ユニットを取り付け 
直して<ださい。それでも同じ表示が化たときは保守サービス会社に連絡して<ださい。 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 



正常に動作している電源ユニットを取りがさないでください。 


■ I ： 本装置に 4 台の電源 ユニッ トが取り付けられていて、その内の 3 台が正常に動作(電源 ユニッ 

卜の POWER ランプ点灯）している場合は、システム稼働中（電源 ON の状態）でも故障した電 
源 ユニット を交換できます（次の手順 2 をとばしてくださし、） 


1. 背面じある電源ユニットの POWER ランプの表示で故障している電源ユニットを確認する。 
POWER ランプが消のしている電源ユニットが故障しています。 


2. システムを終了し、 POWER スイ、ソチを押して電源を OFR こする。 

3. 電源コードを取りかす。 

4. 電源ユニットの□ックタブを押さえなが6、八ンドルを持ってゆっくりと手前に引き取り外す。 

W-OIE 

電源ユニットはまっすぐに引き出してください。引き出す途中でななめにしたり、上下ちちに 
力を加えたりすると、電源ユニットと内部の接続コネクタを破損するおそれびあります。 



5. 電源ユニットを交換せず3台の電源ユニットで運用する場合は、「取りがけ」の手順2で取りかした 
ブランクカバーを取り付ける。 

本装置内部の冷却効果を保持ずるためにも電源ユニットを取り付けていないス□ットにはブラ 
ンクカバーを取り付けてください。 

巨. 「取りがけ」の手順3〜6の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後の確認をする。 

•LE12E] 

4 台の電源ユニットで動作していた本装置の電源ユニットを電源 ON のまま交換したときは、電 
源ユニットの POWER ランプが点灯します（運用を停止している間に交換したときは電源コード 

を接続し、電源を ON にすると点灯します）。 




























5.25インチデバイス 

本装置じは、磁気テープドライブなどの SCS 阿応の 5.25 インチバックアップデバイスを取 
りがけるス□、ソトが2つ用意されています。 



搭載デバイスについて 

5.25 インチデバイスには、シングル八イトのデバイスの場合は2台、フル八イトの場合は1 
台のデバイスを搭載することができます。 

- 5.25 インチデバイスの接続は、オプションの SCSI コント□-ラボードを使用してくださ 
い。 

• SCSI ID の設定 

SCSI コント□ーラに添がされている説明書を参照してください。 

- SCSI デバイスの終端設定 

終端設定は「無効」に設定してください。 

I M-O テープデバイスを接続する場台、オプションの SCSI コント□—ラに接続して使用してくだ 
さい。 
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取り付け 

ここでは SCSI デバイスを取りがける手順を併せて説明します。 
1. 110ページを参照して準備をする。 


2 . フ□ントドアを開<。 
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5. 本装置に添付のラッチングレールに個） 
を本装置に添付のネジでデバイスに取り 
付ける。 


ネジは本装置に添付のネジを使用し、 
デバイスに添付のネジは使用しないで 
ください。本装置に添付のネジより長 
いネジや径の異なるネジを使用ずると 
デバイスを破損ずるおそれがありま 
ず。 




ラッチングレールの下側のネジ穴で固 
定してください。 


巨.デバイスにインタフェースケーブルを接 
続する。 

己.2己インチデバイスベイ内(こ固定されて 
いる SCSI ケーブルと電源ケーブルをデバ 
イスに接続します。 


iBi 


電源ケーブルにはコネクタカバーび取 
り付け5れています。デバイスに接続 
した後、カバーは大切に保管しておい 
て < ださい。 


7. デバイスベイ(こデバイスを静かに押し A 
む。押し込んでいく途中で r カチ、ソ」と音 
がして□、ソクされます。 


コネクタのピンび曲がったり、確実に 
接続していなかったりずると、誤動作 
の原因となります。接続の際は已 .2 己イ 
ンチデバイスとケーブルのコネクタを 
見なび5確実に接続してください。 




ケーブルをはさんでいないことを確認 
してください。 


8 . フ□ントドアを閉じる。 

9. SCSI コント□ーラのセットアップをする。 






SCSI コント□ーラボードに添付の説明書を参照してセツトアップをしてください。 


取り外し 

取り外しは、「取りがけ」の逆を行ってください。 
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メモリボードス □、ソ ト#3 
(オプションのメモリボード 
を増設する） 


メモリボードス □、ソ ト#4 
(オプションのメモリボード 
を増設する） 


メモリボードス □、ソ ト#2 
(オプションのメモリボード 
を増設する） 


メモリ ボー ドス □、ソ ト#1 
(標準装備のメモリボードが 
搭載されている） 


メモリボード 

メモリ （ DIMM ) を増設または交換するときにメモリボードを取り外します。本装置は標準で 
1枚のメモリボードを搭載しております。本装置は標準のメモリボードを含め最大4枚まで増 
設可能です。このことにより、システムとして最大 64 G 目のメモリを搭載することが可能と 
なります。 

故障した DIMM やメモリボードを交換する場合、メモリがあらかじめ冗長構成（メモリ RAID ) 
に設定されていれば、メモリボードはホ、ソトスワップ履源 ON の状態での巧撒で交換する 
ことができます。（メモリボードのホットスワップの手順については、この後の DIMM のメモ 
リホットプラグ1機能およびメモリホ、ソトプラグ2機能を参照してください。） 



* メモリボードはス□、ソト#1 一#2 一#3 一#4の順に増設します。 



























































































































































































取り外し 

次の手順に従ってメモリボードを取り外します。 

VI -0 • メモリボードは大変静電気に弱い電子部品でず。本装置の金属フレーム部分などに触れ 
て身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分 
や部品を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に 
関する説明は110ぺージで詳しく説明しています。 

• メモリボードは通電中はとても熱くなりまずので、取りがしの際には電源をオフした 
後、数分待ってか5行ってください。 


1. 110ページを参照して準備をする。 

2 . セキュリティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 

3. ネジ2本を外し、本装置前面のメモリス□ットカバーを取り外す。 
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4. □ックを解除し、イジェクタを開く。 

wO^m 

メモリボードは通電中とても熱くなり 
ます。電源をオフした後数分待ってか 
5引を巧いてください。特にホットプ 
ラグの場合には、□ック解除（メモリ 
ボード POWER ランプび消なずる）によ 
りメモリボードの電源びオフされます 
ので、この状態で数分お待ちくださ 
し、。 




巨. メモリボードをじ(下の条件を満たす場所にていねい(こ置<。 

一ほこりの少ない場所 
一水などの液体がかかるおそれのない場所 
一静電気や磁気が発生するおそれのない場所 


取り付け 

取りがけは r 取り外し」の逆を行ってください。 


























































































DIMM 


DIMMCDual Inline Memory Module ) は、本装置に取りがけられているメモリボード上の 
DIMM ソケットに取りがけます。 

DIMM は2枚単位で DIMM 番号の小さい順に取りがけます。 


メモリはメモリボードあたり最大1 6 GB (4 GBX 4 枚）まで増設できます。 


[ヒント I 



卜 DIMM Group # 1 


DIMM ボードの仕様は、 DIMM ボードに貼ってあるラベルに下記の内容で表示され てし、 
ます。 


(例）400 MHz • Bufferred •1 GB • ロウアドレス14ビッ 
Single Rank の場合 

2-400/ B / 1024/ R 14 C 11 S 


Single Rank 
カラムアドレス11ビッ 
ロウアドレス14ビット 


カラムアドレス11ビット 


容量 

Bufferred/Registered 
周波数 


DIMM ボードに貼ってあるラベルの最後尾に印字されているのび 、 Single Rank と Dual 
Rank を示す記号になります。 " S " は Single Rank で" D " は Dual Rank の意味を持ちま 
す。 

同ーメモリボード内で Single Rank と Dual Rank を混在して実装する場合は、 
DIMMGroup#l く DIMM ス□ット1，2>に^：、ず〇1旧1 Rank の DIMM を実装してくださ 
し、。正しく実装しないとシステムび正常に立ち上びりません。 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


M-O • DIMM は大変静電気に弱い電子部品でず。本装置の金属フレーム部分などに触れて身体 
の静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品 
を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる 
説明は110ぺージで詳しく説明しています。 

• NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM などを 
取り付けると、 DIMM だけでなく本装置び故障するおそれびあります。また、これ5の 
製品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となりまず。 

• インタリーブ装置であるため、グループ単位に2枚の DIMM ボードを増設してくださ 
し、。1つのグループ内に異なった仕様>の DIMM ボードを実装すると動作しません。 

• 増設メモリス□ットには、ブランクカバーび取り付けてあります。メモリボードを増設 
ずる際に取りがしたブランクカバーは大切に保管してください。 

* DIMM ボードの仕様は、 DIMM ボードに貞占ってあるラベルに下記の内容で表示 
されていまず。 

(例） 400 MHz • Bufferred .1 GB . □ウアドレス14ビット-カラムアドレス 

11ビット - Single Rank の場台 


2-400 /B / 1024/ R 1 4 C 1 1 S 



1 . 110ページを参照して準備をする。 

2 . セキュリティキーでフ□ントドアの□ツクを解除して、フ□ントドアを開く。 


3. メモリス□ットカバーを外し、 DIMM を 
取りがけるメモリボードを取りかす （ 123 
ページ参照)。 

•LE12E] 

メモリボードを増設する場合は、ネジ1 
本を外して増設スロットのブランクカ 
バーを取り外します。 



取りがしたブランクカバーは大切に保 
管しておいてください。 



4. DIMM を取り付けるソケットを確認する。 






















































己 DIMM を取り付けるソケット両側にある 
レバーをいっぱいに開き(①）、ソケット 
カバーを取りかす。 


• レバーに過度の力を加えないよラ 
ま意してください。 

• 取りがしたソケットカバーは大切 
に保管しておいてください。 

目. DIMM をソケットにまっすぐ押し} A む 

傲)。 

DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側(こは誤挿入を防止するための切り欠きがあり 
ます。 

DIMM が DIMM ソケットに差し} A まれるとレバーが自動的に閉じます。レバーを内側に押して完全 
(こ閉じてください(③)。 



DIMM は2枚1組で取り付けてください。また同一仕様のメモリセットを使用してください。 
メモリの仕様はメモリに貼付けされているラベルに杉下の内容で表示されています。 

(例） 400 MHz . Bufferred .1 GB . □ウアドレス14ビット.カラムアドレス11ビッ 

卜 - Single Rank の場合 


2-400/ B / 1024 / R 1 4 C 1 1 S 



7. メモリボードを本装置のス□、ソト(こ取り付け直す。 

8 . メモリス□、ソトカバー、フ□ントべゼルを取り付け直す。 

9. 本装置の電源を ON にして POST エラーメ、ソセージが表示されていないことを確認する。 

エラー メッセ ー ジが表示された場合は、メッセ ー ジをメモした後、92ぺ ー ジの エラー メッセ ー ジ 
一覧を参照して<ださい。 

10. SETUP を起動して rAdvancecU-rMemory Configuration」 の順でメニューを選択し、増設した 
DIMM Group のステータス表示が 「Normal」 になっていることを確認する （ 178ぺージ参照）。 

11. 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 (こする。 

A- ドウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは177ページをご覧ください。 

12. Windows Server 2003を使用している場合は、ぺージングファイルサイズを推奨値] U 上(搭載メ 
モリ X1 .日）(こ設定する。 

Windows Server 2003の場合は30ぺージを参照してください。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

M-O プ□セッサボードは大変静電気に弱い電子部品です。本装置の金属フレーム部分などに触れ 
て身体の静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部 
品を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる説 
明は110ぺージで詳しく説明していまず。 

^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッセージを確 
品歹]認して、取り付けている DIMM ソケット（グループ）を確認してください。 


1 . 110ページを参照して準備をする。 

2 . セキュリティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 

3. メモリス□ットカバーを外し、取り外したい DIMM が実装されているメモリボードを取り外す 
(123 ページ参照)。 

• L 励 

DIMM が故障した場合、その DIMM に実装されているメモリボードのエラーランプが点灯しま 
す。 

4. 取り外す DIMM のソケットの両側じあるレバーを左ちにひろげる（①)。 

□ックが解除され D I M M を取り外せます 

(②)。 

DIMM を取りかしたソケット(こソケット 
カバーを取りがける。 


己. メモリボードを取り付ける。 

巨. メモリス□ットカバー、フ□ントべゼルを取り付け直す。 

7. 本装置の電源を ON (こして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、92ページのエラーメッセージ 
一覧を参照して < ださい。 

8 . SETUP を起動して 「Advanced」一「Memory Configuration」一「Memory Retest」 を 「Yes」 にし、 
取り外した DIMM Group のエラー情報をクリアする （178 ページ参照)。 

また、に erver」 一 「Clear FRU LED」 一 「Yes」 で DIMM エラー関連の LED をクリアします。 (191 
ページ参照） 

9. 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 (こする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは177ページをご覧ください。 





















メモリミラー ij ング機能/メモリ R AID 機能 

本装置では、「メモリーミラーリング機能」 r メモリ RAID 機自 g 」 をサポートしています。 
これらの機能を使用する場合には、環境が構築できる構成にて、目 IOS セットアップよリサ 
ポートする機能を選択します。 

• メモリミラーリング機能を有効にする方法 

メモリミラーリング機能とは、1つのメモリボードを予備として待機させることにより、 
運用しているメモリボードで訂正不可能なエラーが発生した場合、待機させているメモ 
リボードに運用を切りかえる機能です。この機能を使用する場合には、運用/待機するメ 
モリボードを組み合わせます。メモリボード1とメモリボード2を実装してミラーリング 
するか、あるいはメモリボードを4枚実装し、メモリボード1と2の組み合わせ、メモリ 
ボード3と4の組み合わせでミラーリングする設をが巧能です。 

メモリミラーリング機能を有効にするためには、組み合わせたをメモリボードを同じ容 
量の DIMM で構成をあわせる必要があります。 


次に取り付け時の組み合わせパターンの例を示します。 



メモリボード 1 

メモリボード 2 

メモリボード 3 

メモリボード 4 

A) 

2G 目 (1G 目 X2 枚） 

2G 目 (1G 目 X2 枚） 

2GB(1GBx2fe) 

2G 目 (1G 目 X2 枚） 

B) 

8G 目に G 目 X4 枚） 

8G 目 (2G 目 X4 枚） 

8G 目に GBX4 枚） 

8G 目 (2G 目 X4 枚） 

C) 

4G 目 (1G 目 X4 枚） 

4G 目 (1G 目 X4 枚） 

- 

- 

D) 

16GB(4GBx4fe) 

16GB(4GBx4fe) 

16 孤 (4 孤 X 4 枚） 

16GB(4GBx4fe) 


• メモリ RAID 機能を有効にする方法 

メモリ RAID 機能とは、4枚のメモリボードの内1枚が故障などの訂正不可能なエラーが 
発生した場合、他のメモリボードに切りかえて運用する機能です。この機能を使用する 
場合じは、4枚のメモリボードが必要です。メモリ RAID 機能を有効にするためには、を 
メモリボードを同じ容量の DIMM であわせる必要があります。 

次に取り付け時の組み合わせパターンの例を示します。 



メモリボード 1 

メモリボード 2 

メモリボード 3 

メモリボード 4 

A) 

2G 目 (1G 目 X2 枚） 

2G 目 (1G 目 X2 枚） 

2GB(1GBx2fe) 

2G 目 (1GBX2 枚） 

B) 

8G 目 (2G 目 X4 枚） 

8G 目 (2G 目 X4 枚） 

8GB に GBX4 枚） 

8GB(2GBX4 枚） 

C) 

4G 目 (1G 目 X4 枚） 

4G 目 (1G 目 X4 枚） 

4G 目 (1G 目 X4 枚） 

4G 目 (1G 目 X4 枚） 

D) 

16GB(4GBx4fe) 

16GB(4GBX^) 

16GB(4GBX^) 

16GB(4GBx4fe) 


• BIOS の設定 

SETUP を起動して rAdvanced 」一 「Memory ConfigurationJ—fMemory RAS Feature 」 
の設定をじ(下のように変更します。 

-メモリミラーリング機能を有効じする場合： 「 Mirror 」 を選択します。 

-メモリ RAID 機能を有効にする場合： 「 Raid 」 を選択します。 
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参その他 


- 0 S において表示されるメモリ容量は、物理的に搭載されているすべてのメモリ容量 
から待機しているメモリ容量を差し引いたサイズとなります。（メモリミラーリング 
機能の場合は実メモリの半分。メモリ RAID 機能の場合は実メモリの3/4の容量。） 

-メモリミラーリング機能またはメモリ RAID 機能が有効となっていてもアプリケー 
シヨンの動作には影響ありません。 

ーディスプレイにじ(下のエラーメッセージが表示された場合は、メモリミラーリング 
機能は自動的に無効となります。 


8 zOi Mirroring Memory was not ready . 


DIMM の実装状態を磕認して正しく実装してください。 

-ディスプレイにじ(下のエラーメッセージが表示された場合は、メモリ RAID 機能は自 
動的に無効となります。 


8202 Memory RAID was not ready . 


DIMM の実装状態を磕認して正しく実装してください。 

実際にメモリミラーリング機能またはメモリ RAID 機能が動作した場合、下の動作-表示 
により磕認ができます。 

a ) 本装置前面のメモリボードの Redundancy ランプが緑色に点灯します。 

b ) 再起動時において、エラーした DIMM グループは縮退されます。 

C ) ESMPRO/ServerAgent がインス I — ルされている場合はイベントビューアのシステム 
□グじじ(下の□グが登録されます。 

ソースさ )： ESMCommonService 
イベントに： 2313 

説明： メモリ障害じより DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号： XX 
日時： XX 

d ) ESMPRO/ServerAgent にて通報設定がされている場合は Manager 通報/ ALIVE 通報が 
行われます。通報内容はじ(下のとおりです。 

説明： メモリ障害じより DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号： XX 
日時： XX 
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メモリホットプラグ機能1 (Hot Replace ) 

メモリミラーリング構成およびメモリ RAID 構成のように冗長構成になっていれば、オペレー 
ティングシステムが動作中でもメモリボードを取り外すことができます。 


1. 110ページを参照して準備をする。 

2 . セキュリティキーでフ□ントドアの□ツクを解除して、フ□ントドアを開く。 


3. ネジ2本をかし、本装置前面のメモリス 
□、ソ トカバーを取りかす。 



4. 取りかしたいメモリボードの Attention ス 
イッチを押す。 

そのメモリボードの POWER ランプと 
Redundancy ランプが消灯します。 
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己. メモリボード P 0 W E R ランプと 
Redundancy ランプが消のしてか6 メモ 
リボードを取り外す。 

メモリボードは通電中とても熱くなり 
ます。電源をオフした後数分待ってか 
5引を巧いてください。特にホットプ 
ラグの場合には、□ック解除（メモリ 
ボード POWER ランプび消なずる）によ 
りメモリボードの電源びオフされます 
ので、このが態で数分お待ちくださ 
し、。 


目. イジェクタを持ち、本装置か6メモリ 
ボードを引き抜く。 


再び冗長構成(こする(こは、メモリボード 
を冗長巧能な構成で、取り外しの逆の手 
順で実装し、メモリボード Attention ス 
イッチを押すとメモリボード POWER ラ 
ンプが点滅し、しば6<すると点灯に変 
わります。また、メモリボード 
Redundancy ランプも点のします。 

w-Oi^ 

再度冗長構成にする場合は、必ず冗長 

可能な構成にして挿してください。 





7 .取り外しと逆の手順でメモリボードを取り付けます。 
上でメモリボードの Hot Replace は完了します。 


132 


































































































































メモリホットプラグ機能 2 (Hot Add メモリ機齡 

Windows Server 2003 Enterprise Edition または Windows Server 200 3 R2 Enterprise 
Edition において、 H 饥 -Add メモリ機能を使用することができます。システムをシャットダウ 
ンすることなく、物理メモリを追力□することができます。 

Hot-Add メモリ機能を使用する際は、下記の BIOS 設をが必要です。 

♦ BIOS の設定 

SETUP を起動して 「Advanced」一「Memory ConfigurationJ—fMemory RAS Feature」 
の設定をじ(下ように変更します。 

— Normal Mode での Hot-Add メモリ機能： 「Normal」 に設走!する。 

- Mirror Mode での Hot-Add メモリ機能： 「Mirror」 に設をする。 

w-oira 

「 Mirror 」 に設定する場台は、既にメモリボード1とメモリボード2でメモリミラー構成を構築 
してある必要びありまず。 

この場合、メモリホットプラグはメモリボード3とメモリボード4に対して行いまず。（メモリ 
ボード3とメモリボード4の各組み合わせもメモリミラーリング機能びできるように構成する必 
要びりまず） 

また、 「 Advanced 」一 「Memory Confi 呂 uration 」一「 Hot-add Memory Support 」 を 
「 Enable 」 に設定ずる必要びあります。 

♦ Normal Mode での Hot-Add メモリ機能 

標準構成のメモリボード1が実装された状態で、オペレーティングシステムを起動した場 
合、 DIMM が実装されたメモリボードを、メモリボード2、3、4に追力□することで、物理 
メモリを増やすことができます。 メモリボードを取りがける手順については、メモ 

リホットプラグ機能1で説明した手順を参照してください。 

例えば、メモリボード2のス□、ソトにメモリボード挿入し、そのボードの Attentiori ス 
イッチを押すと、 POWER ランプが点滅し、メモリの初期化処理が開始されます。 
POWER ランプが点滅から点灯に変わると、オペレーティングシステムに対してメモリが 
追力□されたことが通知されます。 

オペレーティングシステム上で処理が行われ、しばらくするとタスクマネージャのパ 
フォーマンス表示等で物理メモリが追力□されたことが磕認できます。同様の手順で、メ 
モリボード3、4とさらにメモリボードを追力□することができます。 

♦ Mirror Mode での Hot-Add メモリ機能 

メモリボード1、2でメモリミラー機能が使用できる構成で、メモリボード3とメモリ 
ボード4を追力□します。メモリボード3、4もメモリミラー機能が使用できる構成にする 
必要があります。メモリボードを取りがける手順については、メモリホットプラグ機能 
1で説明した手順を参照してください。 

Normal Mode との違いは、メモリボード3のみにメモリボードを追力□しただけでは、変 
化はありません。さらにメモリボード4を追力□されたことじよリメモリミラー構成が構成 
され、初めてオペレーティングシステムに対し通®が行われます。 Normal Mode と同様 
にオペレーティングシステム上で処理が行われ、しばらくするとタスクマネージャの 
パフォーマンス表示等で物理メモリが追力□されたことが磕認できます。 

メモリミラー構成のため、追力□した物理メモリの容量の半分の容量が追力□されたことが 
磕認できます。メモリミラー構成であれば、 Hot-Add メモリ機能で追力□したメモリボー 
ドも Hot Replace が可能になります。 
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メモリ機能メモリを HotAdd した場合の ESMPRO 画面への反映について 

Hot - Add 機能を使用して動的にメモリボードを追力□した場合、 ESMPRO / 
ServerManager の デー タビュ ーアで[八ー ドウ エア] -[メモリバンク]-[X]メモリバン 
クの[モジュールサイズ]にて、構成変更後のメモリサイズは反映されませんが、ご使用 
上は問題ありません。 

(《Xは動的に抜き差ししたメモリバンクの番号になります。） 

システム再起動後、メモリサイズは正しく反映されます。 



プ□セツヴボード 

プ□セ、ソサを増設または交換するときにプ□セ、ソサボードを取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってプ□セ、ソサボードを取り外します。 

1-0 プ□セッサボードは大変静電気に弱い電子部品です。本装置の金属フレーム部分などに触れ 
て身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部 
品を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は110ぺージで詳しく説明しています。 

1 . 110ページを参照して準備をする。 

2 . セキュリティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 

3. メモリボードカバーを取り外す。 


4. ネジを2本をかして、プ□セ、ソサボード 
カバーを取りかす。 



己.イジェクタ固定用のネジ2本を外す。 
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7. プ□セ、ソサボードをしっかりと持って本 
装置か6引き抜<。 


W-OIE 

プ□セッサボードの重量は最大約 7 K 呂ぁります。取り付け取りがしの際には、落としてけがを 
しないようごま意ください。 

8. プ□セ、ソサボードを iU 下の条件を満たす場所にていねい(こ置<。 

一ほこりの少ない場所 
一水などの液体がかかるおそれのない場所 
一静電気や磁気が発生するおそれのない場所 



取り付け 

取り付けは r 取り外し」の逆を行ってください。 











































































プ□セツヴ 


プ□セ、ソサボードには、プ□セ、ソサと、それに対応する VRM をそれぞれ4つ搭載することが 
できるソケットがあります(標準で1つ搭載)。 


プ□セ、ソサ VRM #1 


プ□セ、ソサ VRM #2 


プ□セ、ソサ#1 



プ□セ、ソサ VRM #3 


プ□セ、ソサ VRM #4 


プ□セ、ソサ#3 


プ□セ、ソサ#2 


プ□セ、ソサ#4 


一 増設できるプ□セ、ソサの種類はモデル(こより異なります。必ずをモデルに対応した型番のプ 
云巧]□セ、ソサを取り付けてください。 

本装置がN81 00- 1223の場合N8101 -304A 増設 CPU ボードを、本装置がN81 00- 1224の 
場合N8101 -30 日 A 増設 CPU ボードを、本装置がN81 00- 122日の場合N8 101-341 増設 CPU 
ボードを、 N 8100 -1277 の場合 N 8101 -356 を、 N 8100 -1278 の場合 N 8101 -357 を使用し 
ます。 


■L 

rETFI 


オプションのプロセッサの中には 
異なるレビジョン（ステッピング） 
のものが含まれている場合があり 
ます。異なるレビジョンのプロ 
セッサを混をして取り付けた場 
合、 Windows ではイベントビユー 
アの システム ログに必下のような 
ログが表示されますが、動作には 
問題ありません。 


ィぺシト I 

日な： 2001/07/02 ソース Application Popup 

B 寺刻： 22:13 知親 ねし 

種規 ’博郎 イぺントの： 41 

ユーザー (ぶ：曲田 
工/ピュー々に )： SERVEFH 

説嗎： 


过ぶ] 


电1 


このマルチプ化ツサシステムの CPU は、一部び同じリピヴヨシレベルではありません。すぺ 
てのプ□た、ツサをほ用するた胁ゴパトティンヴシステムをシステムで巧能な最小のプロ 
セッサ(こ制限します。このシステムで問題びををする巧合は、 CPU 梨适元に巧い合わせて 
この混含ブ□むツサびサポートされているかどうかをお記してください。 


デ-夕の： (7 バイト旧） 广 ワード < W ) 


0000： 

00 

00 

00 

00 

01 

00 

d 4 

00 

.0. 


0008: 

00 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

.8 

0010: 

02 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 



0018: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 



0020: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 













こ] 
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取り付け 

次の手順に従ってプ□セ、ソサを取り付けます。 


n-O • プ□セッサは大変静電気に弱い電子部品です。本装置の金属フレーム部分などに触れて 
身体の静電気を逃がしてか5プ□セッサを取り扱ってください。また、プ□セッサのピ 
ンを素手で触ったり、プ□セッサを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に 
関ずる説明は110ページで詳しく説明していまず。 

• 1個のプ□セッサで運用ずる場合は、前ぺージの図のプ□セッサ#1に取り付けていな 
ければいけません。 

• プ□セッサの増設は前ぺージの図のとおりプ□セッサ#1，#2，#3，#4の順に行います。 

• プ□セッサび取り付け5れていないス□ットには、ダミーカバーび取り付け5れていま 
す。これ5は適切なエアフ□一を確保し、プ□セッサの冷却効果を高めたり、防塵のた 
めに必要な部材です。プ□セッサを増設しない場合は、必ずダミーカバーを取り付けて 
<ださい。 

1 . 110ページを参照して準備をする。 

2 . セキュリティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 

3. メモリス □、ソ トカバーを取りかす。 

4. プ□セ、ソサス□ットカバーを取り外す。 

己. プ□セ、ソサボードを取り外す。 

巨. プ□セ、ソサを取り付けるソケットの位置 
を確認し、ネジ2本をかしてソケットか 
6ダミーカバーを取り外す。 



7. 

8 . 


ソケットの表面(こ貼つてある保護カバーを取り外す。 
ソケットのレバーを持ち上げる。 
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9. プ□セ、ソサをソケットの上にていねいに 
ゆっくりと置く。 


プ□セ、ソサの向きにミ主意してくださ 
い。プ□セ、ソサとソケットは誤挿入を 
防止するためにピンマークがありま 
す。プ□セ、ソサとソケット側のピン 
マークを確認して正しく取り付けてく 
ださい。 


10. プ□セ、ソサを軽くソケットに押しつけて 
か6レバーを倒して固定する。 








11. ヒートシンクをプ□セ、ソサの上(こ静かに 
置<。 


•L 励 


ヒートシンクの向きは、前後の区別は 
ありません。 
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12 . ヒートシンクに付いているネジ 4 か所を 
締め、ヒートシンクを固定する。 



13. ヒートシンクがプ□セツサボードと水平(こ取り付け6れていることを確認する。 



斜めに傾いているときは、し>つたんヒートシンクを取りがし、プ□セツサの取り付け状態を確 
認してください。 


14. 取り付けたプ□セ、ソサ(こ対応した VRM ソ 
ケットの両側(こあるレバーをいっぱい(こ 
開<。 


15. VRM をソケットにまっすぐ押しジ^む。 

VRM がソケットに差し} A まれるとレバー 
が自動的 (こ閉じます。 レバーを内側(こ押 
して完全(こ開じてください。 

VRM の向きにミ主意してください。 
VRM の端す側には誤挿人を防止するた 
めの切り欠きがあります。 



16. プ□セツサボード、プ□セ、ソサス□ットカバー、メモリス□、ソトカバーを取りがけ直す。 



17. 目10 S セットアップユーティリティを起動して 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration 
Da ね」を 「Yes」 (こする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは177ページをご覧ください。 

18. Windows Server 2003で1プ□セ、ソサ構成の本装置にプ□セ、ソサを増設し、2つ上のプ□セッ 
サで運用する場合は]:>(下の手順を行う。 

デバイスマネージャの r コンピュータ」のドライバが 「ACPI シングルプ□セ、ソサ PC」 になっている 
場合は 「ACPI マルチプ□セ、ソサ PC」 (こ変更し、メッセージ(こ従って再起動後、システムのアップ 
デート（日1ページ)を行います。 


140 










































取り外し 


プ□セ、ソサを取り外すときは、「取りがけ」の手順1〜5を参照して取り外しの準備をした後、 
手順15〜6の逆の手順を行ってください。 

M-O • プ□セッサを故障 m がで取りがさないでください。 

• プ□セッサび取り付け5れていないス□ットには、ダミーカバーび取り付け5れていま 
ず。ダミーカバーはプ□セッサの冷却効果を高めるための適切なエアフ□一を起こずた 
めに必要な部材でず。プ□セッサを増設しない場合は、必ず夕’ミーカバーを取り付けて 
<ださい。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底面にあるクールシートびプ□セッサに粘着してし、 
る場合がありまず。ヒートシンクを取り外す際は、ちちに軽く回して、ヒートシンクび 
プ□セッサか5離れたことを確認してか5行ってください。プ□セッサに粘着したまま 
ヒートシンクを取りがすとプ□セッヴやソケットを破損するおそれびあります。 

プ□セ、ソサの取り外し（または交換)後に次の手順を行ってください。 

1. BIOS セットアップを起動して下記の設定をした後、再起動する。 

取り外したプ□セ、ソサのエラー情報をクリアするとともに八ードウェアの構成情報を更新するた 
めです。 

「Main」一「Processor Settings J - [Processor Retest」一rYes」（17 日ぺージ参照） 

「Advanced」一「Reset Configuration Da ね」一 「YesJd W ぺージ参照） 

に erverJ-rClear FRU LED」一rYes」（191 ぺージ参照） 
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リアアクセスカバー 

PCI ボードの取り付け/取り外しや、故障した FAN の交換、内部の SCSI ケーブルの接続を変 
要する場合は、本装置背面側にあるリアアクセスカバーを取り外します。 



A ミ主意 


/%\ A \ 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示 
を守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありま 
す。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 電源を ON にしたままリアアクセスカバーを取りがさない 

( PCI ホットプラグやフアンをホットスワップする場台を除く） 



取り付け 


リアアクセスカバーを取りがける前に、本装置内部に工具やネジなどを置き忘れていないこ 
とや、本装置内部の部品が磕実に固をされていること、取り付け忘れの部品がないことなど 
をる在認してください。 


1. リアアクセスカバーのタブが本装置フレームにあるス □、ソ トに合うように位置を合わせて置く。 


2 . 


3. 


軽く本装置(こ押しつけなが6、リアアク 
セスカバーを本装置前面(こスライドさせ 

る0 


本装置背面側にあるリアアクセスカバー 
のネジ2本でカバーを固定する。 


ネジ 
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PCI ス□ットアクセスカバー 

ホ、ソト スワップホ 対応の PCI ス □、ソトへの取り付け/取り外しをする場合は、本装置内部に 
ある PCI アクセス カバーを取り外します。ホ、 ソ ト スワップ 対応の PCI ス□、ソ トへの取りがけ/ 
取り外しの際には取り外す必要はありません。 

取り外し 

1. 110ページを参照して準備をする。 

2. リアアクセスカバーを取り外す （ 142ページ参照）。 

3. PCI アクセスカバーを固定しているネジ1本をゆるめる。 

4. ゆるめたネジ側を持って、本装置か6ゆっくりとていねい(こ取り化す。 



取り付け 

次の手順で取り付けます。 

1 . PCI アクセスカバーのネジが本装置前面側に向くようじして持つ。 

2. PCI アクセスカバーの本装置背面側にあるタブを本装置のス□、ソトに差し込む。 

3. ゆっくりとていねい(こ本装置を置き、ネジ1本で本装置を固定する。 
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PCI ボード 


本装置には、 PCI ボードを取り付けることのできるス□ットを6ス□、ソト、 PCI Express ボー 
ドを取り付けることのできるス□、ソトを3ス□、ソト用意しています。 

PCI ボードの中には、本装置の電源が ON のままで取り付け/取り外しができる r ホ、ソトプラ 
グ」をサポートしているものがあります。本装置はホ、ソトプラグ機能をサポートしています 
が、 Windows Server 2003を使用している場合のみ行えます。ホットプラグに対応してい 
るボードは N 8104 -86 100 BASE-TX 接続ボード、 N 8104-111100 BASE-TX 接続ボード 
のみです。 

M-O PCI ボードは大変静電気に弱い電子部品です。本装置の金属フレーム部分などに触れて身体 
の静電気を逃がしてか 5 PCI ボードを取り扱ってください。また、 PCI ボードの端子部分や 
部品を素手で触ったり、 PCI ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関 
する説明は110ぺージで詳しく説明しています。 

ー ホ、ソトプラグに対応したス□、ソトと対応していないス□、ソトはタブで色分けされています。 
云巧]ホ、ソトプラグに対応する PCI Express ス□、ソト#4〜#日および PCI ス□、ソト#6〜#9のタブは 
緑色です。ホ、ソトプラグ(こ対応していなし中 CU □、ソト#1〜#2および PCI Express ス□、ソ 
卜#3のタブは青色です。 

PCI Express ボードには、乂1，乂4ゾ8，乂16のボードがあリます。 本装置のス □ット (こは、 

X 1 ，x4，x8 のそれぞれのボードを取り付けることができます。 



PCI #6、 #7、#8、#9 (64 -bit - 
100 MHz 、3.3 V PCI - X ) 


PCI #3 (PCI Express ( x 4)) 
PCI #4、#5 (PCI Express ( x 8)) 


PCI #1 、 #2 (32 -bit - 33 MHz 、5 V PCI ) 























































PCI ボードじは、 5 V PCI ボード、 3.3 V PCI ボード、 ユニバーサル PCI ボードがあります。 
5 V PCI ボードは 5 V PCI ス□ットに、 3.3 V PCI ボードは、 3.3 V PCI ス□ットにのみ取りが 
けることができます。 ユニバーサル PCI ボードはどの PCI ス□、ソ トにも取りがけることがで 
きます。 


3.3V PCI ボード 

PCI Express ボードには、 x 1， x 4， x 8， x 16 のボードがあります。本装置では PCI Express x 4 
および x 8 をサポートしております 。 PCI Express x 8 のボードは PCI Express x 8 ス□ットの 
みに取り付けることができます 。 PCI Express x 4 のボードは PCI Express x 4 のス□ットお 
よび 、 PCI Express x 8 のス□、ソトに取り付けることができます。 



PCI Express ボード (x4) PCI Express ボード (x8) 


ディスクアレイコント□ーラに関する注意事項 

標準装備のディスクアレイコント□-ラ（オンボード RAID 機能）または、オプションのディ 

スクアレイコント□ーラを使用して、本装置の八ードディスクドライブをディスクアレイに 

構築する上でを意していただきたい点について説明します。 

♦ ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、八ードディスクドライ 
ブを初期化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブに大切な 
データがある場合は、バックアップを別の八ードディスクドライブにとってからボード 
の取りがけやディスクアレイの構築を行ってください。 

♦ディスクアレイを構築するには2台じ(上の八ードディスクドライブが必要です。 

♦ ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブはパックごとにディスク回転速 
度と容量が同じ八ードディスクドライブを使用してください。 

♦ オプションのディスクアレイコント□ーラを取り付けられるス□、ソトについては147 
ページを参照してください。 

♦ オプションのディスクアレイコント□ーラは本装置内部に最大3枚まで取りがけることが 
できます。 

• 本装置はさまざまな RAID (Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) レ 
ベルを設定することができます。設定できる RAID やデータ転送速度、アレイ構成につい 
ての詳細な説明は、このあとで説明する r ディスクアレイコンフィグレーション」を参照 
してください。また、オプションのディスクアレイコント□ーラについてはボードに添 
付の説明書を参照して<ださい。 


_rn_n _ rL_r 

ユニバーサル PCI ボード 



5V PCI ボード 
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ディスクアレイを構成すると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構ぶする八ードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さ<なり 
ます （ RAID 1、5の場合)。 

巨 IOS ユーティリティ！" SETUP 」 の 「 Advanced 」 メニューの 「PCI Configuration 」 で取りが 
けたス□、ソト番号のパラメータの 「Option ROM Scan 」 を 「 Disabled 」 にしてください(本 
設定は止!荷時に 「 Enabled 」 じ設定されています ）。 Embedded SAS の Option ROM scan 
は 「 Disable 」 しないでください。 

アレイ環境設をにおいてパックおよび□ジカルドライブを構成する八ードディスクドラ 
イブの総物理容量は 2 TB (テラバイト)を超えることはできません。 


上の□ジカルドライブに Linux をインストールすることはできません。 
オプションのディスクアレイコント□ーラボードを交換する場合 
ディスクアレイの構成情報（コンフィグレーション情報）をフ□、ソピーディスクにバック 
アップして巧換後のディスクアレイコント□ーラにリストアしてください。 

詳しくは、ディスクアレイコント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

複数のディスクアレイコント□ーラボードを搭載する場合、ブートさせたいシステム 
ディスクが接続されるディスクアレイコント□ーラボードは PCI ス□、ソト番号でブート優 
先順位が一番高いス□ットに搭載してください。 

ブート優先順位 ： PCI #3 一 PCI #4 一 PCI #5 一 PCI #8 一 PCI #9 一 PCI #6 一 PCI #7 
一 PCI #1 一 PCI #2 

例えば、3枚のディスクアレイコント□-ラボードを PCI ス□、ソト#7〜#9じ搭載した場 
合、システムディスクは PCI ス□、ソト#8に搭載したボードに接続します。 

オン ボー ド RAID(MegaRAID ROMB ) の構成情報（コンフィ グレーショ ン情報）は、 
EXPRESS 目 UILDER のツールメニューを使用して情報をフ□、ソピーディスクに保存また 
は、フ□、ソピーディスクから復元することができます。 



搭載可能ス□ット 


〇:搭載可能一:搭載不可 




PCI 

PCI Express 

PCI-X 




#1 


#2 

#3 

#4 

冉已 

#6 

#7 

#8 

#9 



製品名 

バス A 

バス B 

バス C 

バス D 

バス E 

バス F 


型名 


32-bit/ 

33MHz 

x4 

レーン 

x8 レーン 

64-bit/lOOMHz 

備考 


ス□ットサイズ 

Full-height 



PCI ボードタイプ 


已 V 1 

x8 ソケット 


3.3V 




搭載可能なボードサイズ 

□ング/ショート 



ホットプラグ 

未タオ応 

対応 


N 8103 -75*2 

SCSI コント□-ラ 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大6枚まで 

N 8103 -95*2 

SCSI コント□ーラ 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大6枚まで 

N 8190 -126 

SCSI コント□ーラ 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大2枚まで 

N 8103 -81 

ディスクアレイコント□-ラ 

(64 bit /66 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大3枚まで 
ただし、 N 8103- 
90との合計が3枚 

U 下であること 

N 8103 -90 

ディスクアレイコント□-ラ 
(外付 SAS HDD 用） 

( X 8 /PCI Express ) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

最大2枚まで 
ただし、 N 8103- 
81との合計が3枚 

U 下であること 

N 8190 -120 

Fibre Channe ロント□—ラ 
(2 Gbps /0 ptical ) 

(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで 

N 8190 -127 

Fibre Channe ロン h □—ラ 
(4 Gbps /0 ptical ) 

( x 4 /PCI Express ) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

最大3枚まで 

N 8104-101 

高速回線ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで 

N 8104 -102 

高速多回線ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで 

N 8104 -114 

1000 BASE-T 接続ボード (1 ch ) 
( x 1 /PCI Express ) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

最大3枚まで 

N 8104 -120 

1000 BASE-T 接続ボード (2 ch ) 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCI-X バス当たり 
最大1枚まで 

N 8104 -121 

1000 BASE-T 接続ボード (2 ch ) 
( x 4 /PCI Express ) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

最大2枚まで 

N 8104 -119 

1000 BASE-T 接続ボード 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCI-X バス当たり 
最大1枚まで 

N 8104 -86 

100 BASE-TX 接続ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大2枚まで 

N 8104-111 

1000 BASE-TX 接続ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで 

N 8104 -112 

1000 BASE-SX 接続ボード 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCI-X バス当たり 
最大1枚まで 

N 8104 -94*1 

4 回線音声- FAX 処理ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

最大5枚まで 

N 8104 -95*1 

4 回線対応音声処理ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

最大5枚まで 

N 8104 -96*1 

12回線対応音声処理ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

最大5枚まで 


* 同ーバスに異なる周波数のカードを実装した場合は低い方の周波数で動作しまず。 

*1 5枚]:上実装する場合 （4 枚 U 内の場合でも隣り合うス□ット U 外に実装の場合）は CT バス接続ケーブル [ K 410-109(00)] が必須。 
(ボード内部のケーブル長は4ス□、ソト分） 

*2 内蔵デバイスじ接続ずる N 8103 -75/8103-95 SCSI コント□-ラは、ド(：1スロ、ソト#1，松(32加)、 #6，#7( PCI - X ) への接続不可。 


システム BIOS は下記の順番で PCI スロットの初期化を行います。ただし、搭載する PCI 力一 
它37^ ドの種類や枚数などによって入れ替わる場合もあります。 

PCI #3 一 PCI #4 一 PCI #5 一 PCI #8 一 PCI #9 一 PCI #6 一 PCI #7 一標準 RAID コントロ-ラー 
PCI #1 一 PCI #2 
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標準ネットワークについて 


標準ネットワーク(オンボード同±)で AFT/ALB の Teaming を組むことが巧能です。しかし 
ながら、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT/AL 目の Teaming を組むこ 
とは不可能です。 

標準ネットワーク同±で Teaming を構築している場合、 Windows 起動時に下のシステム 
イベント□グが表示されますが、問題なく使用できます。 

〈警告メッセージ〉 

ソース ： iANSMiniport 
イベント ID :11/13/16/22 

イベント□グ上、標準ネットワークの 2 番目のポートが "Intel(R) PRO/1000MT Dual Port 
Network Connectio ..."と表示されますが故障ではありません。 


ホットプラグに巧応していない PCI ボード 

ホ、ソトプラグに対応していないボードの取りがけ-取り外し手順を示します。 


取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトじ接続するボードの取りがけを行います。 

M-O • PCI ボードス□ット#6〜#9には 3.3 V PCI ボード、および ユニ パ’ーサル PCI ボードを 
取り付けることびできます。 

• PCI ボードス□ット#1〜#2には已 V PCI ボード、およびユニ八’ーサル PCI ボードを取 
り付けることびできます。 

一 • PCI ボードを取りがけるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス□ットのコネク 
[f 品歹] 夕形状が合っていることを確認してください。 

• PCI ス□、ソトの間には r インシュレータ」が取り付け6れています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取りかしの際(こボードや搭載済みのボードを保護するためのもので 
す。取りがけ/取りかしの後(こインシュレータを正しく取り付け6れていること、およ 
び正しく固定されていることを確認してください。 

1 . 110ページを参照して準備をする。 

ホットプラグに対応していないボードはシステムの電源を OFF にして取り付けてください。電 
源び ON のまま取り付けると、本装置および取り付けたボードび破損ずるおそれびあります。 

2. リアアクセスカバーを取り外す （ 142ページ参照）。 

3. ボードを取り付けるス□、ソトを確認する。 













4. 取り付けるス□ットと同じ位置にある増 
設ス □、ソ ト カバーの 先端にあるタブを押 
して□ックを解除し、タブを開く。 

wO^m 

タブを開く際は、閉じた位置か 590 度 
ly 上開かないでください。無理に開く 
とタブを破損ずるおそれびあります。 


曰.増設ス□ットカバーを取りかす。 


VI-OI 


取りがした増設ス□ットカバーは、大 
切に保管しておいてください。 


巨. ガイドレールの溝にボードを合わせて 
ゆっくり本装置内へ差し} A む。 
















ボードの接続部分がス□、ソト(こ確実に接続するようしっかりとボードを押し込む。 



うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直してく 
ださい。ボードに過度の力を加えるとボードを破損ずるおそれびありますのでま意してくださ 
い。 

I チェック I 

• □ングボードを取り付けた際は、ガイドレール上部の□ックでボードを固定してください。 



• PCI ス□ットの間には r インシュレータ」が取り付け6れています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取りがけ/取りかしの後(こインシュレータを正しく取り付け6れていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 


8 . タブをゆっくりと閉じてボードを固定す 
る。 

タブが確実に□ックされていないと PCI 
ボードがぐ6つき、 PCI ボードおよび1/ 
0ボードの故障の原因となります。確 
実(こ□ックされていることを確認して 
ください。 



9. 取り外した部品を取り付ける。 

10. 本装置の電源を ON (こして POST の画面でボード(こ関するエラーメッセージが表示されていないこ 
とを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細(こついては92ページを参照してください。 

11. 目10 S セツトアップユーティリテイを起動して 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration 
Data」 を 「Yes」 にする。 


八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは177ページをご覧ください。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取りがけの逆の手順を行って<ださい。 



















ホットプラグに巧応している PCI ボードの取り付け-取り外し 

本装置の PCI ス□、ソト#6〜#9では、システムの電源が ON のままでホ、ソトプラグに対応した 
PCI ボード*を交換したり、新しく追力□したりすることができます。 

• ホ、ソトプラグ(こ対応しているボードは N 8104 -86/1 11100 BASE-TX 接続ボードのみです。 

PCI ホットプラグには、次の機能があります。 

• Hot Add: システムの電源が ON の状態でホ、ソトプラグ対応の PCI ボードの取り付 

けをする。 

• Hot Remove: システムの電源が ON の状態でホ、ソトプラグ対応の PCI ボードの取り外 

しをする。 

• Hot Replace: システムの電源が ON の状態でホ、ソトプラグ対応の PCI ボードの交換を 

する。 

n-O • PCI ボードを取り外 r 勵ま、必ず OS(WindowsServer 200 3) か 5 PCI ボードを搭 
載しているス□ットのドライバを停止させなければいけません。この操作をしないとシ 
ステムび動作しなくなることがありまず。 

• Windows Server 2003の場合、 PCI ホットプラグを行った後に休止状態の機能は使 
用しないでください。休止が態か5再開させる場合に元の状態へ戻5なくなります。 

• PCI ホットプラグを行う場台は、あ5かじめ BIOS セットアップユーティリティで下 
の設定にしておく必要びありまず。 

「 Advanced」-*TPCI Confi 呂 uration 」-* THot - plu 呂 PCI ControlJ-^[Reserving 
memory space for PHP 」- ►搭載するボードに割り当てるメモリスぺースの割合 * i 

*1 システムのメモリ容量は、実際に搭載しているメモリ容量よりも少なくなります。 

• PCI ホットプラグを行う場合は、^ f 、ず Administ ^ ato ^の権限を持つユーザーで日グイ 
ンして < ださい。 

• Hot Add ずる場合、 PCU □ット#目、杜7または#8、#9単位であ5かじめ設定されて 
し、るク□ックスピードによって Hot Add できるボードび異なります。異なるク□ック 
で動作ずる PCI ボードを Hot Add すると、 PCU □ット Fault ランプび点なし、ホット 
プラグび正常に行えません。ただし、システムを再起動することにより BIOS び設定値 
を無視して自動的に最適な設定で動作ずるよう機能します。 


八—ドウ H ア編 


151 





Hot Add できる PCI ボードの条件 


1) 同じバス内に PCI ボードが取り付け5れていない場合 

「搭載可能ス□、ソト」 （147 ページ)を参照して、 PCI カードを Hot Add してください。 

2) 同じバス内に PCI ボードが取り付け5れている場合 

同ーク□ックで動作する PCI ボードを Hot Add してください。 

• ステータス ランプの確認 

ホ、ソトプラグによるボードの取り付け/取り外しをする場合は、本装置背面にある2つの 
ランプを参照してください（ランプは本装置内部からも磕認することができます）。 

— PCI ス□、ソト Power ランプ 

そのス□、ソトおよびス□、ソトじ取りがけられている PCI ボードに電力が供給されてい 
ることを示すランプです。本装置の電源が ON の状態で、ボードが実装されている 
間、緑色じ点なします。 

- PCI ス□、ソト Fault ランプ 

PCI ボードや PCI ボードを取りがけたス□、ソトに異常が起きるとアンバー色に点灯し 
ます 。 Hot Remove や Hot Replace の際に Windows Server 2003からドライバを停 
止させると点滅します。 





















































































• Hot Add 


Hot Add は次の手順で行います。 

1 . 電源が ON の状態のまま本装置をリアアクセスカバーを取り外す （ 142ページ参照)。 

2 . ボードを取り付けるス□、ソトを確認する。 


ボードを取り付けるス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが点灯していないことを確認してくだ 
さい。 


3. 取り付けるス□ットと同じ位置にある増 
設ス □、ソ トカバーの先端にあるタブを押 
して□ックを解除し、タブを開く。 


タブを開く際は、閉じた位置か590度 
ly 上開かないでください。無理に開く 
とタブを破損するおそれびあります。 



4. 増設ス□ットカバーを取り外す。 

w-OiE 

取りがした増設ス□ットカバーは、大 
切に保管しておいてください。 


己. PCI ボードをゆっくり本装置内へ差し 3A 
む。 
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目. ボードの接続部分がス□、ソト(こ確実に接続するようしっかりとボードを押し込む。 

w-oira 

うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直してく 
ださい。ボードに過度の力を加えるとボードを破損ずるおそれびありますのでま意してくださ 
し、。 


I チェック I 

• □ングボードを取り付けた際は、ガイドレール上部の□ックでボードを固定してください。 



• PCI ス□ットの間には r インシュレータ」が取り付け6れています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取りかしの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取り付け/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付け6れていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 


7. PCI ボードを手でしっかりと支えなが6ボードにケーブルを接続する。 

8 . タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 


9. 取り付けた PCI ボードのス□ットにある 
PCI ホ、ソトプラグスイ、ソチを押す。 

PCI ス□、ソト Power ランプが1度点滅した 
後、点なします。 

•LE12E] 

Windows Server 2003の場合、 OS に 
よって自動的にボードが認識されドラ 
イバがインストールされます。 



PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□、ソトに異常があると PCU □、ソト Fault ランプがアン 
バー色に点灯します (78 ページ参照)。 

10. リアアクセスカバーを取りがけ、本装置をラックへ戻す。 


154 






















11.]：_； 下の手順で取り付けた PCI ボードが正常に認識され、動作していることを確認する。 

① [コント□-ルパネル]一慢理ツール]一[コンピュータの管理一[デバイスマネージャ]の順 
でデ) \'イスマネージャを起動する。 

② 追加したボードに力ーソルを移動する。 



ュ回ぶ! 

[] 株巧曲 を元曲 | j み-►:を向窗1度 j 进化55 



日'''巧 SABERWAVE 

面'这 DVD / CD - ROM ドライブ 

を..皂 IDE ATA / ATA 門コント□ーラ 

面.な SC 幻と RAID コント□ーラ 

面々 USB (Universal Serial Bus ) コント□ーラ 

由夕^キーボード 

を…圉コンビュ-夕 

由すサウシド、巧.才、わよ U ザ-ムコント□-ラ 
由阐システムデパイス 
由。ディスクドライプ 
国受ディスプレィアダプタ 
白 S ぶネットワーウアタプタ 

昭 Intel 似 PRO /100 S Server Adapter #2 

B 9 而巧お看削!町 i yiL 巧 

日るフ□ツビーディスクコントロ-ラ 
日日フ□ツビーディスウドライブ 
日户ポートめ 0 M と LPT ) 

3-' S マウスとそのほかのポインティンヴデバイス 

3姿に夕 


当コンピュ-夕の管巧(日-ヵル） 

曰'渡システムツ-ル 
田励イベントむ'-ア 
固巧システム情報 
を涵バフォ-マンス□クと营告 
由。巧ちフォルタ 
: 4デパイスマネージャ 
をぶ□一カルユーザーとヴルづ 
日含記巧域 

iU ディスウのを巧 
がディスウデフラヴ ツール 
;回論巧ドライブ 
; を占？リム-バカレ記巧が 
を®!サーピスとアプリケーション 


③プ□パティの r 全般」を表示させて、デバイスの状態が正常(こ動作していることを確認する。 


全お I 詳帥設定 I ドライバ I リソ-ス I 
巧止な Intel ( R ) PRO /100 S Server Adapter 


デバイスの巧親 ネゥトワ-クアタプタ 

製适元： Intel 

巧所 場所7 ( PCI バス1 0. デバイス 8. 贼お 0) 



I このデバイスをほう 馆姗 


] 


J キャン t ル 


PCI ス□、ソトの位置によって 
表示が異なります。 


InteKR ) PRO /100 S Server Adapter のプ□バテイ 
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• Hot Remove 


Hot Remove は次の手順で行います。 


1. 次の手順で取りかしたいホ、ソトプラグ PCI ボードが使用しているデバイスドライバを停止する。 


I vr-Ol^ 

I PCI ボードを取りがず際は、必ず PCI ボードを搭載しているス□ットのドライバを停止してく 
I ださい。ドライバを停止させないとシステムび動作しなくなることびあります。 

0S 画面上か 5 デバイスドライバを停止する場合 


① [コント□-ルパネル]の[八ードウエアの追加と削除]を開く。 
[八ードウエアの追加と削除]ウィザードが起動します。 

② [次へ]をクリックする。 



③八ードウエアに関する作業の選択で、[デバイスの削除/取りかし]を選択し、[次へ]をクリツ 
クする。 
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④削除操作の選択で、[デバイスの取り外し]を選択し、[次へ]をクリックする。 


,1、-阳がの适加と肖り除ウィザ-ド 


刖な巧巧の这巧 

デバイスを一剛うまたは’垣父のに刖除できます。 


実行する肖り除の巧巧を遇巧してじれ]を如》ウしてください。 


‘デバイスの削除 <の 

い顯鄉離嫌 0 


I 外す、または巧り化すじは、このオプションを涅抓 




<戻る(を^ぶへ(が> I キャン t ル J 


⑥取り外すデバイスの選択でデバイスを選択し、[次へ]をクリックする。 


,1、-阳 I アの過]化刖除ウィザ-ド 


巧り外すデ"イスのさが 

巧り外すテパイスを遇んでくだな、。 


ち 




hteKR ) PRO /100 S Server Adapter 


Intel ( R ) PRO /1 孤 S Server Adapter "巧巧 7 
厂閲过テ VS イスをま示するを） 


プ□バティ(巧」 


<戻るお） 


) おへ(が> I _キサン t ル」 


⑥デバイスの確認で取り外すデバイスが使用しているドライバであることを確認して[次へ]を 
クリ、ソク する。 

[八ードウエアの追加と削除]ウィザードが完了します。 
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⑦[完了]をクリックする。 



⑧電源が ON の状態のまま本装置をリアアクセスカバーを取りかし、取り外す PCI ボードのス 
□、ソトを確認する。 

取り外す PCI ス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが消のしていることを確認してくださ 
い。 

PCI ホットプラグスイッチでデバイスドライバを停止する場合 

① 電源が ON の状態のままリアアクセスカバーを取り外し、取り外す PCI ボードのス□、ソトを確 
認する。 

② 取り外す PCI ボードのス□、ソトにある PCI ホ、ソトプラグスイ、ソチを押す。 

I チェック I 

取り外す PCI ス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが消のしていることを確認してくださ 
い。 

2 . ボードに接続しているケーブルをすべて取り外す。 
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3. タブを押して□ックを解除し、ゆっくりとタブを開いて PCI ボードを取り外す。 

w-oira 

タブを開く際は、閉じた位置か590度 m 上開かないでください。無理に開くとタブを破損ずる 
おそれびあります。 



4. 増設ス□ットカバーを取りかしたス□ット(こ取り付け、タブを静かに閉じる。 

I vT-oira 

I PCI ボードを取りがしたス□ットには、本装置の電磁放射特性および冷却性の維持のために必 
I ずブランクプレートを取り付けてください。 



己.リアアクセスカバーを取り付け、本装置をラック(こ戻す。 
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• Hot Replace 


Hot Replace は次の手順で行います。 


1. 次の手順で交換したいホ、ソトプラグ PCI ボードが使用しているデバイスドライバを停止する。 

I vr-Ol^ 

I PCI ボードを取りがす際は、必ず PCI ボードを搭載しているス□ットのドライバを停止してく 
I ださい。ドライバを停止させないとシステムび動作しなくなることびありまず。 

0 S 画面上か 5 デバイスドライバを停止する場合 


① [コント□-ルパネル]の[八ードウエアの追加と削除]を開く。 
[八ードウエアの追加と削除]ウィザードが起動します。 

② [次へ]をクリックする。 



③八ードウエアに関する作業の選択で、[デバイスの削除/取りかし]を選択し、[次へ]をクリツ 
クする。 
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④削除操作の選択で、[デバイスの取り外し]を選択し、[次へ]をクリックする。 



⑤取り外すデバイスの選択でデバイスを選択し、[次へ]をクリックする。 



⑥デバイスの確認で取り外すデバイスが使用しているドライバであることを確認して[次へ]を 
クリ、ソク する。 

[八ードウエアの追加と削除]ウイザードが完了します。 


1,1卜阳 I アの這加と刖除ウィザ-ド 1 

取り外すデ"イスの适巧 

國 

巧りかすデバイスを遥んでください。 


が 取り外すデ/ M スを进巧してじちへ]をウ^》ルてください。巧り外しの安をが植於れたら] 

/、-ドウ I アデバイスが： 
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⑦[完了]をクリックする。 



⑧電源が ON の状態のままリアアクセスカバーを取りかし、取り外す PCI ボードのス□、ソトを確 
認する。 

取り外す PCI ス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが消なしていることを確認してくださ 
い。 

PCI ホットプラグスイッチでデバイスドライバを停止する場合 

① 電源が ON の状態のままリアアクセスカバーを取りかし、取り外す PCI ボードのス□、ソトを確 
認する。 

② 取り外す PCI ボードのス□、ソトじある PCI ホ、ソトプラグスイ、ソチを押す。 

取り外す PCI ス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが消灯していることを確認してくださ 
い。 

2 . ボード(こ接続しているケーブルをすべて取り外す。 

3. タブを押して□ックを解除し、ゆっくりとタブを開いて PCI ボードを取り外す。 

w-oira 

タブを開く際は、閉じた位置か590度 m 上開かないでください。無理に開くとタブを破損ずる 
おそれびありまず。 
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4. PCI ボードをゆっくり本装置内へ差し } A 
む。 



5. ボードの接続部分がス□、ソトに確実に接続するようしっかりとボードを押し 3 A む。 


うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直してく 
ださい。ボードに過度の力を加えるとボードを破損ずるおそれびありますのでま意してくださ 
い。 


□ングボードを取り付けた際は、ガイドレール上部の□ックでボードを固定してください。 




PCI ス□、ソトの間(こは r インシュレータ」が取り付け6れています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取りかしの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取り付け/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付け6れていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 


巨. PCI ボードを手でしっかりと支えなが6ボードにケーブルを接続する。 

7. タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 


8 . 取り付けた PCI ボードのス□ットにある 
PCI ホ、ソトプラグスイ、ソチを押す。 

PCI ス□、ソト Power ランプが1度点滅した 
後、点のします。 


• L 励 


Windows Server 2003の場合、 OS に 
よって自動的にボードが認識されドラ 
イバがインストールされます。 





PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□、ソトに異常があると PCI ス□、ソト Fault ランプがアン 
バー色に点のします (78 ページ参照)。 


9. PCI ス□ットカバーを取りがけ、本装置をラック(こ戻す。 
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10. JU 下の手順で取り付けた PCI ボードが正常に認識され、動作していることを確認する。 

① [コント□-ルパネル]一[管理ツール]一[コンピュータの管理]一[デバイスマネージャ]の順 
でデノ \イスマネージャを起動する。 

② 追加したボード(こ力ーソルを移動する。 



③プ□パティの r 全般」を表示させて、デバイスの状態が正常に動作していることを確認する。 



* PCI ス□、ソトの位置によって 
表示が異なります。 
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n-O PCI ス□ットのインシユレータ付け外しの際のま意事項 

DBd PCI ス□ットのインシユレータを取り外す場合は、装置の電源を OFF して電源コードをコン 
セントか5巧き 、 PCI Express ス□ットのコンデンサにインシユレータを接触させないよ 
うま意して取りがしてください。 
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BIOS のセットアップ 


Basic Input Output System (目 lOS) の設定方まについて説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく理解して、 
正しく設をしてください。 


システム BIOS 〜 SETUP 〜 


SETUP は本装置の基本八ードウエアの設をを行うためのユーティリティツールです。この 
ユーティリティは本装置内のフラッシュメモリに標準でインス I -ールされているため、専用 
のユーティリティなどがな<てち実行できます。 

SETUP で設定される内容は、化荷時に本装置にとって最も標準で最適な状態に設定してい 
ますのでほとんどの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明す 
るような場合など必要に応じて使用してください。 

M-O • SETUP の操作は、システム管理者(アドミニストレータ）び行ってください。 

♦ S ETU P では、パスワードを設定ずることびできます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルびあります。に upervisor 」 レベルのパスワー 
ドで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変更びできます。 「 Supervisor 」 の 
パスワードび設定されている場合、 「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更 
できる項目び限5れまず。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルずる前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• ここでは特に説明していない項目（メニュ ー) びあります。これ5の項目は、出荷時の設 
定 m がの値(パラメータ）に変更しないでください。これ5の項目の値を変更ずると、本 
装置の動作の保証びでをなくなるばかりでなく、本装置び故障ずるおそれびありまず。 

• 本装置には、最新のバージヨンの SETUP ユーティリティびインス!-ールされていま 
ず。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場台びありまず。設定項目に 
ついては、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてくださ 
し、。 
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起動 

次の手順に従って、 SETUP を起動します。 

1 . サーバの電源を ON にする。 

画面(こ□ゴが表示されます (SETUP の設定(こよっては POST の画面が表示されることがあります。 
この場合は、手順3に進んで<ださい）。 

しば6 くすると次のメッセージ*が画面下(こ表示されます。 

パターン1: 

Press <F2> to enter SETUP or <F12> to Network 
パターン 2: 

Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 

または 
パターン 3: 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F12> to Network 
パターン 4: 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 
* 本装置の状態によってメ 、ソ セージの内容は異なります。 

2. <F2> キーを押す。 

SETUP が起動して Main メニューを表示します。 

前に SETUP を起動して Security 項目の設定を変更している場合には、パスワードを人力する画 
面が表示される場合があります。その際には設定したパスワードを人力してください。 

パスワードの人力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを人力すると、本装置は動作 
を停止します（これより先の操作を巧えません)。電源を OFF じしてください。 

，: パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 「 Supervisor 」 で 

は、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを変更したりすることができま 
す。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更できる設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


车ーボード上の次の羊一を使って SETUP を操作します（车一の機能については、画面下にも 
表示されています）。 


サブメニューが 
あることを示す 


現在表示しているメニューを示す 設定項目 



カーソルキー （ t 、 i ) 

力ーソルキー（^、一） 
<— >キー/<十> キー 

< Enter > キー 
< Esc > キー 
< F レキー 


< F 9> キー 
< F 10>+- 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニユーを選択します。 
選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

選択したパラメータのず定を行うときに押しまず。 

ひとつ前の画面に戻ります。 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。 < Esc > キーを押すと、元の画面に戻りま 
ず。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時の設定 
と異なる場合があります）。 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了しまず。 













設定例 

次にソフトウエアと連係した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設 
を例を示します。 



「 ESMPRO / ServerA 呂 ent 」 び持つ溫度監視機能と連携させる 

「 Server」 イ Thermal Sensor」 イ Enabled」 

「 ESMPRO / ServerMana 呂 er 」 を使ってネットワーク経由で本装置の電源を制御する 

「 Server」 一 r AC-LINK」 一「 Stay 饼 f」 

「Advanced」 一 「Advanced Chipset Control」 一 「Wake On Lan/PME」 一 「Enabled」 

■; 「Wake On Lan / PME 」 は、オンボードの LAN コントローラ （1000 BASE - T /100 BASE - TX ) で 
L 卜、ル J サポートしています。 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
["Server」 一 「AC-LINK」 一 「Power On」 

- POWER スイ、ソチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を OFF 
のままにする 

["Server」 一 「AC-LINK」 一 「Last State」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server」 一「 AC-UNK」 一「 Stay 饼 f」 


起動関連 


本装置に接続している起動デバイスの順番を変える 

「目〇〇り^起動順序を設をする 

POST の実行内容を表示する 

「Advanced」 一「目00 t-time Diagnostic Screen」 イ Enabled」 

「NEC」 □ゴの表示中に <Es に车一を押しても表示させることができます。 

HW コ ン ソール か5制御する 

["Server」 一 「Console Redirection」 一それぞれの設定:をする 
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プ□セッヴ関連 


プ□セッサび縮退した場合に POST をいったん停止する 

「 Advanced」 一 「Memory/Processor Error」 一 「Halt」 （停止) 


搭載しているプ□セツヴの状態を確認する 

「Main」 一 「Processor Settings」 一表示を確認する 

画面に表示されているプ□セ、ソサ番号と I/O ボード上のソケットの位置は下図のように対応 
しています。 


プ□セ、ソサ#1 



プ□セ、ソサ#2 


プ□セ、ソサ#4 


プ□セツサのエラー情報をクリアする 

「Main」 イ processor Settings」 一 「Processor Retest」 イ Yes」 
「Server」 一 「Clear FRU LED」 一 「Yes」* 

に設定後リブートするとクリアされる。 

* 「Server」 一 「FRU LED Feature」 が 「Enable」 の場合のみ 


メモリ関連 


メモリび縮退した場合に POST をいったん停止する 

「 Advanced」 イ Memory/Processor Error」 一 「Halt」 (停止） 

搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「 Advanced」 一 「Memory Configuration」 一表示を磕認する 

画面に表示されている DIMM のソケットの位置は下図のように対応しています。 
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メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced 」 イ Memory Configuration 」 一 「Memory Retest 」 イ Yes 」 

[" Server 」 一 「Clear FRU LED 」 一 「 Yes 」* 

じ設定後リブートするとクリアされる。 

* 「 Server 」 一 「FRU LED Feature 」 が 「 Enable 」 の場合のみ 

メモリミラーリング機能またはメモリ RAID 機能を有効にする 

「 Advanced 」 イ Memory Configuration 」 一 「Memory RAS Feature 」 イ Mirror 」 もしくは 
「 RAID 」 を選択する。 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

[" Security 」 一 ！" Set Supervisor Password 」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード ( Supervisor ） 、ユーザーパスワード （ User ) は個別に設定することができ 

ます。しかし、ユーザーパスワードを設をした場合は SETUP メニューへのアクセス制限が 

あります。 

POWER スイッチおよび SLEEP スイッチの機能を有効/無効にする 

「 Security 」 一 「Power Switch Inhibit 」 一 「 Enabled 」 （無効） 

「 Security 」 一 「Power Switch Inhibit 」 一 「 Disabled 」 （有効） 

I H-O 「Power Switch Inhibit 」 を 「 Enabled 」 に設定すると、 POWER スイッチによる ON/OFF 
操作に加え、「強制シャットダウンに9目ページ参照)」も機能しなくなります。また、 
SLEEP スイッチも機能しなくなります。 

セキュアモードを設定する 

「 Security 」 一 「 Secure Mode 」 一それぞれを設定:する 


が付けデバイス関連 


外付けデバイスに巧する設定をする 

rAdvanced 」 一 「Peripheral Configuration 」 一それぞれのデバイスに対して設定!をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

rAdvanced 」 一 「PCI Configuration 」 一それぞれのデバイスじ対して設走!をする 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後) 

「 Advanced 」 一 「Reset Configuration Data 」 一 「 Yes 」 


八—ドウ H ア編 


171 











PCI ホットプラグ関連 


PCI ボードをホットプラグする 


rAdvanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 「Hot Plug PCI Control 」 一 「 Minimum / Middle / 
Maximum *」 

* ホットプラグをする PCI ボードによって設定は異なります。をボードの設を値については 
次の表を参照してください。 


N 型番 

ボード名 

設定値 

N 8104 -86 

100 BASE-TX 接続ボード 

Minimum 

N 8104 -119 

1000 BASE-T 接続ボード 

Minimum 

N 8104-111 

1000 目 ASE-TX 接続ボード 

Minimum 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Exit Saving Changes 」 また(ま 「Save Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 一 「Exit Discarding Changes 」 また(ま 「Discard Changes 」 


BIOS の設定を出荷時の設定にもどす 

「 Exit 」 イ Load Setup Defaults 」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

♦ Main メニュー 

• Advanced メニュー 

♦ Security メニュー 

• Server メニュー 
♦ 目0 ot メニュー 
参 Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することじよって、さらに詳細な機能の設ちがで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設をを 
説明をします。 

Main 

SETUP を起動すると、まずはじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がつい 
ているメニューは、選択して<[が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


System rime: 
System Date: 


[ の :19:20] 

口 2/24/2001] 


Item Specific Help 


Legacy Floppy A: [1.44/1.25 MB 31/2 ] 

Legacy Floppy B: [Disabled] 


く Tab>, <Shift-Tab>, or 
<Enter> selects field. 


Hard Disk Pre-Delay 

► Primary IDE Master 

► Primary IDE Slave 


► Processor Settings 
Language: 


[Disabled] 

[CD/DVD-ROM] 

[None] 


[English (US)] 


FI Help 
Esc Exit 


i Select Item 
— * Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Save and Exit 
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Main メニューの画面上で設をできる項目とその機能を示します。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

System Time 

HH : MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM / DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Legacy Floppy A 

Disabled 

1.2 MB 51/4" 
720 Kb 31/2" 

[1.44/1.2 日 MB 31/2"] 
2.88 MB 31/2" 

フ□、ソピーディスクドライブ A (標準装備）の 
設定をします。通常は「1.44/1. 25 M 目3.己"」 
にしてください。 

Legacy Floppy B 

[ Disabled ] 

1.2 MB 51/4" 
720 Kb 31/2" 

1.44/1.25 MB 31/2" 
2.88 MB 31/2" 

フ□、ソピーディスクドライブ目の設定をしま 
す。本装置ではドライブ目をサポートしてい 
ないので 「 Disable 」 に設定されています。 

Hard Disk Pre-Delay 

[ Disabled ] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中(こ初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に、設定された時間だけ待ち合わせを巧 
います。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 


それぞれのチャネルに接続されているデバイ 
スの情報をサブメニューで表示します。（表 
示のみ） 

Language 

[ English ( US )] 

French 

German 

Spanish 

Italian 

SETUP で表示する言語を表示します。 


]： 出荷時の設定 













Processor Settings 

Main メニューで 「Processor Settings」 を選択すると、 U 下の画面が表示されます。 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

「 Yes 」 じ設定するとプ□セ、ソサ エラー 情報を 
クリアします。故障したプ□セ、ソサをを換し 
たいときは、 エラー 情報をクリアしてくださ 
い。 

Processor Speed Setting 

— 

搭載しているプ□セ、ソサのク□ックスピード 
を表示します(表示のみ)。 

Processor 1 CPUID 
Processor 2 CPUID 
Processor 3 CPUID 
Processor 4 CPUID 


プ□セ、ソサが正常な場合には。搭載している 
プ□セ、ソサの ID を表示します（表示のみ）。 

プ□セ、ソサが実装されていない場合は、 

「Not Installed 」 と表示されます。また目 MC 
によって Disabled されている場合には 
「 Disabled 」 と表示されます。 

Processor 1 L 2 Cache Size 
Processor 2 L 2 Cache Size 
Processor 3 L 2 Cache Size 
Processor 4 L 2 Cache Size 


搭載しているプ□セ、ソサの L 2 キャッシュサ 
イズを表示します（表示のみ)。 

Processor 1 L 3 Cache Size 
Processor 2 L 3 Cache Size 
Processor 3 L 3 Cache Size 
Processor 4 L 3 Cache Size 


搭載しているプ□セ、ソサ(こ L 3 キャッシュが 
を在する場合、そのサイズを表示します(表 
示のみ）。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

有効 （ Enabled ) に設定すると、 ACPI モード 
(こおいて Hyper-Threading Technology を 
使用します。また、 0 S か6はプ□セ、ソサの 
数が実際(こ搭載されている数の倍の表示にな 
ります。なお、 Hyper-Threading 
Technology は 、 Windows 2000 Server / 
Advanced Server では動作保証外です。 


<夕ぺージへ続く > 


Processor Settings 

Item Specific Help 

Processor Retest 

im 


Select Yes', BIOS 




will clear historical 

Processor Speed Setting: 

3.40 GHz 


processor status and 




retest all processors 

Processor 1 CPUID: 

0F68 


on next boot. 

Processor 1 L2 Cache: 

1024 KB 



Processor 1 L3 Cache: 

16384 KB 



Processor 2 CPUID: 

0F68 



Processor 2 L2 Cache: 

1024 KB 



Processor 2 L3 Cache: 

16384 KB 



Processor 3 CPUID: 

0F68 



Processor 3 L2 Cache: 

1024 KB 



Processor 3 L3 Cache: 

16384 KB Y 



F1 Help t I Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 
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項 目 

パラメータ 

説 明 

Execute Disable Bit 

[ Disabled ] 

Enabled 

プ□セ、ソサの Execute Disable Bit の有効/無 
効を設定します。 

Intel ( R ) Virtualization 

Tech . 

[ Disabled ] 

Enabled 

プ□セ、ソサが Intel ® Virtualization 

Technology をサポートしている場合のみ表 
示されます。 

Intel ® Virtualization Technology の有効/無 
効を設定します。 

この設定を変更した場合(こは、システムを 
DC - Off することが必要です。まず 「 Exit 」 一 
「Exit Saving Changes 」 を実行し、いったん 
システムを再起動してください。その後 
POST 画面が表示された6、システムを DC - 
Off してください。 

Echo TPR 

[ Enabled ] 

Disabled 

N 8 100-1 22日の場合のみ表示されます。 

Echo TPR の有効/無効を設定します。 


]: 出荷時の設定 









Advanced 

力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> 羊一を押すとサブメニューが表 
示されます。 



Setup Warning 

Setting items on this menu to incorrect 
values may cause your system to malfunction. 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral configuration 

► Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Additional setup menus 
to configure Memory 
devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

Memory/Processor Error: 

[Off] 

[Boot] 



F1 Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時の自己診断 ( POST ) の実行画面を表示 
させるか、表示させないかを設定します。 
「 Disabled 」 に設定すると、 POST の間、 
「 NEC 」 □ゴが表示されます。（ここで < Esc > 
キーを押すと POST の実巧画面(こ切り替わり 
ます。） 

「Console Redirection 」 が設定された場合は 
無条件に 「 Enabled 」 に設定されます。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Data ( POST で記憶している 
システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 に 
設定します。本装置の起動後(ここのパラメー 
夕は 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

On 

[ Off ] 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

Halt 

POST を実行中、プ□セ、ソサまたはメモリの 
エラーが発生した際に P 0 S T の終わりで 
POST をいったん停止するかどうかを設定し 
ます。 「 Server 」 メニューの 「POST Error 
Pause 」 が 「 Enabled 」 に設定されていても、 
この項目が 「 Boot 」 に設定されているときに 
は、プ□セ、ソサまたはメモリのエラーが発生 
した際に POST の終わりで停止しません。 


[]： 出荷時の設定 
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Memory Configuration 


Advanced メニューで rMemory Configuration」 を選択すると、 U 下の画面が表示されま 
す。 



Memory Configuration 

Item Specific Help 

DIMM Group #1 Status 

Normal 

Clear the memory 

DIMM Group #2 Status 

Not Installed 

error status. 

DIMM Group #3 Status 

Not Installed 


DIMM Group #4 Status 

Not Installed 


DIMM Group #5 Status 

Not Installed 


DIMM Group #6 Status 

Not Installed 


DIMM Group #7 Status 

Not Installed 


DIMM Group #8 Status 

Not Installed 


Memory Retest 

画 


Extended RAM Step 

[Disabled] 


Online Spare Memory 

[Disabled] 


Memory RAS Feature: 

[Normal] 


Hot-Add Memory Support: 

[Disabled] 



F1 Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

DIMM Group #1-#8 Status 

Normal 

N 饥 Installed 
Disabled 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 

[Not Ins ね lied 」 はメモリが取り付け6れてい 
ないことを示します（表示のみ）。 

画面(こ表示されている DIMM Group 番号に対 
する I / O ボード上の DIMM ソケットについて 
は、12日ページを参照してください。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

「 Yes 」 に設定すると、メモリのエラー情報を 
クリアします。故障した （「 Disabled 」 と表示 
された）メモリを巧換したときは、エラー情 
報をクリアしてください。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every Location 
[ Disabled ] 

メモリのテストを実施するかどうかを設定し 
ます。 

Online Spare Memory 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能を有効(こするた 
めじは 「 Enabled 」 (こ設定する必要がありま 
す。 


く夕ぺージへ続く > 





















項 目 

パラメータ 

説 明 

Memory RAS Feature 

[ Normal ] 

Mirror 

RAID 

メモリの構成を設定します。メモリミラーリ 
ング機能を有効(こする場合には 「 Mirror 」 (こ設 
定してください。また Memory RAID 機能を 
有効にする場合には 「 RAID 」 に設定して < だ 
さい。を機能の詳細については129ページを 
参照して < ださい。 

Hot-Add Memory Support 

[ Disabled ] 

Enabled 

Windows Server 2003 Enterprise Edition 
または Datacenter Edition の場合、 Hot-Add 
Memory 機能を使用するか否かを設定しま 
す。 「 Enabled 」 に設定すると Hot-Add 
Memory 機能を使用することができます。 


[]: 出荷時の設定 
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PCI Configuration 


Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されます。そ 
れぞれを選択するとサブメニューが表示されます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Hot-plug PCI Control 


Additional setup 



menus to configure 

► Embedded SAS 


Hot-plug PCI. 

► Embedded NIC (Dual Gbit) 


► Embedded Video Controller 


PCI Slot 1Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 2 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 3 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 4 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 5 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 6 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 7 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 8 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 9 Option ROM 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

PCI Slot 1 〜 9 Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI バスに接続されているデバイス（ボード） 

に搭載されている BIOS の有効/無効を設定し 
ます。 


[]： 出荷時の設定 


M-O PCI ス□ット杜3〜#9に PCI 力ードを搭載した場合、この PCI 力ードか 50 S ブートを行わ 
ず内蔵八ードディスクドライブの 0 S か5ブートさせるためには、 PCI 力ードを搭載したス 
□ットに対応する本項目 (PCI Slot X Option ROM ) を [ Disabled ] に設定ずる必要びあり 
ます。 



















Hot-plug PCI Control 

PCI Configuration サブメニユーで 「Hot-plug PCI Control」 を選択すると、 W 下の画面が表 
示されます。 

「 Phoenix BIO；^ Setup Utility 1 



項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Reserving memory space 
for PHP 

[ Disabled ] 

Minimum 

Middle 

Maximum 

PCI 力ードを搭載していない PCI ス□ットじ 
対して PCI ホ、ソトプラグのためにそ約する 

PCI メモリサイズを設定します。 


[]： 化荷時の設定 


本項目を口 sable に設をした場合と、 DisableJU 外に設定した場合とで、を PCI ス□ット （PCI 
バス）のバス番号が変化します。プ□グラムの再セットアップ等が必要となる場合がありま 
すのでごを意ください。 
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Embedded SAS/Embedded N に / Embedded Video Controller 

PCI Configuration サブメニューで上記のメニューをそれぞれ選択すると、下の画面が表 
示されます似下は 、 「Embedded SAS 」 を選択した場合のメニューです）。 



PCI Slot 1 

Item Specific Help 

SAS Controller: rUBSM 历 J1 

Option ROM Scan: [Enabled] 

Disables/enables the 

on-board SAS 

controller. 


F1 Help t i Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

SAS Controller 

LAN Controller 

VGA Controller 

[Enabled] 

Disabled 

内蔵の SAS コント□-ラ、 LAN コント□一 
ラおよび Viedo コント□-ラの有効/無効を 
設定します。 

Option ROM Scan 

[Enabled] 

Disabled 

をコント□ーラの BIOS 展開の有効/無効を設 
定します。なお、 VGA Controller (こはこの 
項目はありません。 


]： 出荷時の設定 

















Peripheral Configuration 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration 」 を選択すると、 U 下の画面が表示されま 
す。 


Phoenix BIOS Setup Utility 



項目じついては次の表を参照してください。 

I n-O 割り込みやべース I/O アドレスび他と重複しないようにま意してください。設定した値び他 
のリソースで使用されている場合は黄色の r * 」び表示されます。黄色の r * 」び表示されて 
し、る項目は設定し直してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート A の有効/無効を設定しま 
す。 

Base I/O Address 

[3F8] 

2F8 

3E8 

2E8 

シリアルポート A が有効（拒 nable]) の場合、 
ベースアドレスおよび割り} A みを設定しま 
す。シリアルポート A が [Disable] の時には 
表示されません。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

Serial Port B 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート目の有効/無効を設定しま 
す。 

Base I/O Address 

3F8 
に F8] 

3E8 

2E8 

シリアルポート目が有効 （ [Enable]) の場合、 
ベースアドレスおよび割り込みを設定しま 
す。シリアルポート目が口 isable] の時には 
表示されません。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

Parallel Port 

Disabled 

[Enabled] 

パラレルポートの有効/無効を設定します。 


<タページ(こ続く > 
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項 目 

パラメータ 

説 明 

Mode 

Output only 
Bi-directional 

EPP 
正 CP] 

パラレルポートの動作モードを設定します。 
パラレルポートが [Disable] の時には表示さ 
れません。 

Base I/O Address 

[378] 

278 


Interrupt 

IRQ 己 
[IRQ 7] 


DMA channel 

[DMA 1] 

DMA 3 


PS/2 Mouse 

Disabled 

[Enabled] 

PS/2 マウスの有効/無効を設定します。 

USB Controller 

Disabled 

[Enabled] 

US 目コント□ーラの有効/無効を設定しま 
す。 

Legacy USB Support 

Disabled 

[Enabled] 

US 目を正式にサポートしていない 0S でも 

US 目キーボードが使用できるようにするかど 
うかを設定します。 


]: 化荷時の設定 













Advanced Chipset Control 


Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control 」 を選択すると、次の画面が表示されま 
す。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


] 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

► PCI Device 


Additional setup 



menus to configure 

Multimedia Timer: 

[Disabled] 

PCI Devices. 

Wake On LAN/PME: 

[Disabled] 


Wake On Ring; 

[Disabled] 


Wake On RTC Alarm: 

[Disabled] 



FI Help t i Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Multimedia Timer 

[ Disabled ] 

Enabled 

使用している OS が HPET 機能をサポートし 
ている場合、 「 Enabled 」 に設定することじ 
よって機能を有効にできます。 

Wake On LAN/PME 

[ Disabled ] 

Enabled 

ネットワークを介したリモートパワーオン機 
能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポートを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

RTC アラーム(こよるリ モー トパワーオン機能 
の有効/無効を設定します。 


]： 化荷時の設定 
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PCI Device 


Advanced メニューの 「Advanced Chipset Control 」 で 「PCI Device 」 を選択すると、 W 下の 
画面が表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Device 

Item Specific Help 

PCI IRQ line 1: [Auto Select] 

PCI IRQ line 2: [Auto Select] 

PCI IRQ line 3: [Auto Select] 

PCI IRQ line 4: [Auto Select] 

PCI IRQ line 5: [Auto Select] 

PCI IRQ line 8: [Auto Select] 

Determines whether the 

PCI IRQ is assigned 
automatically or 
manually. 


FI Help t i Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

PCI IRQ line 1- 5 

PCI IRQ line 8 

Disabled 
[Auto Select ] 

3 

4 

己 

6 

7 

9 

10 

11 

12 

14 

15 

PCI バスじある割り込み信号をどの IRQ リク 
エスト(こ割り当てるかを設定します。 
パラメータので 1] はに erver ] メニューの 
[BMC IRQ ] で設定されていないときのみ選 
択できます。 


]： 化荷時の設定 

















Security 


力ーソルを 「 Security 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 

Security メニューでは、まず Supervisor パスワードを登録し、その後 User パスワードを登録 
します。 User パスワードを登録すると、 Security メニューの全項目が選択巧能になります。 


User Password を登録して 
いるときのみ選択できる。 


r Phoenix BIOS Setup Utility 1 


User Password を登録して 
いるときのみ選択できる。 




Item Specific Help 

User Password Is: 

Clear 


Supervisor Password Is 

Clear 


Set User Password 

[Enter] 

Superviosor Password 

Set Supervisor Password 


controls access to the 



setup utility. 

— Password on boot: 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Secure Mode Timer: 

[Disabled] 


Hot Key (CTRL+ALT+): 

に ] 


Secure Mode Boot: 

[Disabled] 


Video Blanking 

[Disabled] 


Floppy Write Protect: 

[Disabled] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 



F1 Help t i Select Item ■/+ Change Values 

Esc Exit ^ — ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Save and Exit 


Set Supervisor Password で < Erite 「> 羊一を押すと]: i 下のような画面が表示されます。 


ここで Supervisor パスワードの設定を行います。パスワードは7文字じ(内の英数字および記 
号で羊ーボードから直接入力します。 


r Phoenix BIOS ISetup Utility i 


User Password Is: Clear 

Supervisor Password Is Clear 

Set User Password [Enter] 

Set Supervisor Password りの巧 B l 


Password on boot: 
Fixed disk boot seel 

Secure Mode Timer 
Hot Key (CTRL+AL 
Secure Mode Boot: 
Video Blanking ■ 
Floppy Write Protect: 


Set Supervisor Password 


Enter New Password [| 
Confirm New Password [ 


Item Specific Help 


Superviosor Password 
controls access to the 
setup utility. 


Power Switch Inhibit: 


[Disabled] 


[Disabled] 


FI Help t i Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — * Select Menu Enter Select ►Sub-Menu FIO Save and Exit 


Supervisor パスワード設定後、 Us げパスワードも同様に設を巧能です。 

1-0 • 0S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

^ • パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお 

問い台わせください。 
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を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Set User Password 

7 文字までの英数字 

Supervisor パスワード設定後にこの項目が 
設定可能になります。 <Enter> キーを押すと 
ユーザーのパスワード人力画面になります。 
このパスワードでは SETUP メニューへのア 
クセスが制限されます。 

Set Supervisor Password 

7 文字までの英数字 

<Enter> キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。この設定は、 
SETUP を起動したときのパスワードの人力 
で 「Supervisor」 で□グインしたときのみ設定 
できます。 

Password on boot 

[Disabled] 

Enabled 

User パスワード設定後にこの項目が設定巧 
能(こなります。ブート時にパスワードの入力 
を行う/行わないの設定をします。 

Fixed disk boot sector 

[Normal] 

Write Protect 

[Write Protect] (こ設定すると、ハードドラ 
イブの boot sector を書き} A み禁止に設定す 
ることによりウィルスか6保護します。 

Secure Mode Timer 

[Disabled] 

1 minute 

2 minutes 

5 minutes 

10 minutes 

20 minutes 

60 minutes 

120 minutes 

User パスワード設定後にこの項目が設定巧 
能になります。キーボードやマウスか6の 
人力が途絶えてか 6Secure Mode に入るま 
での時間を設定します。 

H 饥 Key (CTRL+ALT+) 

[L] 

Z 

User パスワード設定後にこの項目が設定巧 
能になります。 Secure Mode を起動させる 
キーを設定します。 <Ctrl> キーと <AI ゎキー 
を押しなが6設定したキーを押すと Secure 
Mode が起動します。 

Secure Mode Boot 

[Disabled] 

Enabled 

User パスワード設定後(ここの項目が設定巧 
能じなります。本装置の起動時(こ Secure 
Mode で起動させるかどうかを設定します。 
[Enabled] に設定すると POST 中に Secure 
Mode に入ります。 

Video Blanking 

[Disabled] 

Enabled 

User パスワード設定後にこの項目が設定巧 
能じなります。 Secure Mode じ入った時(こ 
モニタ画面を非表示じするかどうか設定しま 
す。 

Floppy Write Protect 

[Disabled] 

Enabled 

User パスワード設定後(ここの項目が設定巧 
能になります。 Secure Mode の間、フ□、ソ 
ピーディスクドライブにセツトしたフ□、ソ 
ピーディスクへの書き込みを許巧するか禁止 
するかを設定します。 


<タページ(こ続く > 















項 目 

パラメータ 

説 明 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

User パスワード設定後(ここの項目が設定巧 
能になります。 POWER スイ、ソチの機能の有 
効/無効を設定します。忙 nabled] に設定す 
ると、 POWER スイ、ソチで電源を OFF できな 
くなります（強制シャットダウン （POWER ス 
イッチを4秒じ(上押して強制的にシャットダ 
ウンさせる機能）も含む）。また、 SLEEP ス 
イッチを押しても省電カモードへ移行できま 
せん。 


[]: 化荷時の設定 


Secure Mode について 

Secure Mode は、ューザーパスワードを持つ利用者]: i 外からのアクセスを制御するモード 
です。 Secure Mode を解除するまで POWER スイ、ソチや SLEEP スイ、ソチ、 RESET スイ、ソ 
チ、および羊ーボード、マウスは機能しません。 Secure Mode 中、サーバの丰ーボード上 
のランプが ScrollLock ランプ、 CapsLock ランプ、 NumLock ランプの順に点滅します。 

Secure Mode の状態にあるサーバを通常の状態に戻すには、羊ーボードからューザーパス 
ワードを入力してく[りぉ「>羊一を入力してください。 
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Server 

カーソルを rServer 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 

Server メニューで設をできる項目とその機能を示します 。 「System Management 」 と 
[Console Redirection 」 は選択後、く Ente 「> 羊一を押してサブメニューを表示させてから設 
定:します。 

なお下記の画面は 、 「Boot Monitoring 」 を [5 minutes ] に設定したときの画面です。 


「 Phoenix BIOS 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup menu to 

► Console Redirection 

► Event Log Coniiguration 

Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 

menu to view Server 

Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 

management features. 

FRB-2 Policy: 

[Disable BSP] 


Boot Monitoring: 

[5 Minutes] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3 times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


POST Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK 

[Last State] 


Power ON Delay Time 

[ 0] 


FRU LED Feature: 

[Enabled] 


Clear FRU LED: 

[No] 


Platform Event Filtering: 

[Enabled] 



FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Save and Exit 


を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[Enabled] 

[Enable] に設定すると、 PCI バスパリティエ 
ラー (PERR) 檢おを有効にし、エラー発生時 
には NMI として通知されます。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

[Enable] に設定すると、 PCI バスシステムエ 
ラー (SERR) 檢おを有効にし、エラー発生時 
(こは NMI として通®されます。 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
[Disable BSP] 

Do Not DisabI BSP 
Retry 3 Times 

目 SP で FRB-2 エラーが発生した場合、プロ 
セ、ソサをに isabled] (こするかしないかを設 
定します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動時のブート監視の機能タイマの有効/無 
効を設定します。に isabled]]^ 外を選択する 
と、タイマが有効になります。なお、この機 
能を使用する場合は、 ESMPRO/ 
ServerAgent をインストールしてください。 
ESMPRO/ServerAgent をインストールして 
いない OS か6起動する場合(こは、この機能 
を無効にしてください。 

WebBIOS を使用する場合、 ARCServe で 
Disaster Recovery Option を使用する場合 
は、 [^Disabled] にしてください。 


<タページ(こ続く > 



















項 目 

パラメータ 

説 明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 
Retry Service Boot 
Always Reset 

ブート監視機能を有効(こした場合(こ表示され 
ます。ブート監視時(こタイムアウトが発生し 
た場合の処理を設定します。 

[Retry 3 times ] (こ設定するとタイムアウト 
発生後にシステムをリセットし、 OS ブート 
を3◎までリトライします。3回目にブート 
を失敗すると、サービスパーティションか6 
ブートを試みます。 

[Retry Service 目 oot ] (こ設定するとタイム 
アウト発生後にシステムをリセットし 、 OS 
ブートを3回までリトライします。その後、 
サービスパーティションか6のブートを3回 
ち t み' ます。 

[Always Reset ] (こ設定するとタイムアウト 
発生後にシステムをリセットし、 OS ブート 
のリトライを繰り返します。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

目 MC 割り込みの IRQ を設定します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC - LINK 機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときの本装置の電源の状 
態を設定します(下表参照)。 

Power ON Delay Time 

[0] 〜 25 己 

AC - LINK の設定が 「Power On 」 もしくは 
「Lsst S ね化」の場合し、 DC - on の遅延時間を 
設定します。 

FRU LED Feature 

Disabled 

[ Enabled ] 

「 Enabled 」 に設定すると、システムで異常を 
お化した場合(こ、その発生箇所を特定するた 
めのエラーランプを点なさせることができま 
す。 

Clear FRU LED 

[ No ] 

Yes 

「 Yes 」 に設定後リブートすると、異常発生 
箇所を特定するためのエラーランプを消のさ 
せます。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

目 MC の通報機能を設定します。 


[]: 出荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設をと本装置の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作 
を次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設 定 

Stay Off 

Last State 

Pow 白广 On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 ( DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制シャツトダウン* 

Off 

Off 

On 


* POWER スイ、ソチを4秒]:人 L 押し続ける操作です。強制的(こ電源を OFF (こします。 
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System Management 

Server メニユーで 「System Management 」 を選択しく Enter 〉 羊一を押すと、 W 下の画面が表 
示されます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Version 

- 

システム B の S のバージョンを表示します。 

Board Part # 

- 

I/O ボードの情報を表示します。 

Board Serial # 

- 

System Part # 

- 

システムの情報を表示します。 

System Serial # 

- 

Chassis Part # 

- 

崖体の情報を表示します。 

Chassis Serial # 

- 

BMC Device ID 

— 

目 MC (ベースボードマネージメントコント 
□ー ラ)の情報を表示します。 

BMC Device Rev 

- 

BMC Firmware Rev 

- 

SDR Rev 

— 

SDR (センサ装置情報)のレビジョンを表示し 
ます。 

PIA Rev 

- 

円 A のレビジョンを表示します。 

ARM MAC Address 

— 

管理 LAN 用ポートの Default DNS 
( Hostname ) を表示します。 


]： 出荷時の設定 




























Console Redirection 

Server メニューで 「Console Redirection 」 を選択し < Ente 「> キーを押すと、 W 下の画面が表 
示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Server 


console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port: 

ACPI Redirection Port: [Disabled] 

Baud Rate: [19.2K] 

Flow Control: [CTS/RTS] 

Console Type: [VT100+] 

Remote Console Reset: [Disabled] 

Selects the Serial port 
to use for Console 

Redirection. 

"Disabled" completely 
disables Console 

Redirection. 


FI Help t i Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

コンソールリダイレクションで使用する I/O 
ポートのアドレス/割り} A みを設定します。 
["Serial Port A 」 またはに erial Port 目」を選択 
すると、 Advanced メニューの Peripheral 
Conriguration「Serial Port A」、「Serial 
Port 目」で選択されているアドレス/割り込み 
を使用します。 

に isabled ] を選択すると、コンソールリダイ 
レクション機能が無効になります。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

ACPI へ、ソドレスコンソールリダイレクション 
で使用する I / O ポートのアドレス/割り込みを 
設定します。[口 sabled ] を選択すると、コンソー 
ル リ ダイレクション機能が無効になります。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 
己 7.6 K 

115.2 K 

接続する HW コンソールとのインタフェース 
に使用するボーレートを設定します。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[ CTS / RTS ] 

CTS / RTS+CD 

フ□一制御の方法を設定します。 

Console Type 

PC ANSI 

[ VT 100+] 

VT - UTF 8 

コンソールタイプを選択します。 

Remote Console Reset 

[ Disabled ] 

Enabled 

リモートコンソールか6のリセ、ソトの有効/ 
無効を設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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Event Log Configuration 

Server メニューで 「Event Log Configuration 」 を選択しく Ente 「> 羊一を押すと、下の画面 
が表示されます。 



Server 


Event Log Configuraiion 

Item Specific Help 

Clear All Event Log: [Press Enter] 

The system event log 
will be cleared if selecting 
"Yes". 


F1 Help t i Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--^ Select Menu Enter Excute Command FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Clear All Event Log 

— 

< Enter > キーを押し、 「 Yes 」 を選択するとシ 
ステムイベント□グが初期化されます。 


]： 出荷時の設定 

















Boot 


力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する巨 oot メニユーが表示されま 
す。 




CD/DVD-ROM Drive 

Item Specific Help 

Keys used to view or 

+Removable Devices 

+Hard Drive 

IBAGE Slot0B20 vl222 

configure devices: 

IBAGE Slot 0B21 vl222 

<Enter> expands or 
collapses devices with 


a + or - 


<+> and く ■> moves the 


device up or down. 


F1 Help t i Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * — * Select Menu Enter Select ►Sub-Menu FIO Save and Exit 


本装置は起動時にこのメニューで設定した順番にデバイスをサーチし、起動ソフトウエアを 
見つけるとそのソフトウエアで起動します。 

<! >车一/く i >羊 一、 <十>キー/く一>羊一でブートデバイスの優先順位を変更できます。 
名'デバイスの位置へ< t >车一/く1 >丰一で移動させ、く十>车一/<一>丰一で優先順位を変 
要できます。 

I n-O EXPRESSBUILDER を起動する場合は、上図に示ず順番に設定してください。 
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Exit 

カーソルを 「 Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


このメニューのをオプションについてじ(下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時に、こ 
の項目を選択します 。 Exit & Save Change を選択すると、磕認の画面が表示されます。 
ここで、 「 Yes 」 を選択すると新たに選択した内容を CMOS 内に保ちして SETUP を終了し、本 
装置は自動的にシステムを再起動します。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせたい時 
に、この項目を選択します。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると変更した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存せずに SETUP 
を終了します。 SETUP の内容を変更している場合には磕認メッセージが表示されます。 
ここで、「 N 0」を選択すると、変更した内容を保存しないで SETUP を終わらせることができ 
ます。 「 Yes 」 を選択すると変更した内容を CMOS 内に保ちして SETUP を終了し、本装置は自 
動的にシステムを再起動します。 

Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト值她荷時の設赵に戻したい時に、この項目を選択しま 
す 。 Load Setup Defaults を選択すると、磕認の画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、デフォルト値に戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューの 
画面に戻ります。 












Save Custom Defaults/Load Custom Defaults 


お客様の SETUP パラメータの設定を一時的に CMOS に保存する場合 、 Save Custom 
Defaults を選択します。また、ここで保存した設をを□—ドする場合には 、 Load Custom 
Defaults を選択します。 

Discard Changes 

新たに CMOS に値を保存する前に今回の変更をじ(前の値に戻したい場合は、この項目を選択 
します。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、じ(前の値に戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューの画面 
に戻ります。 

Save Changes 

SETUP を終了せず、新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存する時に、こ 
の項目を選択します。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると CMOS 坏揮発性メモリ）内に保存します。 「 No 」 を選択すると 
Exit メニューの画面に戻ります。 
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ディスクアレイコンフィグレーシヨン 

ここでは、オンボード RAID ( MegaRAIDROMB ) を使用して、内蔵の八ードディスクドライブをディスク 
アレイ構築するためのディスクアレイコンフィグレーションユーティリティ rWebBIOS 」 じついて説明し 
ます。 


1 • RAID にごいて 


ここでは、オンボード RAID(MegaRAID ROMB ) がサポートしている RAID 機能について説 
明します。 

1-1. RAID の概要 


1 -1-1.RAID(Redundant Array of Inexpensive Disks ) とは 


直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクドライブを複数まとめて扱う 
技術のことを意□ホします。 

つまり RAID とは複数の八ードディスクドライブを1つのアレイ(ディスクグループ)として構 
ぶし、これらを効率よく運用することです。これにより単体の大容量八ードディスクドライ 
ブより高いパフォーマンスを得ることができます。 

オンボード RAID ( MegaRAIDROM 目）では、1つのディスクグループを複数の論理ドライブ 
(バーチャルディスク)に分けて設定することができます。これらのバーチャルディスクは、 
オンボード RAID(MegaRAID ROMB ) からそれぞれ1つの八ードディスクドライブとして認 
識されます。オンボード RAID(MegaRAID ROMB ) からのアクセスは、ディスクグループを 
構ぶしている複数の八ードディスクドライブに対して並行して行われます。 


また、使用する RAID レベルによっては、ある八ードディスクドライブじ障害が発生した場 
合でも残っているデータやパリティからリビルド機能じよりデータを復旧させることがで 
き、高い信頼性を提供することができます。 
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1-1-2. RAID レベルについて 

RAID 機能を実現する記録方式には、複数の種類(レベル)が存在します。その中でオンボード 
RAID ( MegaRAIDROM 目）がサポートする RAID レベルは 、 「RAID OJrRAID 1 JRAID 5」 で 
す。ディスクグループを作成する上で必要となる八ードディスクドライブの数量は RAID レ 
ベルごとに異なりますので、下の表で磕認してください。 


RAID レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID0 

1 

13 

RAID1 

2 

2 

RAID5 

3 

13 

RAID 1 のスパン 

4 

4 

RAID 日のスパン 

6 

12 


Pl ： • 各 RAID のレベル詳細は、 「 1-2. RAID レベル」 （202 ぺージ）を参照してください。 

「ヒント I • N8154-13 増設 HDD ケージを増設することにより、ハードディスクドライブを最大 13 台 

まで増設可能。 


1-1-3. ディスクグループ (Disk Group) 

ディスクグループは複数の八ードディスクドライブをグループ化したものを表します。オン 
ボード RAID(MegaRAID ROMB ) の設定可能なディスクグループの数は、八ードディスクド 
ライブを5台実装した場合で最大5個になります。 

次の図はオンボード RAID(MegaRAID ROMB ) に八ードディスクドライブを3台接続し、3 
台で1つのディスクグループ ( DG ) を作成した構成例です。 


ディスクアレイコント□-ラ 


DG 0 容量108能 



八ードデイスク 
ドライブ1 
(36 GB ) 


八ードデイスク 
ドライブ2 
(36 GB ) 


八ードディスク 
ドライブ3 
(36 GB ) 
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1-1-4. バーチャルディスク (Virtual Disk) 

バーチャルディスクは作成したディスクグループ内に、論理ドライブとして設をしたものを 
表し、 0 S からは物理ドライブとして認識されます。オンボード RAID(MegaRAID ROM 目） 
の設を可能なバーチャルディスクの数は、最大40個になります。 

次の図はオンボード RAID(MegaRAID ROMB ) じ八ードディスクドライブを3台接続し、3 
台で1つのディスクグループ ( DG ) を作成し、その DG じ RAID 5 のパーチヤルディスク ( VD ) を 
2つ設をした構成例です。 


ディスクアレイコント□-ラ 


DG 0 容量 108 GB 



^— _ ィ 


^^ ィ 


- -^ 



VD 0-1 

20 GB 


VD 0-2 

20 G 巨 


VD 0-3 

20 GB 

VD 0 ( RAIDS ) 
容量 40 GB 


VD 1-1 

16 G 巨 


VD 1-2 

16 G 巨 

^ 


VD 1-3 

16 G 巨 

VD 1( RAIDS ) 
容量 32 GB 


J \— ドデイスク 
ドライブ1 
(36 GB ) 


八ードデイスク 
ドライブ2 
(36 GB ) 


八ードデイスク 
ドライブ3 
(36 GB ) 


1-1-5. パリテイ （ Parity) 

冗長データのことです。複数台の八ードディスクドライブのデータから1セツトの冗長デー 
夕を生成します。 

生成された冗長データは、八ードディスクドライブが故障したときにデータの復旧のために 
使用されます。 


1-1-6 . ホットスワップ 

システムの稼働中に八ードディスクドライブの脱着(巧換)を手動で行うことができる機能を 
ホ、ソトスワップといいます。 


200 


































1-1-7. ホットスペアディスク （Hot Spare) 

ホ、ソトスペアディスクとは、冗長性のある RAID レベルで構成された□ジカルドライブ配下 
の八ードディスクドライブに障害が発生した場合に、代わりに使用できるように用意され 
た予備の八ードディスクドライブです。八ードディスクドライブの障害を橫化すると、障 
害を橫化した八ードディスクドライブを切り離し(オフライン）、ホ、ソトスペアディスクを使 
用してリビルドを実行します。 

■: ホ、ソ トスペアディスクを使用したリビルド「スタンバイリビルド」についてはに.オンボード 

RAID(MegaRAID ROMB) の機能について」 （205 ぺージ）を参照してください。 
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1-2. RAID レベル 

オンボード RAID(MegaRAID ROMB ) がサポートしている RAID レベルについて詳細な説明 
をします。 


1-2-1. RAID レベルの特徴 

を RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID 0 

ストライピング 

なし 

データ読み書きが最ち高速 
容量が最大 

容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X 八ードディスクドライブ台数 

RAID 1 

ミラーリング 

あり 

A - ドディスクドライブが2台必要 
容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

RAID 5 

データおよび冗長データ 
のストライピング 

あし J 

八ードディスクドライブが3台]:>(上必要 
容量 = へー ドディスクドライブ1台の容量 

X (八ードディスクドライブ台数- 1) 


1-2-2. 「 RAIDO 」 について 

データをを八ードディスクドライブへ分散して記録します。この方式を r ストライピング」と 
呼びます。 


図ではストライプ1の isk 1)、 ストライプ 2( Disk 2)、 ストライプ 3( Disk 3) •- •というように 
データが記録されます。すべての八ードディスクドライブに対して一括してアクセスできる 
ため、最も優れたディスクアクセス性能を提供することができます。 

I n-O RAIDO はデータの冗長性びありません。 A - ドディスクドライブび故障ずるとデータの復 

g 重 3 旧びでをません。 


アレイコント□ーラ 




^ -^ 

^ - 



八ード 
テイスク 
ドライブ1 


八ード 
テイスク 

ドライブ2 

_ ^ 


八ード 
デイスク 

ドライブ3 

< _ ^ 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ3 

ストライプ4 


ストライプ己 


ストライプ6 
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1-2-3. 「 RAID 1 」について 


1 つの八ードディスクドライブに対してもう1つの八ードディスクドライブへ同じデータを 
記録する方式です。この方式を r ミラーリング」と呼びます。 

1台の八ードディスクドライブにデータを記録するとき同時に別の八ードディスクドライブ 
に同じデータが記録されます。一方の八ードディスクドライブが故障したときに同じ内容 
が記録されているもう一方の八ードディスクドライブを代わりとして使用することができ 
るため、システムをダウンすることなく運用できます。 


アレイコント□ーラ 



ストライプ1 


ストライプ1 

ストライプ2 


ストライプ2 


1-2-4. 「 RAID 引について 

RAIDO と同様に、データをを八ードディスクドライブへ r ストライピング」方式で分散して 
記録しますが、そのときパリティ饥長データ)もを八ードディスクドライブへ分散して記録 
します。この方式を r 分散パリティ付きストライピング」と呼びます。 

データをストライプ( X )、ストライプ ( X +1)、 そして ストライプ( X ) と ストライプ ( X +1) から生 
成された パリティ（ X ， X +1) というように記録します。そのため パリティ として割り当てられ 
る容量の合計は、ちょうど八 ードディスクドライブ 1台分の容量になります。□ジ カルドラ 
イブを 構成する八 ードディスクドライブ のうち、いずれかの1台が故障しても問題なく デー 
夕が使用できます。 


アレイコント□ーラ 


^- ^ 


^- ^ 


^- ^ 

八ード 

ディスク 

ドライブ1 

^- ^ 


八ード 
デイスク 

ドライブ2 

^- / 


八ード 

ディスク 

ドライブ3 

^- / 


ストライプ1 


ストライプ2 


パリティ（1,2) 




ストライプ4 


パリティロ， 4) 


ストライプ3 




パリティ（己， 6) 


ストライプ己 


ストライプ6 
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1-2 - 日 . 「 RAID 1 のスパン」について 

データを2つの八ードディスクドライブへ r ミラーリング」方式で分散し、さらにそれらのミ 
ラーを r ストライピング」方式で記録しますので、 RAIDO の高いディスクアクセス性能と、 
RAID 1 の高信頼性を同時に実現することができます。 



アレイコント□ーラ 








I I 

I I 

I I 


ぐ ^ 




_ ン 


^ - > 

八ード 
ディスク 
ドライブ1 


八ード 
デイスク 

ドライブ2 

_ ^ 


八ード 
デイスク 
ドライブ3 


八ード 
ディスク 
ドライブ4 


ストライプ1 


ストライプ3 


ストライプ己 


八 


RAID1 - 





ストライプ1 


ストライプ2 



ストライプ3 


ストライプ4 



ストライプ己 


ストライプ6 



ストライプ2 


ストライプ4 


ストライプ6 




RAID1 - 


▲ 


RAID 日 


1-2-6. 「 RAID 日のスパン」について 

データをを八ードディスクドライブへ r 分散パリティがきストライピング」で分散し、さら 
にそれらを r ストライピング」方式で記録しますので、 RAIDO の高いディスクアクセス性能 
と、 RAID 5 の高信頼性を同時に実現することができます。 



アレイコ: 

ノト □—ラ 


I I I I I I 








ストライプ1 


ストライプ6 


パリティ（9, 10) 


t 


ストライプ2 


パリティ（5, 6) 


ストライプ9 


パリティ（1,2) 


ストライプ己 


ストライプ10 


RAID1 


ストライプ3 


ストライプ8 


パリティ（11, 12) 


八 


RAIDO 


ストライプ4 


パリテイの， 8) 


ストライプ11 


RAID1 


パリティ（3, 4) 


ストライプ7 


ストライプ12 
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. オンボード RAID(Me 呂 aRAID ROMB ) の機能について 


オンボード RAID(MegaRAID ROMB ) が持つ機能を説明します。 

2-1. リビルド 

リビルド ( Rebuild ) は、八ードディスクドライブに故障が発生した場合に、故障した八ード 
ディスクドライブのデータを復旧させる機能です。 『 RAID 1』 や 『 RAID 5』 など、冗長性のあ 
るバーチャルディスクに対して実行することができます。 


2-1-1. マニュアルリビルド ( 手動リビルド） 

オンボード RAID(MegaRAID ROMB ) の管理ユーテイリテイ MegaRAID Storage Manager 
を使用し、手動で実施するリビルドです。八ードディスクドライブを選択してリビルドを実 
行することができます。 


2-1-2. 才ートリビルド ( 自動リビルド） 

MegaRAID Storage Manager などのユーティリティを使用せず、自動的にリビルドを実 
行させる機能です。 

オートリビルドには、 U 下の2種類の方まがあります。 

• スタンバイリビルド 

ホ、ソトスペアディスクを用いて自動的にリビルドを行う機能です。ホ、ソトスペアディス 
クが設をされている構成では、バーチャルディスクに割り当てられている八ードディス 
クドライブに故障が生じたときに、自動的にリビルドが実行されます。 

• ホットスワップリビルド 

故障した八ードディスクドライブをホ、ソトスワップで交換することにより、自動的にリ 
ビルドが実行される機能です。 

M-O リビルドを実行ずる場合は、下の点にを意してください。 

• リビルドに使用ずる八ードディスクドライブは、故障した八ードディスクドライブと 
同一容量、同一回転数、同一規格のものを使用してください。 

• リビルド中は負荷びかかるため、処理速度はお下します。 

• リビルド中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実施しないでください。万び 
一、停電などの不慮な事故でシャットダウンしてしまった場合、速やかに電源の再投入 
を行ってください。自動的にリビルドび再開されます。 

• 故障した八ードディスクドライブを巧いてか5新しい八ードディスクドライブを実装 
するまでに、目 Of 少 m 上の間隔をあけてください。 

• ホットスワップリビルドび動作しない場合は、マニュアルリビルドを実行してくださ 
い。 

• ホットスペアディスクは、パーティシヨンのある八ードディスクドライブおよび他アレ 
イで使用していた八ードディスクドライブを指定でをません。この場合、新品の八ード 
ディスクドライブか、フォーマット済みの八ードディスクドライブを使用してくださ 
し、。 
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2-2 •パト □ ールリード 

パト□ールリード (Patrol Read ) は、八ードディスクドライブの全領域にリード&ベリファ 
イ試験を実施する機能です。パト□ールリードは、バーチャルディスクやホットスペアに割 
り当てられているすべての八ードディスクドライブに対して実行することができます。 

パト□ールリードにより、八ードディスクドライブの後発不良を橫化-修復することができ 
ます。 


冗長性のあるバーチャルディスクを構成する八ードディスクドライブやホ、ソトスペアディス 
クに割り当てられた八ードディスクドライブの場合は、実行中に橫化したエラーセクタを 
修復することができます。 

M-O パト□—ルリードを実行する場合は、 ly 下の点に注意してください。 

• パト□-ルリードは、工場出荷時は 「 Disable 」 に設定されています。 

• メディアパト□-ルを実施ずるためには Me 呂 aRAID Storage Mana 呂 er のインス 
トールび必要です。 

• パト□ールリード実行中にシステムの再起動を行うと最初 ( A — ドディスクドライブの 
先頭)か5パト□ールリードをやり直しまず。 


2-3. 壁合性チェック 

整合性チェック (Check Constetency ) は、パーチャルドライブの整合性をチェックするため 
の機能です。 『 RAID 1』 や 『 RAID 5』 など、冗長性のあるパーチャルドライブに対して実行する 
ことができます。 

整合性チェックは、 Web 目 IOS や MegaRAID Storage Manager から実施することができま 
す。 


整合性チェックは整合性をチェックするだけでなく、実行中に橫化したエラーセクタを修復 
することができるため、予防保守として使用できます。 

M-O 整台性チ I ックを実行する場合は、下の点にま意してください。 

• 整合性チェック中は負荷びかかるため、処理速度はお下します。 

• 整合性チェック実行中にシステムの再起動を行うと途中か5再開します。 
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2-4. バックグラウンドイニシャライズ 

5台]: i 上の八ード ディ スクドライブで構ぶされた ディ スクグループじ RAID 5 のバーチャル 
ディスクを作成した場合、自動的にバックグラウンドイニシャライズ (Background 
Initialize ) が実施されます。バックグラウンドイニシャライズ機能は、初期化されていない領 
域に対してバックグラウンドでパリティ生成処理を行う機能であり、整合性チェックと同等 
の処理を行います。 

ただし、 W 下の場合はバックグラウンドイニシャライズが実施されません。 

♦ バックグラウンドイニシャライズが実施される前にフルイニシャライズ (Full Initialize )* 
を実施し、正常に完了している場合 

♦ バックグラウンドイニシャライズが実施される前に整合性チェックを実施し、正常に完 
了してし^る場合 

♦ バックグラウンドイニシャライズを実施される前にリビルドを実施し、正常に完了して 
し^る場合 

• バーチャルディスク作成時に、 「 Disable 目 GI 」 の設定を 「 Yes 」 に設定した場合 

* フルイニシャライズは、バーチャルディスクの領域全体を「0」でクリアする機能で 
す。 

また、一旦バックグラウンドイニシャライズが完了しているバーチャルディスクに対して W 
下の操作を行った場合は、再度バックグラウンドイニシャライズが実施されます。 

♦ バーチャルディスクが縮退状態 ( Degraded ) やオフライン状態 ( Offline ) の場合に、オフラ 
インの八ードディスクドライブに Make Online を実施し、バーチャルディスクが Optimal 

しなったふなも 

♦ ディスクアレイコント□ーラを保守部品などに交換した場合 

♦ 既存のバーチャルディスクにリコンストラクションを実施し、八ードディスクドライブ 
5台 t (上の RAID 5 構成に変更した場合 

M-O バックグラウンドイニシャライズを実行する場合は、 ly 下の点にま意してください。 

• バックグラウンドイニシャライズ中は負荷びかかるため、処理速度はお下します。 

• バックグラウンドイニシャライズを中断させても、数分後に再度実施されまず。 
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2-5. リコンストラクション 


リコンストラクシヨン ( Reconstruction ) 機能は、既存のバーチヤルディスクの RAID レベル 
や構ぶを変更する機能です。リコンストラクシヨン機能には W 下の3通りの機能があります 
が、オンボード RAID(MegaRAID ROMB ) では Migration with addition のみをサポートして 
います。 


2- 日 -!. Removed physical drive 

オンボード RAID(MegaRAID ROMB ) ではホサポートです。 


2-5-2. Migration only 

オンボード RAID(MegaRAID ROMB ) では未サポートです。 


2- 曰 -3. Migration with addition 

既存のパーチヤルディスクに八ードディスクドライブを追力□する機能です 。 MegaRAID 
Storage Manager 上では 、 「Add Drive 」 と表示されます。本機能の実行パターンは W 下の通 
りです 。 （a :追力□する八ードディスクドライブの数） 


実行前 

実行後 

特徴 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドラィブ数 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドラィブ数 

RAID 0 

X 台 

RAID 0 

X +0 [ZI 

八ードディスクドライブ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID 0 

1 台 

RAID 1 

2 台 

容量は変更されない 

RAID 0 

X 台 

RAID 5 

X +0 [ZI 

八ードディスクドライブ a - 1 台 
分の容量が拡大される 

RAID 1 

2 台 

RAID 0 

2+0 a 

八ードディスクドライブ a +1 
台分の容量が拡大される 

RAID 1 

2 台 

RAID 5 

2+0 a ' 

八ードディスクドライブ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID 已 

X 台 

RAID 0 

X +0 [ZI 

八ードディスクドライブ a +1 
台分の容量が拡大される 

RAID 5 

X 台 

RAID 5 

x + a 台 

八ードディスクドライブ a 台分 
の容量が拡大される 
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リコンストラクションを実行する場合は、下の点に注意してください。 

• リコンストラクション実行前に、必ずデータのバックアップと整台性チェックを実施し 
て < ださい。 

• 1つのディスクグループに複数のパ’ーチャルディスクを作成している構成には、リコン 
ストラクションは実施できません。 

• リコンストラクション中は負荷びかかるため、処理速度はお下しまず。 

• 縮退状態 ( De 呂 raded ) のパ’ーチャルディスクには実行できません。リビルドを実行し、 
バーチャルディスクを復旧した後で実行してください。 

• リコンストラクション中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実施しないでくだ 
さい。万び一、停電等の不慮の事故でシャットダウンをしてしまった場合は、速やかに 
電源を再投入してください。再起動後、自動的に再開されまず。 

• 構成によっては、リコンストラクションび完了後に、自動的にバックグラウンドイニ 
シヤライズび実行される場台びありまず。 


例） RAID 己のパ ’ ーチャルディスクの Mi 呂 ration with addition 

W 下は、 36 GB A - ドディスクドライブ X 3台で構成された RAID 5 のバーチャルディス 
クに、 36 GB 八ードディスクドライブを1台追力□する場合の例です。 


【実行前】 
容量 = 72GB 




^- - 


イ 

36GB 



Migration with addition 実行 


36GB 


36GB 


36GB 


【実行後】 
容量 =108GB 


バーチャルディスク （ RAID 己 ) 


ぐ ^ 

^- ィ 


^ Nj 

- - 


^- - 

36GB 


36GB 

^- 


36GB 

_ ) 



バーチャルディスク （ RAID 己 ) 
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3. WebBIOS をほ用する前に 


rWebBIOS 」 を使用する前に、サポート機能およびを意事項をご覧ください。 

3-1. ヴポート機能 

• 八ードディスクドライブのモデルを/容量の情報表示 
• 八ードディスクドライブの割り当て状態表示 
• バーチャルディスクの作成 
- RAID レベルの設定： 

— Stripe Block サイズの設定 
— Read Policy/Write Policy /10 Policy の設定 
• バーチャルディスクの設を情報-ステータスの表示 
• バーチャルディスクの削除 
• コンフィグレーションのクリア 
• イニシャライズの実行 
• 整合性チェックの実行 
• マニュアルリビルドの実行 
• リコンストラクションの実行 

3-2. パ‘ーチャルドライブ作成時のを意事項 

1 . DG を構成する八ードディスクドライブは同一容量および同一回転のものを使用してください。 

2 . VD を構築した後、/必ず Consistency Check を実施してください。 

3 . オンボード RAD(MegaRAID ROMB) じ 0S をインストールする際は、 0S インストール用の VD の 
みを作成してください。 

4 . Web 目 IOS は DianaScope のリモートコンソール機能では動作しません。 

己. Physical Drives で表示される Physical drive 番号は、3.巳インチディスクベイのス□、ソト番号と一 
致しません。「4-6-1. Physical Drives Prope け ies」 を参照してください。 
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目 . WebBIOS の Physical Drives で表示される Physical drive 番号と、 MegaRAID Storage Manager 
で表示される Physical drive 番号は一致しないことがあります。 

Web 目 10 S の Physical Drives で表示される Physical drive 番号は、 MegaRAID Storage Manager 
のディスクの Properties ビユーで表示される Device ID 番号と一致します。 

下図の例では、 Web 目 10 S の Physical Drive 2 (PD 2) は、 MegaRAID Storage Manager のディス 
クの Properties ビュー表示では、 Physical Drivel として表示されています。 


WebBIOS の Physical Drives 表示画面 


MegaRRID BI 股 Configuration Utility Uirtual ConfiguratiGn 


却卽四] 



Fhysic^d Drives 


J4V;PD2：: dgJ od 
UGl: 0[ 


OHLIHE： 34176 MB： SEAGATE ST 336754 SS 


.： OHLIHE: 3417 日 MB： SEAGATE ST 336754 SS 
も DGl： Q 时 LIME: 34176 HE： MAXTOR 占 TL 立 SI 己 K2 36SAS 
;;PD7: DGG: OMLIME: 139200 MB: HIT 立 CHI HUSl 51414 VLS 30 □ 


屯;邑 


DGG: OMLIHE: 139200 HB: MAXTOR ATL 立 31 己 K2147S 立 S 


Virtual Drives 


MegaRAID Storage Manager のディスクの Properties ビュー画面 

|V 山師拙 IlLHEQgfpJ 阻晒 P? 啡 1 がけ 1, 



Server ： 10.10.2.100 
ControllerO 
Controller! 

r7dPo"o 

を 


hi Drivel'34688 MB 


D 


Physical Drive 1 : 34688 MB 
^ Physical Drive 4 : 1 巧 713 MB 
襄 Physical Drive 5 :139713 MB 

- ， 7dPo け？ 

-r7dP 。 が 
kZPo け 4 

;Ports 

KTdPo け 6 
■TdPo け 7 

し因 Battery Backup Unit 


PnMiuctInfo : 5T3 36754 S5 

R4>vKion 14>wl : 0003 


^.^ysical Drive State Onlli« 
SlotNumiMr : 3 

RawSiz« : 346S8MB 

SASAddressO : flxSOOOC 500005 2 S 3 7D 


Vendor ID : SEAGATE 
Coerced Size : 34176 MB 

Media Error Count 0 
Physical Drive Type SAS 
Pred Fail Count : 0 
SCSI Device Type : Disk 
SASAddre 巧 1 :化ぶ 
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.WebBIOS の起動とメニ 


4-1. WebBIOS の起動 

1 . 装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、正 SC ] キーを押してください。 


NEC 

Press <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 


2 . POST 画面が表示された 6< Ctrl >+< H > キーを押して Web 目 lOS を起動します。 


【 POST 画面イメージ(パ’ーチャルディスク未設定時)】 


LSI MegaRAID SAS - MFI BIOS Version XXXX (Build MMM DD, YYYY) 
Copyright (c) 2005 LSI Logic Corporation 

HA - X (Bus X Dev X) MegaRAID SAS XXX (1000/0411/1033/8287) 

FW package: X.X.X - XXXX 

0 Logical Drive(s) found on the host adapter. 

0 Logical Drive(s) handled by BIOS. 

Press <Ctrl> <H> for WebBIOS. 


w-Oi^ 

POST 中はく Pause 〉 キーなどの操作に関係ないキーを}甲さないでくださし、。 
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4-2. Main Menu 

WebBIOS を起動すると最初に表示される [Adapter Selection ] 画面です。 WebBIOS を用い 
て操作を実施するコント□ーラを選択し、 " S ねけ"をクリックしてください。 



Pl ： オプションの N81 03-90 ディスクアレイコントローラを実装している場合、 N81 03-90 ディ 
I ヒンり スクアレイコントローラは、 MegaRAIDSAS8408E と表示されます。 

オプションの N8103-81 ディスクアレイコントローラを実装している場合、 N81 03-81 ディ 
スクアレイコントローラは、 MegaRAID SCSI 320-2 と表示されます。 

オンボード RAID(MegaRAID ROMB) は、再下部に表示されます。 

n-O N 8 103-81 ディスクアレイコント□—ラを実装している場合、 WebBIOS を使用して 
胃司 N 8 103-81 ディスクアレイコント□—ラのコンフィグレーションをしないでください。 
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[Adapter Selection ] を実行すると Web 巨 lOS トップ画面が表示されます。 



1 |-〇 Physical Drives で表示される Physical drive 番号は、 3 . 己インチディスクベイのス日ッ 

卜番号と一致しません 。 PD 0 は 、 Physical Drive 番号 " 0" になります。 

[4-6-1.Physical Drives Props け ies 」 に 21 ぺージ ) を参照してください。 






























4-3. Adapter Properties 

WebBIOS トップ画面にて [Adapter Properties ] をクリ、ソクすると、設を情報を表示するこ 
とができます。 



設定:情報画面じて [ Next ] をクリ、ソクすると、詳細設定を表示することができます。 
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初期設定値および、設定値説明 


項目 

設定値 

説明 

娑更可否 

備考 

Battery Backup 

Present 

None 

バ、ソテリのプ□パティ画面を 

- バ、ソテリ搭載時 ： Present 
- バッテリホ搭載時 ： None 

\ 


Set Factory Defaults 

No 

Yes 

本製品の設定を工場出荷時の 
状態に戻します。 

巧 


Cluster Mode 

Disabled 

\ 

不可 


Rebuild Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


Patrol Read Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


巨 Gl Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


CC Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


Reconstruction Rate 

30 

奨励設定値： 30 

巧 


Adapter BIOS 

Enabled 

Disabled 

\ 

不可 


Coercion Mode 

None 

128 MB-way 

1 GB-way 

\ 

不可 


PDF Interval 

300 

\ 

不可 


Alarm Control 

Disabled 

Enabled 

Silence 

Disabled :アラームなし 

不平 2 


Cache Flush Interval 

4 

\ 

不可 


Spinup Drive Count 

2 

\ 

不平 1 


Spinup Delay 

6 

\ 

不可* 1 


Stop On Error 

Disabled 

Enabled 

\ 

不可 



*1 Set Factory Defaults 実施後 、 Spinup Drive Count、Spinup Delay の値と異なる場合、 
設定値(こ変更して < ださい。 

*2 Alarm Control を Enabled に設定しても、ビープ音じよる異常報告はされません。 


設定値変更方法 

[Adapter Prope け ies ] 画面じて設を変更可能なパラメータを変更した後、画面中央じある 
に ubmit ] ボタンをクリ、ソクして設定値を確をしてください。 

























"Battery Backup " のステータスが" Present " と表示されます。 [ Present ] をクリ、ソクすると、 
下記のバッテリステータス画面が表示されます。 


I — -〇 上記プ □ パテイ画面において " Auto Learn Period" , "Next Learn Time" および " Leam 

Delay Interval" は設定変更不可です。 

• バッテリが充電状態のとき、 S ね tus は" Charging " となります。 

バッテリが放電状態のとき、 S ね tus は" Discharging " となります。 

• バッテリ交換後、装置の電源をオンしても直ぐに充電状態に遷移しなぃことがあります。 
数時間程度装置を通電した後、再度 S ね tus を確認してください。 




LEI 田 


口 ] か」 I を I け」 


Battery Type: 

iBBU 

Voltage: 

.mV 

Current: 

X 

Temperature: 

31 deg centigrade 

Statius: 



Design Info 


刪化 me: 

LS に 10000 日 

fyytfig 由 te: 

|yytyyl/DD/YYYY 

Serial No: 

川ゴ 

Design Capacrty 

の 

Design Vbltage: 

が OOmV 

Deyce 化 me: 

5806-2 

Deyce Chemistry: 

MMH 


Capacity Info 


Full ひ large 

Capacity: 

。の 

Remaining 

Capacity: 



Properties 


Ajto Learn Period (sec) 

1 XXXXXXXXX 

Next Leam Time (sec) 


Learn Delay Interval (hrs) 

1 XXX 


# Go J 


过 


Home 


♦ Back 



RA D B 
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4-4. Scan Devices 


WebBIOS 卜、ソプ画面にてに can Devices ] をクリ、ソクすると、接続されている八ードディス 
クドライブを再認識します。この機能は WebBIOS 起動後に新たな八ードディスクドライブ 
を接続した際に有効です。 

n-O 新たに接続した八ードディスクドライブに他のコンフィグレーシヨン情報び保存されている 

場合、下記の [ Forei 呂 n Confi 呂 uration ] 画面び表示されます。そのまま新規八ードディス 
クドライブとして使用ずる場合は、 " ClearForei 呂 nCf 呂"をクリックしてください。 

新たに接続した八ードディスクドライブ内のコンフイグレーシヨン情報びクリアされまず。 
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4-5. Virtual Disks 



Fast Ini わ lize 
Slow Ini わ lize 
Check Consistency 
Properties 

Set Boot Drrire (Current = 0) 


勺 6 。り Reset 



口 I か I 。（1 


Web 巨 lOS トップ画面にて [Virtual 口 sks ] をクリ、ソクすると、すでに構成されている VD に対 
する操作画面が表示されます。 


Pi 


VD び存在しない場合は、画面ち上の欄に VD び表示されません。本操作画面は VD が存在す 
るときに使用してください。 



VD X: RA D X: 


Mega RAID BIGS Configure ion Utility V 


r r r r r 
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4-6. Physical Drives 

Web 巨 lOS トップ画面にて [Physical Disks ] をクリックすると、接続されている Physical 
Drive (八ードディスクドライブ)に対する操作画面が表示されます。 



n-O PD び存在しない場合は、画面も上の欄に PD び表示されません。本操作画面は PD び存在ず 
るときに使用してください。 
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4-6-1. Physical Drives Properties 

Physical Drive の Property の磕認は JU 下の手順で行います。 Physical Drive 番号0の 
Property を確認する例を説明します。 Physical Drive が、 3.5 インチディスクベイのどのス 
□、ソト番号に実装されているか磕認することができます。 

①磕認する PD 0 をクリックする。 

⑤ Properties のチェック欄をクリックする。 

⑤ Go をクリックする。 



Slot Number は、 3.5 インチディスクベイの実装されているス□ット番号を示します。この 
例では、ス□ット2に実装されていることを示します。 


MegaRRID BIOS Configuration Utility Physical Drive 


逊： !^ 創些 1 を | 



Locate のチェック欄をクリ、ソクして I 言ご〇 | をクリ、ソクしても何も行われません。 
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4-7. Configuration Wizard 

接続した八ードディスクドライブを用いて RAID を構築する機能です。本機能については次 
項"バーチャルディスクの構築"にて説明します。 


4-8. Adapter Selection 

N 8 103-90 ディスクアレイコント□ーラを複数枚実装した際に、をアダプターの設定を行 
うために、 WebBIOS にてコント□ールするアダプタを変更する必要があります。 WebBIOS 
トップ画面より [Adapter Selection ] をクリックすると、 WebBIOS 起動時に表示される 
[Adapter Selection ] 画面が再度表示されます。 


4-9. Physical View / Logical View 

VD を構築している場合、 Web 目 I 0 S トップ画面にディスクグループ ( DG ) が表示されます。 
[Physical View ] をクリ、ソクすると、 DG を構築している八ードディスクドライブの情報が表 
示されます。 [Logical View ] をクリックすると、 DG 内で構築されている VD が表示されま 
す。 


4-10. Events 

イベント情報を磕認する画面です。 

I — _〇 Events 機能をサボートしていません。 




4-11.Exit 

Web 巨 lOS トップ画面より [ Exit ] をクリ、ソクすると、 WebBIOS を終了するための確認画面が 
表示されます。 WebBIOS を終了する際は、下記画面にて [ Yes ] をクリックしてください。 



WebBIOS が終了すると、下記の画面が表示されます。装置を再起動してください。 
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5. パーチヤルディスクの構築 


ここでは WebBIOS を用いて、 VD (バーチャルディスク)を構築する手順を説明します。 

5-1.Configuration Wizard 

WebBIOS を起動し、トップ画面よりに onfiguration Wizard ] をクリックすると、下記の画 
面が表示されます。該当する操作を選択し、画面ち下の [ Next ] をクリックしてください。 



Clear Conriguration : 
New Configuration : 

Add Configuration : 


コンフィグレーションをクリアします。 

コンフィグレーションをクリアし、新しい VD を作成します。既 
存 VD が存在する場合はごを意 < ださい。 

既存 VD が存在する状態で、新たに VD を追力□します。 
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[New Configuration ] または [Add Configuration ] を選択した場合、下記の画面が表示されま 
す。 


Mega RAID BIOS Conf igur^ion Utility Configure 



口 ndcanbe お inethe most efficienf corrlgLT^onfor yoLr system uorrigurarion]. 

Or if you are an experienced user. Vizard cantake youthrou ホ the steps 
(Custom Corfigur^ion) 


r 


Cii^m Coni'Iguai.kin: 


AuLa Conf ( gdBLkin : wiLh Rediin と ncy 


AdlG Conflgd 口 Lhn:wlLhiA Rcduncbncy 


Alkhvs-^u iG が Iw allnpecls ゴ Ihc 
canflgd 口 Lkin.dttgraiJ 。 . 川 。 Idh • じ . and 
"c|r ロロ mWL 

AuLamai.kal^craL«s d ijridanl dbt g 口 ij の 

and vIliBldb じ . whs pcinlbb. and 

"c|r ロロ mWL 

AulGmai.lcal^craln- rnn^wdijndarUdbt 
graij に and 川口 1 化じ . and WL"hclr 
口 sm お L 


Cancel |か Back h* Hext 」 


Custom Configuration 

Auto Configuration : 
with Redundancy 

Auto Configuration : 
without Redundancy 


手動コンフィグレーションを実施します。 

(RAID レベルやサイズ等をすべて手動操作でまをします。） 

自動コンフィグレーションを実施します。 

(冗長性のある RAID レベルにて VD が構成されます。） 

自動コンフィグレーションを実施します。 

(冗長性の無い RAID レベルにて VD が構成されます。） 


I W-0 "Custom Confi 呂 uration" 機能のみをサボートしています。 
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複数台の PD(Physical Drive ) をひとまとめの DG(Disk Groups ) としてを義します。 


Mega RAID BIOS 


Corf 

iguration Utility Corfi£|Wi 口 nd - DG Definition 




御 


DbtGrajp D ゴ Inlbn: Ta add drive;, in a taHCantral 崎 whIbMb け l^g 

U>>ca イ Gaod drKm and cittan Accct DG. DfKrc sddlLbncan be 
undarH wbcll リ Ihc Recbim buHan. 






PDO 
PD 
PD 2 


U り 00 り roooD 
UhlOOUrGOOD 
GOOD 


XXX)tX UE 
XXXXX WE 


丢 Acept DG ま Reclaim 


乂 Cancel I か Back 1 I# Max 


n-O 複数の DG(Disk Groups ) をディスクベイのス□ット順に定義する場合 、 Physical drive 

番号は、ディスクベイのス□ット番号と一致しないため、実装されているス□ット番号を 
Physical Drive の Properties 画面で確認してください。 


① DG を構成する Physical Drive (八ードディスクドライブ)をく Ct 「 l > キーを押しながらク 
リックすることで、複数台選択します。 
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②選択完了後、画面ち下の [Accept DG ] をクリックします。 


Physical Dtiyes 


Qsk GroLps 




圆 Bi 圍 


さ Accept DG 


■J" Redaim 


⑤画面ち側口 sk Groups の欄に、新しい DG が構築されます。 DG の構築終了後、画面ち下 
の [ Next ] をクリックします。 




PD 0: AO: 04 LlhlE:；^™ WE 
PD 1:/W:O4Ll4E: ； « ； 0«WE 
PD 2: AO: 04 LIWE 


PD 0: 04 LlhlE:；^™ WE 
PD 1:O4Ll4E: ； « ； 0« WE 
PD 2: 04 LlhlE:；^™ WE 


を ^cept DG ♦ Redaim 
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前画面の操作で作成した DG 内に VD を構築します。 DG 5 宙定後、 VD を義画面が表示されま 
す。画面ち側の Configuration 欄内には構築した DG と、 DG 内に構築可能な VD の RAID レべ 
ルおよび最大サイズが表示されています。 



Disk Cache Policy は、オンボード RAID(MegaRAID ROMB ) のファームウェアバージョンに 
より" Disable " と表示される場合があります。 

- 運用上の問題はありません。 
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例として、 RAID 5サイズ YYYY M 巨の VD を構築します。 

①画面左側 Virtual Disk 欄へ必要なパラメータを入力します。 

⑤ "Select Size " 欄へ RAID 5じて構築できる最大サイズ YYYYY を入力します。 
③画面中央下、 [ Accep 口をクリックします。 



Disk Cache Policy は、オンボード RAID(MegaRAID ROMB ) のファームウェアバージョンに 
より " Disable " と表示される場合があります。 

運用上の問題はありません。 
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④ DG 0内じ VD 0が構築され、下の画面が表示されます。 



⑥構築した VD じ誤りがなければ、画面ち下の [ Accept ] をクリックします。 

⑥ "Save this Configuration ?" というメッセージが表示されますので、コンフィグレーシヨ 
ンを保存する場合は" Yes " をクリックします。 

⑦ "Want to Initialize the New Virtual Disks ?" と新規 VD に対しファストイニシャライズを 
実施するか否かを磕認するメッセージが表示されます。通常は" Yes " をクリ、ソクしてくだ 
さい。 

⑥ "Virtual 口 sks " 操作画面が表示されます。他の操作を行う必要が無い場合は、画面左下の 
[ Home ] をクリ、ソクしてください。 
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⑨ WebBIOS トップ画面が表示され、画面ち下に構築した VD が表示されます。 
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5-2. Configure SPAN 

例として、 4 台の八ードディスクドライブを使用して RAID 1のスパンを構築する手順を下記 
に説明します。 

I M-O 複数の DG(Disk Groups ) をディスクベイのス□ット順に定義ずる場合 、 Physical drive 
番号は、ディスクベイのス□ット番号と一致しないため、実装されているス□ット番号を 
Physical Drive の Properties 画面で確認してください。 

① Web 己 IOS トップ画面よりに onfiguration Wizard] をクリックして、 Wizard を起動します。 



Dh-t.Group D ゴ InLhn: T。add driven - La a Dtt.<3raup. taHCanLral 崎 whik-Hiding 

□ィ Gaod drhres and elk ■ い n Aceef DG. D+rc sddlLkincan bs 
lindaw わ M Is cling i.hc R«cblm buUon. 



乂 C^n—l か Back ,♦ Ned 


② DG を構成する Physical Drive (八ードディスクドライブ)をく Ct「l> 羊一を押しながらク 
リックして選択します。（例として二つの DG を構築しスパンします。） 



③選択完了後、画面ち下の [Accept DG] をクリックします。 
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④画面ち側口 sk Groups の欄に、新しい DG が構築されます。 DG の構築終了後、画面ち下 
の [Next] をクリ、ソクします。 



先程の操作により作成した DG を用いて RAID1 のスパンを構築します。 DG おを後、 VD を義 
画面が表示されます。画面ち側の Configuration 欄内には構築した DG と、 DG 内に構築可能 
な VD の RAID レベルおよび最大サイズが表示されています。 



⑥画面ち側 Configuration 欄に表示されている二つの DG を Ctrl 羊一を押しながら選択して 
ください。 

⑥ 画面左側 Virtual Disk 欄へ必要なパラメータを入力します。 

⑦ "Select Size" 欄へ YYYYY X 2( を DG の最大容量 X DG の数)を入力します。 
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n-O "Select Size " 欄を入力するときは、各 DG の RAID レベルの最大容量に DG の数を掛けた値 
を入力してください。 

>1; Disk Cache Policy は、オンボード RAID(MegaRAID ROMB) のファームウェアバージョンに 

L 卜 vjT I より" Disable" と表示される場合があります。 

- 運用上の問題はありません。 


⑥画面中央下、 [ Accep 口をクリックします。 


Virtual Disk 0 


Corfiguration 


RAID Leviel 


anp See 


Ttcess 阿に y 


Heaa Policy 


誦 e Policy 


10 Policy 


□sk Cacne 

Policy 


RAID 1 


64 KB 


Horrral 


WBack 





□red 


□ sk GroLp n: RA ID Level = Sizs Available 


Uhchanged 


□ 口 ble BGI 


Select 讯 e 


Ho 


YYYYY ■ 。 


/tcept 口 Reset 


■: Disk Cache Policy は、オンボード RAID(MegaRAID ROMB) のファームウェアバージョンに 

r ^37 Fl より" Disable" と表示される場合があります。 

- 運用上の問題はありません。 
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⑨ DG 0内に VD 0が構築され、 " Preview " 画面が表示されます。 


MegaRAID BIOS C&rfiguration Utility 口 rd - DG Definition 



獅 


DbtGradp D ゴ InLbn 


J drhws ■レ 

[incQr^ Good drives and dhan Aceef DG. Drf« addlLbn 
ijnda>K b 'Hbcll 巧 the Reebim buULan. 


PDO: >W:Oh|LlNE:XXX)« UE: 


PD 1:AO: ON line ： №¢№0¢ UB: 
PD2:»uCi ： Oh|LlNE:XXX)« UE: 
PD]:jW:OHlI4E: ； OCO« UB; 


VDO: RAID 1:YYYYY'2 HEiOpUtoI 
DG1 

VDO 向叫 


X Cancel 


Back 


♦ fie 化が 


⑩構築した VD に誤りがなければ、画面ち下の [ Accept ] をクリックします。 

⑩ "Save this Configuration ?" と磕認のメッセージが表示されますので、 " Yes " をクリ、ソク 
します。 

⑩ "Want to Initialize the New Virtual Disks ?" と新規 VD じ対しイニシャライズを実施する 
か否かを磕認するメッセージが表示されます。通常は" Yes " をクリックしてください。 

⑩ "Virtual Disks " 操作画面が表示されます。他の操作を行う必要が無い場合は、画面左下の 
[Horn 幻をクリ、ソクしてください。 

⑩ WebBIOS トップ画面が表示され、画面ち下に構築した VD が表示されます。 
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5-3. VD Definition 設定項目 

rConfiguration Wizard 」 の設を項目一覧です。 


設定項目 

パラメータ 

備考 

RAID Level 

RAIDO / RAID1 / RAIDS 


Strip Size 

8KB / 16KB/ 32KB/ 64KB/ 128KB 

奨励設定値： 64KB 

Access Policy 

RW / Read Only / Blocked 

奨励設定値 ： RW 

Read Policy 

Normal / Ahead / Adaptive 

奨励設定値 ： Normal 

Write Policy 

WBack / WThru / BadBBU 

WBack : ライトバック 

WThru : ライトスルー 
BadBBU : 使用不可 

10 Policy 

Direct / Cached 

奨励設定値 ： Direct 

Disk Cache 

Policy 

Unchanged / Enable / Disable 

奨励設定値 ： Unchanged 

Disable BGI 

No/ Yes 

VD 作成後 ( こ目 ack Ground 
Initialize を実施するか否かを 
設定します。 

奨励設定値 ： No 


H-O BGI (Back Ground Initialize ) は HDD 己台上で構成される RAID 已の VD においてのみ 
動作します。 
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各種機能操作方法 


6-1.Check Consistecy 機能 

① WebBIOS を起動します。 

⑤ WebBIOS トップ画面より 、 [Virtual Disks ] をクリックします。 

③ Virtual Disks 画面ち上より 、 Check Consistency を実行する VD を選択します。 

④ Virtual Disks 画面ち下より 、 Check Consistency チて、ソク欄をクリ、ソクします。 

⑥ チェックマークを磕認した後、 [ Go ] をクリックします。 
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Fast Initialize 
Slow Initialize 
Check Consistency 
Properties 

Set Boot Drive (Current = 0) 


句 6 。 I Reset I 




lei 3 


却 * I 。1 I (, I け I 


Prqgn： 


I — VDO mt 


Opcdhn 

Ctact. 
CantbJ-cncy 
P 〜〜 t 


③ 



⑥ Virtual Disks 画面左に 、 Check Consistency の進抄が表示されます。 

⑦ Virtual Disks 画面左下の [ Home ] をクリックして、トップ画面に戻ってください。 


— 〇 Consistency Check , Rebuild およびリコンストラクション等のバックグランドタスク 
を実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてください。進}歩画面を表示したままでず 
と、バックグランド処理が遅くなる場合びありまず。 


VD X: RA D XiXXXXXX 


S ConfiGur ゴ ion L 


r r r r I 
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6-2. Manual Rebuild 機能 

八ードディスクドライブ 3 台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において、ハード 
ディスクドライブが1台故障したケースを例に説明します。故障した八ードディスクドライ 
ブは装置の電源をオフじしてから新しい八ードディスクドライブと交換します。活栓交換を 
行っていないため 、 Auto Rebuild 機能は動作しません。そこで、下記にて説明する Manual 
Rebuild 機能を用いて VD を復旧します。 

① Web 巨 IOS を起動します。トップ画面ち横において、交換した八ードディスクドライブの 
ステータスが " UNCONF GOOD " であることを磕認します。 

下記例では、ス□、ソト番号2の八ードディスクドライブを交換しています。 

PD Missing from DGxiSlot 2 :xxxxxx M 巨の表示は、ス□、ソト番号2じ取り付けられてし^ 
た PD(Physical Drive ) が取り外されたことを示します。 


Physic；al Dnv^es 


が 

瓜 

* 


PD2: UHCOMF GOOD: 34176 MB: SEAGATE ST33 日 7 百 4S3 




PD8: DGO: OWLIME: 34176 MB: SEAGATE ST 336754 S3 


PD Hissing from DGO: Slot 2: 3417 6 HE 


Virtual Drives 


唱四 


VDO: RAIDS: 68352 MB: Degraded 


⑤ "Physical Drives " 欄より、新しく接続した八ードディスクドライブ (PD 2) をクリックし 
ます。 


八—ドウ H ア編 


239 
























③ Physical Drive のプ□パティ画面が表示されます。 

④ 画面下の" Make Global HSP " または、 "Make Dedicated HSP " を選択し、画面中央下の 
[ Go ] をクリックしてください。 



⑥ "Rebuild Progress " が表示されますので、画面左下の [ Home ] をクリックして Web 巨 IOS 
トップ画面に戻ってください。 



H-O Consistency Check , Rebuild およびリコンストラクション等のバックグランドタスク 
5^ を実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてください。進}歩画面を表示したままです 
と、バックグランド処理び遅くなる場台びあります。 
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6-3. Hot Spare Disk 設定機能 


A - ドディスクドライブ 3 台を用いて、 RAD 5 の VD を構築している環境において新たに八一 
ドディスクドライブを追力□し、その八ードディスクドライブを Hot Spare 口 sk に設をする 
ケースを例に説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面ち横において、追力□した八ードディスクドライブの 
ステータスが " UNCONF GOOD " であることを磕認します。 


Physical D wes 


田 closure 


pp ONlINE:K<K< り 、がぶん 

pp 1: AO: ONlINE:K<K< y 、がぶふ 

PD 2: AO: ONLlNEiXXXX WE:XXXX XX XX 


PD a ： UNOONrGOOD:XXXX WhXXXX XXXX 


Virtual D ル巧 


VD 0: RAID S: YYYYY 4 6:0 か Ion I 


⑤ "Physical Drives " 欄より、新しく接続した八ードディスクドライブ (PD 3) をクリックし 
ます。 
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③ Physical Drive のプ□パティ画面が表示されます。 

④ 画面ち下の" Make Global HSP " または" Make Dedicated HSP " を選択し、画面中央下の 
[ Go ] をクリックしてください。 

Global HSP : 全ての DG に対し使用可能な Hot Spare Disk のことです。 

Dedicated HSP : 特定:の DG に対し使用可能な Hot Spare Disk のことです。設 

定する際には、使用する先の DG を指定する必要がありま 
す。 
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⑥新しく接続した八ードディスクドライブのステータスが" HOTSPARE " になります。 
⑥画面左下の [ Home ] をクリ、ソクして WebBIOS トップ画面に戻ってください。 
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6-4 . リコンストラクション機能 

A - ドディスクドライブ3台を用いて、 RAD 5 の VD を構築している環境において新たに八一 
ドディスクドライブを追力□し、八ードディスクドライブ4台 RAID 5 の VD へ変更するケース 
を例に説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面ち横において、追力□した八ードディスクドライブの 
ステータスが " UNCONF GOOD " であることを確認します。 



② "Virtual Drives " 欄より、あらかじめ構築されている VD 0をクリックします。 
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⑤ VD 0 の設を画面が表示されます。 


口丄か」 4lJ\ け」 



Properties 

RAID LewI: 0 

SlzH:XXXXXX UE 

S わ ： Cl が Irml 

adpSlzHiXX KB 



Policies 

Accew 1 RW 

t 1 And 1 

Normal 

T| 

r~yh 。 1 Unchanged f 1 "わ | 

WBact 

t| 

DnabK | ,, 

DGI 1 り。 

t 1 I'o 1 

Cached 

,1 

を 

Cbngc 1 



Operations 

Dd 

rw 「 Slaw 1 ~ 

cc 

山 




Remain phyT^lcalJrhiB 


PDCi ： K<KC<XWE 

PDCi ： K<™XWE 

PDO:XXXXXXUE 


Ubdhn onif 

「 RAID 0 ,1 

y bakm wiLhsddiLkin 


ir > 。〜 t 的 & 」 



on Utility \ 


RA D B OS Conf 
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④画面ち側に、リコンストラクション機能に必要な項目が表示されています。 


r Remove physical drive 


PD 0:XXXXXXUE 
PD 0:XXXXXXUE 
PD 0:XXXXXXUE 


r 




磨 )- >1 RAIDO fl 

(]5])H^r~~ y b な bn wdhaddlLkin 


CD- 




句 Ga 


/ 


VD が定義されている DG を 
構築する八ードディスクド 
ライブ情報 


Migration Only : 

RAID レベルの変更のみ 

Migration with addition : 

八ードデイスクドライブの 
追加および RAID レベルの 
変更 


⑥ "Migration with addition " を選択します。 

⑥ リコンストラクション後の RAID レベルを決定します。 

⑦ 追力□する八ードディスクドライブを選択します。 

⑥⑥〜⑦の操作が完了しましたら、画面ち下 [ Go ] をクリックしてください。 

⑨画面左下に進抄が表示されます。画面左下の [ Home ] をクリックして、 WebBIOS トップ 
画面に戻ってください。 

M-O • リコンストラクション実行後に、パ’ーチャルディスクの容量び正常に表示されない場合 
びあります。その場合はトップ画面か 5 Scan Devices を実施してください。 

• Consistency Check , Rebuild およびリコンストラクション等のバックグランドタスクを 
実行 ^& WebBIOS トップ画面に戻るようにしてください。遵あ国®を表示したままでずと、 

ノ た J ウヴう V 尚吸斬’喔くなる場合が质りまず。 
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. オンボード RAID (MegaRAID ROMB ) 用パッテリ 


ここでは、オンボード RAID ( MegaRAIDROMB ) 用バ、ソテリの特徴、概要じついて説明しま 
す。 

7-1 . 特徴 

オンボード RAID(MegaRAID ROM 巨)には、標準でバッテリが搭載されています。 

電源瞬断などの不慮の事故によるデータ損失の危険 (Write Back 運用時)を回避することがで 
きます。 

• ディスクアレイコント日ーラの羊ヤッシュメモリ内のデータをバックアップ 
• Write Back 運用時の信頼性向上 
• 再利用巧能なニッケル水素バッテリを採用 

7-2. ユーティリティか 5 の確認 

オンボード RAID(MegaRAID ROMB ) の標準バッテリの状態磕認は、ディスクアレイコント 
日ーラの管理ユーティリティである MegaRAID Storage Manage 「™( MSM ) を使用します。 

① 0 S を起動し、 MSM を起動します。 

⑤パ、ソテリが正しく接続されている場合、 MSM の画面左側 「 Physical 」 タブ配下に 「Battery 
Backup Unit 」 アイコンが表示されます。 



Physical 


「Battery Backup 
Unit 」 アイコン 


•L 励 

バッテリが正しく接続されている場合、 WebBIOS の [Adapter Properties] 画面で " Battery 
Backup" ステータスが " Present" と表示されます。 
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Controller ID: 0 Initialization complete on VD 0 
ControlTer ID:J)_|nitializatj^n com5j^te^n_^b 1 
bon を oiler ID; 6 Fast initialization started on VD 1 

bpn 的お iJD: Olj^eated VD^_ 

Controller ID： 0 VD is now OPTIMAL VD 1 
ControMerlD: 0 Slate chanae on VD J Previous 


wO^m 

• バッテリの巧電中な 5 びに、放電中は ！" Current Write Policy 」 び 「 Wr け e Throu 呂 h 」 と表 
示されます。 

また、このとき POST で杉下のメッセージが表示されまず。 

Your battery is bad or missing，and you have VDs configured for write-back 
mode. Because the battery is not usable，these VDs will actually run in write- 
throu 呂 h mode until the battery is replaced. 

The following VDs are affected : XX 
Press any key to continue. 

参ノいツテ U1zJ レの充電率は、 Me 呂 aRAID Storage Mana 呂 e 「 の 「 Physical 」 タブー 
「 Properties 」 タブにおける 「Relative State of Charge][Absolute State of Charge 」 
で顧おできまず。 

•L 励 

• デフォルトライトポリシー (De ね ult Write Policy :ライトキャッシュの動作設を)は、工場出 
荷時 rWrite Back」 の設をとなっています。 

参ライトポリシーについて、詳しくは MegaRAID Storage Manager™ ユーザーズガイドをご覧くだ 
さい。 MegaRAID Storage Manager™ ユー ザーズガイドは、添付の EXPRESSBUILDER か 
らご寶になれます。 


⑤次に、画面左側の 「 Logical 」 タブを選択し、 「 Logical 」 タブ配下じある個々の 「Virtual 
Disk 」 を選択します。 

④画面ち側の「ド「〇戶6「舶5」タブを選択します。 

バッテリの充電が完了している場合、カレントライトポリシー (Current Write Policy : 
現在のライト丰ヤツシュの動作状態)が 「Write Back 」 になります。 


Logical' 


Properties 



^ Physical Drive 0 :34688 MB 
^ Physical Drive 1 : 34688 MB 
9 0 Virtual Disk 1:RAID 1:341 巧 MB 
9 < Array 1 

^ Physical Drive 2 :34688 MB 
^ Physical Drive 3 :34688 MB 


Size 34176 MB 

Stripe Size 64 KB 


カレントライトポリシー 


Virtual Disk State Optimal 

Access Policy Read Write 


) 妈 


デフオルトライトポリシー 


1,^1 嗎 III ぉ 

爾驢驅 r 


SII 


S 


■Sill 


I 洲一如州洲 

i 品 

I 論論 


248 


























































7-3. バッテリのリフレッシュ動作 (Learn Cycle) 

バッテリの寿命を延ばすためにディスクアレイコント□ーラは30日毎にバッテリの放電、再 
充電を行います。バッテリのリフレッシュ動作 (Leam Cycle ) の設をは MSM の Auto Learn 
Mode で行います。 MSM 画面左の 「 Physical 」 のタブをクリ、ソクし 「Battery Backup Unit 」 を 
クリ、ソクした後、画面ちの 「 Operations 」 のタブをクリ、ソクしてくださいけ rF の画面〕ピー 
参照)。 MSM インス I -ール時には Auto になっています。 

Auto のままで使用することをお奨めします。 



ディスクアレイコント□ーラはリフレッシュ動作中、 U 下の①から④の動作を行います。 

①パ、ソテリを放電する。じ(下の□グが MSM 及びアプリケーション□グに登録されます。 

Controller ID:x Battery relearn started 
Controller ID:x Battery is discharging 

Controller ID:x BBU disabled ; changing W 目 logical drives to WT 

⑤バッテリの放電を完了します。じ(下の□グが MSM 及びアプリケーション□グに登録され 
ます。 

Controller ID:x Battery「eieam completed 

③ バッテリを再度充電します。充電開始時には U 下の□グが MSM 及びアプリケーション □ 
グじ登録されます。しばらく経っても充電を開始しない場合は装置を再起動し、充電を 
開始するか磕認してください。 

Controller ID:x Battery started charging 

④ バッテリの充電を完了します。じ(下の□グが MSM 及びアプリケーション□グに登録され 
ます。この後は、30日毎に放電、充電を行います。 

Controller ID:x Battery charge complete 

Controller ID:x BBU enabled ; changing WT logical drives to W 巨 
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また、上記リフレッシュ動作が完了するまで POST で]: i 下のメッセージが表示されます。 


Your battery is baa or missing, and you have VDs configured tor write¬ 
back mode. Because the battery is not usable, these VDs will actually 
run in write-through mode until the battery is replaced. 

The following VDs are affected : XX 
Press any key to continue. 


• Auto Learn Mode の設定が Disabled の場合はリフレッシュ動作を行いません。 

• Auto Learn Mode の設定が Warn の場合はリフレッシュ動作を行いませんが、30日間リ 
フレッシュ動作がホ実施の場合、本体装置起動時に W 下の□グが MSM およびアプリケー 
シヨン□グに登録され、 Leam Cycle を実施するように警告します。手動で Leam Cycle 
を実施するとこの □ グは登録されなくなります。 

Controller ID:x Battery requires reconditioning ; please initiate a LEARN cycle 

• 手動で Leam Cycle を実行する場合、 MSM 画面に Leam と表示されますのでこれを選択 
し、その下の Go をクリ、ソクして下さい(じ(下の画面コピー参照)。 

画 

• 手動で Learn Cycle を実行する場合、 MSM の Auto Learn Mode を Warm または、 Disable にす 
る設をする必要があります。 

• 手動で Learn Cycle を起動した後、 Learn Cycle が終了する前に MSM の Auto Learn Mode を 
Auto に戻してください。 



• 設をを口 sabled または Warn から Auto に変更するとすぐにリフレッシュ動作が実施され 
ます。 


p-O Auto Learn Mode び Auto の設定で、装置起動時に毎回下の □ グび MSM および OS の 

アプリケーシヨン □ グ登録される場台、手動で Learn Cycle を実行してください。 

Controller ID:x Battery requires 「 econd け ionin 呂 ； please initiate a LEARN cycle 
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その他 


N 8154-13 増設 HDD ケージ取り付け時の Web 巨 lOS トップ画面は、下ような画面が表示さ 
れます。 Physical Drives に Enclosure が2つ表示されます。 Enclosure 番号は、それぞれ異 
なる値になります。 


MegaRRID BIOS Configuration Utility Uirtual Configuration 






UebBIQS 

> Adapter Properties 


i Physical Drives 


Co 打ェ igurstio 打 Wizard 


Adapter Selection 


nl^hysic^ Drives 


ホお 


-D28: UWCOWF GOOD ： J 


.^^Enclosure X 
I L» ：； PD29: UHCOHF GOOD:] 


Virtual Drives 



JU 下の方までを Enclosure が接続されているチャネルを確認することができます。 

① Web 巨 IOS トップ画面で磕認したい" Enclosure X "をクリ、ソクします。 

画面左下に進抄が表示されます。画面左下の [ Home ] をクリックして、 WebBIOS トップ画面 
に戻ってください。 

チャネル1側は、基本の 3.5 iriti ディスクベイに接続されています。 

"Connected Po け"は、 "0" が表示されます。 

"SAS Address " は、 "50001 c 10 716000 Ox " が表示されます。 
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チャネル 2 側は、増設の 3.5 inti ディスクベイに接続されています。 
"Connected Po け"は、 "4" が表示されます。 

"SAS Address " は、 "5000 1 c 1071600 2 Ox " が表示されます。 


MegaRRID BIOS Configuration Utility Physical Drive < 


alijiijBiifi 





Media Errors _ w/ 

Pred Fail Count が 


SfiS Address 501 


Physical Drive State が 


Coerced Size が 
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リモートマネージメント機能 


本装置は、本装置内じ標準で搭載されているシステム管理用 LSI ( BMC ( Baseboa「d Management 
Controller )） を用いて電源、ファン、温度など内部の八ードウエアの状態を監視したり、管理用ネットワー 
ク による リモートからの丰ーボード、 ビデオ、マウス ( KVM ) 制御など、遠隔地から本装置を制御すること 
が巧能です。 


ットワークデフォルト設定値 


本装置背面の管理用 LAN コネクタからネットワークに接続する場合、デフォルト設を値を]: 
下に記載します。 


IP アドレス ：192.168 .1.1 

ユーザ名 ： administrator 

パスワード ：（なし） 

ホストを ： ARMCX XXXXXXXXXXX 


DHCP 機能を使用し、 DNS サーバに自動登録を行う場合のホストをが上記ホストをにな 
ります。 

XXXXXXXXXXXX には、巨 IOS セットアップ画面に表示される MAC アドレス ARMC 
MAC ADDRESS : xx - xx - xx - xx - xx - xx が入ります。 

DHCP サーバを使用せず接続いただく場合は、上記デフォルトの IP アドレス 
"192.168.1.1" が使用可能な日ーカルなネットワーク内で、このアドレスにアクセスし 
てください。 


セキュリティ上の理由か5、お客さまのネットワーク環境に合わせたホスト名-パスワー 
ド- IP アドレスに設定し直してください。 

設定方法に関しましては、このあとの 「 BMC に巧ずる各種設定」を参照願いまず。 


八—ドウ H ア編 


253 








本装置側の設定 


本機能を使用するじあたり、設定を行わなければならない内容について説明します。 

WEB サーバ機能を使用するために 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM で設定を変更します。 
「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM を起動し、「ツールメニュー」から「システムマネージメント 
機能」、「アドバンスドリモートマネージメントカードの設定」の順に選択します。 
r アドバンスドリモートマネージメントカードの設定」メニューで「リモートマネージメント 
コンソール」を r 有効」に設をし、「登録」を選択します。 



セキュリティの理由か5出荷時には BMC の WEB ヴーバ機能は使用できません。 


グラフイックスアクセラレータドライバの組み込み 


参本装置の 0 S び Windows の場合 

シームレスインス I -ールおよびシステムのアップデート時にインス I -ールされるドライ 
パをそのままご使用<ださい。 

参本装置の OS び Linux の場合 

II ^ Linux の場合、構成により自動でモニタ/ Driver/ ビデオメモリの設定が反映されない場 

[^5^ 合がありますので、テキストモードでの運用をお勤めします。 

Linux の対応については、『8番街』： http :// nec 8. conn / の " Linux on Express 5800"から最 
新/詳細情報を入手して < ださい。 
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マウスのプ□パティの変更 

本装置の 0 S が Windows Server 2003の場合、下記に示す「マウスのプ□パティ」の「ポイ 
ンタオプション」にあります r 速度」の設定で、「ポインタの精度を高める」のチェックボック 
スを外してください。 

また、リモート KVM コンソールじて、マウスカーソルが画面ち下まで動かせないときは、 
ここの r ポインタの速度を選択する」を調節してください。 
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管理 PC 側の設定 


本装置と管理 PC との接続を行うにあたり、管理 PC 側で考慮しなければならない内容につい 
て説明します。 

ブラウザの設定 

W 下の設定を行ってください。 

- SSL を有効にしてください。 

TLS 1.0または SSL 3.0を有効にし、 SSL 2.0は無効にしてください。 

動作対応ブラウザ 

t (下のブラウザについて、動作を磕認しております。 

— Microsoft Internet Explorer 6.0 
— Netscape 7.0 
- Mozilla 1.6 

Java 2 Runtime Environment 

Java 2 Runtime Environment , Standard Edition 1.4.2_04 JU 降が必要です。 JU 下の場巧よ 
リダウン□ー ドできます。 

http :// java . sun . com / j 2 se / 

未インス I -ールで□グインページにアクセスすると、 W 下のようなメッセージが表示される 
場合があります。内容を磕認して、実行してください 
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概要 

BMC の WEB サーバ機能を使用し、 WEB ブラウザから本装置の電源制御やリモート KVM コ 
ンソールを利用できます。 

本機能は Java Applet で実現しています。 

接続方法 

管理 PC 上の WEB ブラウザから下記の URL にアクセスしてください。 

URL : http :// BMC _ HostPort / index.htm 


[ヒント 


" BMCJHostPo け"は、 BMC の IP アドレスもしくはホスト名の後に、コロンと http のポー 
卜番号を加えたものです。 

http のポート番号が80(デフォルト)の場合は、ポート番号は省略可能です。 

DHCP 機能を使用し、かつ、 DNS サーバに自動登録を行う場合、 BMC のデフォルトのホ 
スト名は、 ARMC の文字に MAC アドレスを追加した名前になります。 


IP アドレス 

:192.168 .1.1 

ユーザを 

: administrator 

パスワード 

:(なし） 

ホストを 

f: ARMC 00004 C 9 FXXXX ^ 


，デフオルトのホスト 


DHCP を無効化してご利用いただく場合は、初めに、デフォルトの IP アドレス 
"192.168.1.1 "が使用可能な口ーカルなネットワーク内で、このデフォルトの IP アドレス 
でアクセスしてください。 

々に、この後で説明する 「 BMC にがする各種設定:」を参照して、 IP アドレスなどをお客様 
のネットワーク環境に合わせて設をしてください。 

IP アドレスなどの設をが終了しましたら、ご使用になられるネットワークに接続して、 
設をされた IP アドレスもしくはホスト名でアクセスしてください。 


リモートマネージメントの巧い方 
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初めてご利用いただく際に、じ(下のような r セキュリティの警告」ダイア□グボックスが表示 
される場合がございます。メッセージを良くお磕かめの上、「はい」、もしくは r 常に」をク 
リックしてください。□グインページが表示されます。内容に不審な点が見られる場合は、 
r いいえ」をクリックしてください。 



■ I ： SSL で接続を行った場合は、上記必外に SSL のためのサーバ証明書に関する「セキュリティ 
の警告」ダイアログボックスがいくつか表示される場合があります。 


□グイン-□グアウト 


□グイン 

□グインページが表示されましたら、ユーザーを/パスワードを入力し、「□グイン」をク 
リックしてください。 

初めて□グインする場合は、下記のデフォルトのユーザーを/パスワードを入力して□グイ 
ンしてください。 

デフォルトのユーザーさ ）： administrator 
デフォルトパスワード：なし（何も入力しない） 

M-O デフオルトではパスワードび設定されておりませんので、□グイン後、速やかにパスワード 
を設定してください。 

セキュリティ上、デフォルトのユーザ名もをわせて変更することを推奨いたしまず。 
設定-変更の方法に関しましては、このあとで説明する 「 BMC に対する各種設赴を参照し 
て < ださい。 
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パスワード認証を通ると、下記のようなエンドユーザーライセンスアグリーメントが表示さ 
れます。 



内容を良く磕認してください。 

内容に同意できる場合は、「同意します」をクリックしてください。本機能がご利用になれま 
す。 

内容に同意できない場合は、「同意しません」をクリックしてください。□グイン画面に戻り 
ます。本機能をご利用になることはできません。 

Ml 「同意します」をクリックすると、管埋 PC 上に情報が保存されますので、々回]^ソ降、この 

I ヒンり メッセージは表示されなくなります。 


□グアウト 

左上のファイルメニューをクリックし、「終了」を選択することで□グアウトできます。 
□グアウトすると、メインウィンドウをク□ーズし、ブラウザ上の□グインページに戻りま 
す。 
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メインウインドウ 



① クリックするとファイルメニューが表示されます。 

「終了」を選択すると、本アプレットを終了させることができます。 

② クリックするとウィンドウメニューが表示されます。 

ウィンドウメニューからリモート KVM コンソールウィンドウなど、各種ウィンドウを開 
くことができます。 

③ メインフレームです。 

ここに、各種ウィンドウを表示します。 

④ クリックするとヘルプメニューが表示されます。 

「バージョン情報」をクリックすると、本アプレツトのバージョン情報を磕認することが 
できます。 
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コント □ ールパネル 


本装置の状態表示や電源制御を行うことができます。 

また、リモート KVM コンソールなど、各種ウィンドウを起動します。 


各部の機能 


① 


③③ ④⑥⑥⑦⑧⑨ 


化かのが Status 

1192.168 .1.1 


Hast /nformavoN 


] 


- \pow9r^Htroif wjidow^ -f 

巧オン I 0 I s I EJI 


administrator I 「 ザ う 励 ク 

厂 J\\ 

⑩ ⑩⑩⑩ 


〇正を 

( 3 ) 




1 固 1 

强 






岛到驾、 


@ © ⑩® ® 


① BMC のホストをあるいは IP アドレスが表示されます。 

⑤本装置の状態が表示されます。 

⑤ 装置のパワーランプです。本装置の電源状態を示します。 

④本装置の POWER スイ、ソチです(本装置の POWER スイ、ソチを押すのと同等ですが、4秒 U 
上長押し離制 OFF ) は対応しておりません)。 

⑥ 本装置を強制電源オフします。 

⑥ 本装置を強制リセ、ソトします。 

⑦ リモート KVM コンソールを起動します。 

⑧ 巨 MC コンフィグレーションを起動します。 

⑨ ファームウェアアップデートを起動します。 

⑩ ユーザを が表示されます。 

⑩目 MC との接続状態が表示されます。 

⑩通信のセキュリティ状態が表示されます。 

⑩ネットワークアクセスの状態を示します。 

⑩装置の STATUS ランプです。本装置の状態を示します。 

® 本装置のメモリダンプを行います。（本装置の DUMP スイ、ソチを押すのと同等です。） 
® 本装置のユニット ID ランプを点滅させます。 

⑩システムイベント□グ ( SEL ) を表示するウィンドウを開きます。 

⑩センサ装置情報 ( SDR ) を表示するウィンドウを開きます。 

® 保守交換部品情報 ( FRU ) を表示するウィンドウを開きます。 

® コント□ールパネルを隠します。 
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■J モート KVM コンソール 

巨 MC のリモート KVM コンソール機能じより、□一カルコンソールを、ネットワークを介し 
て管理 PC のブラウザじ転送することができます。 

管理 PC から本装置に対して、ビデオ、キーボード、およびマウスを使用して完全にアクセ 
スできるようになります。 

^ リモート KVM コンソールは、 i ： i 下の日種類の解像度をサポートしています。 

を^ 1024 X 768 

800 X 600 
640 X 480 
720 X 400 
720 X 350 

装置の解像度は、これ6のいずれかじ設定して<ださい。 

上記 iU かの解像度の場合、リモート KVM コンソールには表示されません。 

KVM とは、キーボード ( Keyboard )、 ビデオ ( Video )、 マウス ( Mouse ) の頭文字を採ったもの 
rEi/hl です。 

リモート KVM コンソールは、従来のシリアルコンソールをリモートで使用するものとは違 
し、、グラフィックスをそのままリモートで使用できるものです。 

ー リモート KVM コンソールは、プ□キシを経由した接続ではご利用になれません。 

品歹]リモート KVM コンソールを使用する場合は、プ□キシを使用しない設定で□グインしてく 
ださい。 


U モート KVM コンソールウィンドウの起動 

コント□ールパネル上のリモート KVM コンソールの起動アイコン[圈 ] をクリックすると、 
リモート KVM コンソールウインドウが表示されます。 


mtwork Status 

Host か化 rm。 む 0 " - LED 

Pow^r Gofttrof - 

1192.168 .1.1 1 

1 1 包 s 巧オン 

巧 

囚 

1 回り w || 夕 

ん 

1 administrator | |-ac—| i 却々 

1 1© 正® 

邸 


•Mil 

敌 


困 


n-O □—カルコンソールか 5 BMC に対して□グインした場合、リモート KVM コンソールは絶対 
に開かないで< ださい。 

キーボードやマウスの入力び不可能な状態になってしまいます。 
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U モート KVM コンソールウインドウの各部の名称 



①、②、⑤は特殊アイコンです。特殊羊一を入力するときに使用します。 

④バーチャルキーボードアイコンです。上記 t (外の特殊羊一を入力したいときじ使用しま 
す。 

⑥画面リフレッシュアイコンです。画面をリフレッシュするときに使用します。 

⑥ KVM プ□パティアイコンです。 

⑦ 拡大アイコンです。表示を拡大したいときに使用します。 

⑥縮ルアイコンです。表示を縮ルしたいときに使用します。 

⑨ 等倍アイコンです。表示を等倍に戻したいときに使用します。 

⑩ ウィンドウリサイズアイコンです。ウィンドウサイズを画面サイズに合わせます。 

⑩ KVM インジケータです。解像度などの情報が表示されます。 

⑩リモート KVM コンソール画面です。装置の画面が表示されます。 


リモート KVM コンソールウインドウの画面では Shift + CapsLock や NumLock を}甲下し 
た場合、管理 PC 側の CapsLock ， NumLock の LED のが態と実際の動作び一致しなくなる 
ことびあります。また、サーバ側もリモート KVM コンソールウインドウ使用後に 
CapsLock ， NumLock の状態び LED と一致しなくなることびありまず。その場合には、 
対象装置か5キーを押し直し LED のが態と実際の動作を合わせてください。 
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特殊 キーの 入力 


特殊キーについては W 下の4種類の特殊车ーアイコンをクリックすることで、ホストサーバ 
に対して入力することができます。 

网 欄放状態 } 、 EI ( 押下状態 } :クリ、ソクする毎に変化します。 

[ 国が I (開放状態）、 0S0 (押下状態）：クリックする毎に変化します。 

M-O 例えば、 " Ctrl + Alt + Del " を入力ずる場合は、に trI+A 川アイコンをクリックし、キーボ ー 
目^ ドの Del キーを}甲すると、本装置へ" Ctrl + Alt + Del " び送信されます。入力後、 [ Ctrl+A 川 

アイコンを再度クリックして、特殊キー入力を解除してください。また、 [ Ctrl + Alt ] アイ 
コンをクリック状態の場合、本装置側のキーボードの Del キーを押した場合も本装置へ 
" Ctrl + Alt + Del " び送信されます。 

jWinl ( Windows キーアイコン） 


バーチャル夺ーボード 

バーチャル车ーボードアイコン [I 園]をクリックすると、バーチャル车ーボードを表示しま 
す。 



日本語车ーボード配列と英語羊ーボード配列の二種類がタブじて選択巧能です。 

车一に対応するボタンをクリックすることにより，ホストサーパに対して入力することがで 
きます。 
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画面の拡大-縮小 

拡大アイコン [ £^]をクリ、ソクすると、表示内容が大きくなります。 

縮小アイコン[(或]をクリックすると、表示内容が小さくなります。 

等倍アイコン [み] をクリックすると、装置と同じ大きさの表示となります。 

ウィンドウリサイズアイコン [ ^ ] をクリ 、ソク すると、リモート KVM コンソールウィンド 
ウのサイズをリモート画面サイズに合わせます。 


画面のリフレッシュ 

画面リフレッシュアイコン[副 ] をクリ、ソクすると、リモート KVM コンソール画面のリフ 
レッシュを行います。画面表示が乱れた場合は、リフレッシュを行ってください。 


プ□パティ変更 

KVM プ□パティアイコン[も ] をクリ、ソクすると、 KVM プ□パティ画面が表示されます。 
ここで、自動的に行われる画面リフレッシュの間隔を指定できます。 

M-O この間隔を短くすることで、画面上に残るゴミを少なくずることびできます。ただし、画面 
のリフレッシュには負荷びかかりますので、あまり短くすると、端末の応答速度び悪くなつ 
たり、ネットワーク上のトラフィックに影響を与えたりずることびあります。 
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IPMI 情報 

システムイベント□グ ( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守を換部品情報 ( FRU ) をそれぞれ表 
示することができます。これらを IPMI 情報と呼びます。これらの情報から、本装置上で起 
こった障害やを種イベントの発生を調査し、保守を換部品を特定することができます。 


システムイベント□グ ( SEL ) の表示 


Network Status 

Hast faformatioN 

LED - 1 

Pov/^i Controi—i 

1192.168 .1.1 1 




|0S 巧オン 

10 SE© 1 

巧 

巧 

因, 

1 administrator 11=3I6=| i 窗 | 9 

面 


1 



因 


コント□-ルパネル上のシステムイベント□グ ( SEL ) の起動アイコン[窗 ] をクリ、ソクする 
と、目 MC から SEL 情報を読み a み、 U 下のようなシステムイベント□グ ( SEL ) ウィンドウを 
開いて SEL を表示します。 


1轄システムィペントログ (SEU 


挺垃 


レコード ID 1 

日時 I 

イペント巧磨 


1 

1E40h 

04/05/24 14:44:02 

ACPI (お軍力昔 5 里）1情沛 DCt お0なたは化止がお 

A 

巧 

1E2Ch 

04/05/24 14:44:01 

ボタン/スイッチ巧沛巧源ポタンげ巧された 


亞 

1E18h 

04/05/24 14:31:28 

ファン個お数）其巧下巧化谱まレベル)ぞ下回った 


£ 

1E04h 

04/05/24 14:31:20 

溫度ち巧媒'巧 State Asserted 


出 

1DF0h 

04/05/24 14:31:19 

システムイペント巧如 OEM System Boot Event(Hard Re … 



1DDCh 

04/05/24 14:31:19 

ACPI (おを力管理）巧報 DC 巧お ON 

▼ 

【レコード ID] 
[日時] 1 

1E40h 

04/05/24 14:44:02 



【イベント内容] 

ACPI 馆■重力昔巧） 

巧報 

DCt 源0なたは化止がお 



【ダンブ] 40 1E 02 32 0AB 2 40 20 00 04 22 86 6F 46 8F FF 



上段に一覧が表示され、下段に一覧表示で選択されたエントリの詳細情報が表示されます。 
再読み込みアイコン[@]をクリックすることで、巨 MC から再度 SEL 情報を読み込み、最 
新情報を表示することができます。 


SEL 情報のクリア 

SEL クリアアイコン [1!^] をクリックすることで、目 MC 上の SEL 情報をクリアすることがで 
きます。磕認メッセージが表示されますので、良ければ[はい]をクリックしてください。こ 
こで、「いいえ」をクリックすれば、 SEL クリアは行われません。 
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センサ装置情報 ( SDR ) の表示 


Network Status 


Host fnformati'oft - 


1192.168 .1.1 


[administrator 白た =1 励 i 



Power Controf - Window 


巧 


爾 


囚 


回 




Tpl 


囲 


コント□-ルパネル上のセンサ装置情報 ( SDR ) の起動アイコン[国 J ] をクリ、ソクすると、 
BMC から SDR 情報を読み込み、じ(下のようなセンサ装置情報 ( SDR ) ウィンドウを開いて 
SDR を表示します。 


_ 




1 .jKi 1] ••■jji-v........-....:.:.:.: み 苗.:.:.:咬::.:-:.:，:.;. 1 

1國 

レコード ID 1 

たンサ巧目 Ij I 

オーナ 

n 

1h 

电 E(PrcicessciM VC CP) 

Basbrd Mgmt CtIr 

H 

2h 

取圧 (Processor 2 VCCP) 

Basbrd Mgmt Ctir 

:::: 

3h 

を圧 (Baseboard 3.3V) 

Basbrd Mgmt C：tlr 


4h 

电 E(Basebciard 3.3VSB) 

Basbrd Mgmt Ctir 


5h 

軍圧 (Baseti 日 ard 日 V) 

Basbrd Mgmt Ctir 




レコード ID]1h 

[たンサ種目 ij] を圧 (Processor 1 VCCP) 

[たンサ垃置] Processorl 
[オーナ] Basbrd Mgmt Ctir 
[ 上限値個ち不能レバル)]監視なし 
[上限値低険レバル）]1 .64Volts 指視ち閉値 
[上限値浩ちレバル)]1 .sevoits を視再開値 
[ 下限値浩ちレバル)]1 . 1日 Vo Its お視ち閉値 
[下限値脂険レバル)]1 .oevoits を視再開値 
[ 下限値個ち不能レバル)]監視なし 


1.6 3 Vo Its) 
1.5 5 Vo Its) 
1.16 Volts) 
1.0 7 Vo Its) 


[ち.ンブ] 

0100 5101 3B 20 0010 03 017F E9 02 0185 32 

85 321E 1E 00 04 00 00 EE 42 07 01 00 E4 07 82 

己 0 日 B FF 0 日 00 BF BO 00 49 5B 02 02 00 00 00 DO 

50 72 6F 63 65 73 73 6F 72 20 3120 日日 43 43 日日 


上段に一覧が表示され、下段に一覧表示で選択されたエントリの詳細情報が表示されます。 


■L 

rpn 


SDR 情報とは、装置の各種センサについてのを義情報です。 
この情報に従って、 BMC は装置のセンサ監視を行います。 
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保守交換部品情報 ( FRU ) の表示 


Network Status — 


Host UtTormattoa 


1192.168 .1.1 


に administrator j 白 E={ 励 Q I 


み S 巧オン 
© 正を 


Pow^r Coatrof 


回因回 


国回 




困 I 


コント□ールパネル上の保守交換部品情報 ( FRU ) の起動アイコン [lia ] をクリ、ソクすると、 
目 MC から FRU 情報を読み么み、下記のような保守交換部品情報 ( FRU ) ウィンドウを開いて表 
71^します。 


ななホ々 AW 品おな FRLH 与 ぶげ囚 

汤 

FRU 1 

オーナ 

Primary' FRU Device 

iBasbrd Mgmt Ctir 

RMC FRU 

Basbrd Mgmt CtIr 

PwrDstBci FRU 

Basbrd Mgmt Ctir 

Primary' FRU Device 

Basbrd Mgmt Ctir 

Primary' FRU Device 

Basbrd Mgmt Ctir 


[ボード 巧卽] 

[妈适年月日] 04/06/02 1:58:00 
[妈边 元 ] NEC 
[曲品を] G7HBG 
[シリアルを 号] 00000000 
け旨走苗ち] 243-631 466 
[ バージヨン]日日日 


[妈品巧幸 E ] 

[曲适 元 ] NEC 

[ モデルち ] Advanced Remote Management Card 
[ 型番 ] [N 日 11 日 - の ] 

[FR 宙号] FR1.0 

[号欄苗ち] 0000000000 

[ユーザ酉産を ■ 号]日日日日日日 0000 日日日日日日 


上段に一覧が表示され、下段に一覧表示で選択されたエントリの詳細情報が表示されます。 
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コント日ールパネル上の目 MC 〕 ンフィグレーシヨンの起動アイコン[験 ] をクリ、ソクする 
と、 W 下のような巨 MC コンフィグレーションウィンドウが表示されます。 


① 


③ 


) ④⑥ 

/ / 


1 

を 

a ンっ 

心 ウ ^^ 



が因 

を a 

■1 

挺 

gBMC の設ミ 


< No. 1 

ユーザ 

I アクたスを I 


:! 就ヮ-ク 

- @ WEB サーバ ’ 

-ぷ巧ま反メール 

⑥ 

31 guest 

3 2 
a 3 
a 4 
a 5 

3 6 
a 7 

a 8 

W Q 

⑦ 

Administrator 


① 巨 MC コンフィグレーションファイルを読み込みます。 

② 巨 MC コンフィグレーションをファイルに保存します。 

⑤ 目 MC コンフィグレーションの編集が行えます。 

④目 MC コンフィグレーションを再度読み a みます。 

⑥ ファイルから読み a んだ情報を目 MC へ一括して設定します。 

⑥ 設を項目を選択するツリーです。 

⑦ 現在の設定値の概要が表示されます。 


Pl ; ファイルからコンフイグレーシヨンを読み込んだ場合は、 BMC への一括設をを使用し 
L ヒント I しく A ： 3い。 


BMC に対する各種設定 

BMC に対するを種設定を行うことができます。 


巨 MC コンフイグレーシヨンウインドウの 起動 


fMwor* Status , 

Host わ化 rma が Off LED 

Pom 

ザ Cm 

ttrof - 

|X| 

: Mj ： 

1192.168 .1.1 1 i 

1 ’0s 巧オン 

凸 

回 

图1 

1 administrator | |=sH 1 卸々 | 

1 l > 正を i 

邸 



:言敌 |i 
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ューザ設定 

ユーザアカウントの設定を行います。 

巨 MC コンフィグレーションウィンドウの左欄で r ユーザ」をクリックすると、ち欄に全20ア 
カウント分の一覧が表示されます。 

修正もしくは追力□したいアカウントを選択し、編集アイコン[丘’^]をクリックすると、下記 
のような ユーザ アカウント編集ウィンドウが表示されます。 



① 

③ 


‘③ 


①ユーザをを入力してください。 

⑤パスワードを入力してください。 

⑤リモート KVM コンソール……有効(許可)/無効(不許可)が指定できます。 

チェックボックスをチェックすることにより有効(許巧)に 
なります。 

上記の「レベル」に関わりなく、リモート KVM コンソールの使用許可/不許可が設をできま 
巧卜1 ス。 


rOK 」 をクリ、ソクすると、編集画面の内容が全て目 MC に書き a まれます。 
r キャンセル」をクリックすると、編集内容を破棄して、編集画面を閉じます。 
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ネットワークの設定 

BMC に対して、 IP アドレスなどのネットワーク関連の設定を行います。 


M-O • 「デフォルトゲートウエイ」を設定する場合は、ゲートウエイ、本装置、管理用 PC び 
ネットワークで通信でをるが態で実施する必要びあります。 

• 通信できない環境で設定した場合には、設定後ゲートウエイ、本装置、管理用 PC び 
ネットワークで通信可能な状態で本装置の AC を一度 OFF / ON する必要びあります。 


リモートマネージメント機能では、じ(下のポートを使用します。 

ファイヤーウオールを設置されているネットワーク環境では、ファイヤーウオールでの対応 
が必要となります。 


モジュール名 

ポー ト番号 

Protocol 

方向 

モジユール名 

ポー ト番号 

リモート KVM クライアント 

不定 

UDP 


BMC 

623 

メールサーパ 

25*1 

TCP 


BMC 

不定 

WE 己クライアント 

不定 

TCP 


BMC 

80が 

WE 己クライアント ( SSL ) 

不定 

TCP 

<——^ 

BMC 

443*3 


*1 旧 MC 〕 ンフイグレーシヨント随報メール設定卜に MTP ] イ SMTP ポート香号]で変更巧能 
*2 旧 MC 〕 ンフイグレーシヨン]一 [ W 祀サーバ設茵一 [ W 祀サーパ]一 [ HTTP ポート番号]で変更可能 
*3 旧 MC コンフイグレーシヨント [ WEB サーバ設茵一 [ WEB サーパ']イ SSL ポート番号]で変更可能 


BMC コンフィグレーションウィンドウの左欄で r ネットワーク」をクリ、ソクすると、下の 
ように、ち欄がネットワーク設定の概要に切り替わります。 


3日 I 回 I @ > 



編集アイコン [ G '''] をクリックすると、次に示す様な編集ウィンドウが表示されます。 
ネットワーク関連の編集ウィンドウは3つのタブで構成されています。 
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- LAN 



① 


③. 


③. 


① 目 MC の持つ MAC アドレスが表示されます。 

② DHCP による IP アドレスの自動取得を行うか否かを選択します。 

③ DHCP による自動取得を行わない場合には、ここで設定を行います。 DHCP で自動取 
得する場合は、ここに自動取得された内容が表示されます。 

fl-O • IP アドレスを変更ずる場台、 rOK 」 をクリックして BMC への設定び完了した時点 
で、現在の接続は切断されます。 

一度ウィンドウを閉じて終了し、再度、新しく設定した IP アドレス(あるいはホス 
卜名)をブラウザに入力して□グインしなおしてください。 

• ブラウザに表示が残っている□グインぺージは、旧アドレスでアクセスした際のも 
のですので、それで□グインすることはでをません。 

• DHCP による IP アドレスの自動取得を行うか否かの設定を変更した勵ホ、本装置の 
AC を一度 OFF / ON ずる必要びあります。 


EXPRESSBUILDER のシステムマネージメント機能、および DianaScope 
A 呂 ent か 5 DHCP による IP アドレスの自動取得を行うか否かの設定を変更した場 
合も、本装置の AC を一度 OFF / ON ずる必要びあります。 


272 









































- DNS 



① 


③. 


① DHCP による DNS サーバの IP アドレス自動取得を行うか否かを選択します。 

⑤ DHCP による自動取得を行わない場合には、ここで設をを行います。 DHCP で自動取 
得する場合は、ここに自動取得された内容が表示されます。 
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—ホスト名 



① 


③. 


③. 


④ 


① DHCP を使用する際に、ホストをが未設をな場合に使用されるデフォルトのホストを 
です。 

⑤目 MC のホストをを設定します。この欄がホ設定な場合は、①のデフォルトホストを 
が使用されます。 

③ 目 MC が所属するネットワークのドメインをを設定します。 

④ DNS サーバへのホストをの登録を行うか否かを選択します。 

BMC のホスト名は、装置の 0S 上のホスト名 （Windows の場合はコンピュータ名）を容易 
に類推できるように設をすることを推奨します。 

例えば、 OS 上のホスト名が‘‘ sapphire" ならば、 BMC のホスト名は‘‘ sapphire_bmc’’ など 
と設をします。 

I n-O BMC は、装置の OS とは独立した LAN コント□—ラを使用しますので、 BMC のホスト 
名およびドメイン名を装置の OS のものと全く同じにすることは出来ません。所属する 
ネットワークドメインが異なるのであれば、ホスト名を同じにずることは巧能です。 

[0 K ] をクリックすると、3つのタブで構成された編集画面の内容が、全て目 MC じ書き込 
まれます。 

[车ヤンセル]をクリックすると、編集内容を破棄して、編集画面を閉じます。 
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WEB サーバの 設定 

BMC に対して、 HTTP ポートなど WE 目サーバ関連の設定を行います。 

BMC コンフィグレーションウィンドウの左欄で rWEB サーバ」をクリックすると、下のよ 
うじ、ち欄が WEB サーバ設定の概要に切り替わります。 



M-O • HTTP ポート番号、 SSL の有効/無効、 SSL ポート番号を変更すると現在の接続は一 
時的に切断されます。 

一度ウィンドウを閉じて終了し、再度、新しく設定したポート番号をブラウザに入力し 
て□グインしなおして < ださい。 

• ブラウザに表示び残っている□グインページは、ちい WEB サーバの設定でアクセスし 
た際のちのですので、それで□グインすることはでをません。 
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編集アイコン [ 丘’^]をクリックすると、次に示す様な編集ウィンドウが表示されます。 



① 


③. 


③. 


④ 


⑥ 


⑥ 


① HTTP のポート番号を指をします。 

② SSL 通信の有効/無効を指をします。有効のチェックボックスをチェックすると、 
HTTPS ( SSL 有効)での接続となります。チェックを外すことで SSL の無効の設をになり 
ます。 

•LE12E] 

SSL が使用できないなどの特別な理由が無い限り、暗号化された HTTPS プロトコルでの接続を 
推奨します。なお、デフォルトの設をでは無効になっております。 

⑤ SSL ポート番号を指をします。 

④□グイン試行期間は、□グインに失敗したとき、再度□グインを試みることができる期 
間を指定します。 

⑥ □グイン失敗可能回数は、③で指定した期閣内に、ここで設をした回数を超えて□グイ 
ンじ失敗した場合、じ(下⑥で指をする期闇、□グインを拒否します。 

⑥アカウント□ック期間は、□グインを拒否する時闇を指をします。 

•L 励 

上記の3項目は、自動で行われる不正ログインにがして、防御の効果が期待できます。ただし、 
完全に防げるわけではありません。 
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[デフォルト]をクリックすると、 HTTP ポート番号と SS L ポート番号、および□グイン 
試行期闇、□グイン失敗可能回数、アカウント□ック期間の欄にデフォルト値が表示されま 
す。ただし 、 SS L 有効/無効のチェック欄は変わりません。 

[0 K ] をクリ、ソクすると、編集画面の内容が全て目 MC じ書き込まれます。 

[羊ヤンセル]をクリックすると、編集内容を破棄して、編集画面を閉じます。 


通報 メールの 設定 

目 MC に対して、通報メール関連の設をを行います。 

BMC コンフィグレーシヨンウィンドウの左欄で r 通報メール」をクリ、ソクすると、じ(下のよ 
うじ、ち欄が通報メール設定の概要に切り替わります。 


絞 BMC コンフィグレ-ション^^ 

が因 

。日 @ A 



3 BMC の 設定 : 

1 巧目 

1 m 1 

をユーヴ 

ゴ^巧報イール設定 

ちか 

赔ネットワ-ク 

ぶ 巧骗レ ペル 

Level 3 

适 WEB サーバ 

ぶ To 

test@test.com 

ぶ阻たル」 

ぶ From 

alert@abmc.com 


ぶ Subject 

E-Mail Alerting Message. 


ぶタ ッ t ージ 

This is an E-Mail Alerting Message. 


ぶ SMTP サーバ アドレス 

smtp.sample.com 


ぶ SMTP ボート番号 

25 


ぶリ トライカウント 

10 回] 


ぶリトライ間隔 

60 脚 


ぷ梨品‘博統 

ちか 


ぶ IP アドレス 

ちか 


ぶ タイムスタンブ 

ちか 


ぶ SEL ダンブ 

ちか 


ぶ BMC URL 

ちか 


ぷ BMCFQDN 

ちか 


ぶ LCD イッたージ 

ちか 


ぶ タイムゾーン 

+0900 




編集アイコン[丘^' ] をクリックすると、次ページに示す様な編集ウィンドウが表示されま 
す。編集ウィンドウは4つのタブで分割されています。 
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-基本 


① 

③ 


③ 


A . _ . M&aQH.. bmobo ^. .化 • .ftaL.aa&oo&w.aooo&tK. . お ’ ■&ql.m&&o&w, .wmk. ofe..a&BO&jx. ■ ■ 

ぶをか-ル度定因 


を本 r イツセ-ジ irsMTP ir モめせ 
「を本巧定- 




•巧帝イー JM の： 
•苗#レべ JK の： 


回を巧 


Leve 口 (Leve 口 + 留叫 


イールテスト- 


イール送ちテス 卜(の： 


0テストめ実行 


0K 


キ V ンセ jKg 


①通報メール機能の有効/無効をチェックボックスにて指定します。チェックを入れる 
と、メール関連の設定が可能になります。 

⑤通報レベルを指をします。6段階のレベルで選択巧能です。 

通報レベルは、その要因となるイベントの重要度によって分けられています。 

⑤テストメールの発信が行えます。 

vr-O メ—ル送信テストは、次ぺージ拟降に記載ずる r 通報メール設定」をすベて終了させた後 

に行ってください。 

なお、編集画面に入力しただけでは、設定は完了になりません。必要事項を入力後、 
「0 K 」 をクリックして BMC への設定を完了してください。 

■ I ： 要因となるイベントの重要度によって、通報メールのメー ルへ、ソ ダの X - Priority : フィー 

[pn ルドが変化します。 

回復不能 • 異常 X - Priority : 1 
警告 X - Prio か y : 3 

回復-情報-監視 X - Priority : 5 
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-メッセージ 


① 


③ 

③ 

④ 


⑥ 



①通報メールの宛先メールアドレスを指定します。4つまで指定できます。 

⑤ 通報メールの発信メールアドレスを指定します。 

③ 通報メールにがけるサブジェクトを記入します。 

④ 下の⑥で指をする通報メールに付ける本文の共通部分の有効/無効を指定します。 

⑥ 通報メールにがける本文の共通部分を記入します。不要な場合は、④のチェックを外 
してください。「デフォルトメッセージの取得」をクリックすると、推奨メッセージが 
表示されます。 


ここで設をしたサブジェクトとメッセージが、すべての通報メールにがして付けら 
れます。 

なお、サブジェクトとメッセージについては、日本語での入力も可能ですが、メー 
ルア ドレスについては、日本語での入力はできません。 


[tW\ 
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- SMTP 




L さ本 IT イツセージ了 " SMTP めせ1 


SMTP 3定- 



SMTP サー バア ドレスの： | smtp . sample.com 


SMTP ボート舌司町 
りトライ回み(の： 
リトライ面»の： 


百 I [回] 
向 I [助 


デフオル KD ) 


キャンセ ji<g 


① SMTP サーバのアドレスを指定します。 IP アドレスまたはホストをでの指定が可能で 
す。 

② SMTP サーバのポート番号を指をします。 

⑤メール送信失敗時に何回リトライさせるかを指定します。 

④メール送信失敗時のリトライを行う際に、何秒持たせるのかを指定します。 

「デフォルト」をクリックすると、 SMTP ポート番号とリトライ回数、リトライ間隔の欄 
じデフォルト値が表示されます。特に理由が無い限りデフォルト値での設定を推奨しま 
す。 

I 11-0 本製品は SMTPI 忍言正 ( SMTP - AUTH ) にはみ1応してお0ません。 































—その他 



① 


③ 


①通報メールの本文に付力□する情報を指定します。 

ここで指をした情報が、メ、ソセージタブのメ、ソセージ欄で指をしたメッセージと合わ 
せて、通報メールの本文となります。 


製品情報 . 装置の製品を、型を、号機番号 

IP アドレス . 巨 MC の IP アドレス 

タイムスタンプ . イベントが発生した時刻 

SEL ダンプ . システムイベント□グに EL ) を16進数で表したデータ 

目 MC の URL . ARMC の□グインページへの URL 

目 MC の FQDN . 巨 MC のフレドメインを 

LCD メッセージ . イベント発生時のサーバの LCD メッセージ 

BMC FW Rev . 巨 MC ファームウエア/ SDR / PIA のレビジョン情報 


⑤通報メー J レのメ ールへ、ソダに付く Date フイールドじ使用されます。 
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ファームウェアアップデート 

アプレットおよび、 KVM ファームウェア、目 MC ファームウェア、センサ装置情報に DR )、 
プラットフオーム情報 ( PIA ) のアップデートを行うことができます。 

ファームウェアアップデートウインドウの起動 


Network Status - 

Host mformattoit ^ LED 


>r Coi 

ftrof - 

W," 


1192.168 .1.1 1 

1 © s 巧 オン 

巧 

回 

因 1 

因 

jfSi 

|| administrator ] | 窗 9 

1 10 正 苗 

L 1 L 

邸 



薛 1 

m\ 


困 


コント□ールパネル上のファームウェアアップデートの起動アイコン[ホ ] をクリ、ソクする 
と、巨 MC からそれぞれのレビジョン情報を読み込み、下のようなファームウェアアップ 
デートウィンドウを表示します。 



r キャンセル」をクリックすると何もせずに終了し、ファームウェアアップデートウィンドウ 
を閉じます。 


次ページ W 降で、アップデートの手順について順を追って説明します。 
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アップデートデータファイルの読み込み 


アップデートファイルの追力 □[■0] をクリックすると、 JU 下のようなファイル選択画面が表 
示されます。 



アップデートデータのファイルを指をしてください。 

ファイル指定後、「開く」をクリックすると、ファイルの読み込みを開始します。 
読み込みが完了するまで、しばらくお待ちください。 

I : アップ デートはまとめて実行可能です。 

1-^ 複数のアップデートが象がある場合は、各が象のアップデート情報を全て読み込んでくださ 
し、。読み込みファイルを複数同時に還択することも可能です。 
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レビジョンの確認 

データファイルの読み込みが完了すると、画面に現在のレビジョンと読み込んだデータのレ 
ビジョンおよびファイルの情報(ファイルをとタイムスタンプ)が表示されます。 

闇違いないかご確認ください。 



电固 


巧を 

現なのレビジ J 

r 7 

巧しいレビジョン 1 

1 

が態 

ファイルを 

；$!イムス；$!ンブ 

アブレット 

09.01 j 

f 

00.06 

1--- 

gng0006.bin 

2004/04/06 14:09:12 

KVM つァームウェア 

03.1d 1 


03.29 

じ 1 

-- 

AEMC.RBF 

2003/09/14 23:10:14 

ブラットコォーム憎卽 (PIA) 

01.01 1 


01.01 

に 1 

-- 

PIA0101.hex 

2004/03/13 14:44:00 

EMC つァームウェア 

Of. 18 1 


Of. 21 

[J 

…- 

AEMCFW.bhx 

2004/05/19 15:23:02 

たンサ装置'ち卽 (SDR) 

77.07 J 

L 

--- 






I キザンセ jyc )| 


ー ダウングレードも巧能となっておりますので、それぞれのレビジョンについて良く確認して 

I"チェ、 v 々 I \ 7しとし^。 

なお、アップデートデータのクリア[固]をクリックすると、読み込んだデータを全て破 
棄します。また、「キャンセル」をクリックすると、読み込んだデータを全て破棄して、アッ 
プデートウインドウを閉じます。 


アップデート対象の選択 

更新チェックボックスにて、アップデートする対象を選択してください。 


お 固4 


巧象 

現をのレビジ 3 ン 

巧しいレビジ 

3 

，をが 

わ 

皆 

コアイルを 

タイムスタンプ I 

了ブレット 

09.01 

00.06 

□ 

- 

- 

gng0006.bin 

2004/04/06 14:09:12 

KVM つァームウェア 

03.1d 

03.29 

回 

- 

- 

AEMC.RBF 

2003/09/14 23:10:14 

ブラットつォーム情卽 (PIA) 

01.01 

01.01 

□ 

- 

- 

PIA0101.hex 

2004/03/13 14:44:00 

EMC コァームウェア 

0f.18 

Of. 21 

回 

- 

- 

AEMCFW.bhx 

2004/05/19 15:23:02 

たンサ装置 ' 度邮 (SDR) 

77.07 

- 、 

□ 


- 




キザンセル<9 


II ^ ここで指定したものだけが書き 3 A まれます。 

[ P ；^ ファイルを読み込ませただけで指定していない項目じついては、書き込みを巧いません。 

I M-O SDR と PIA の双方をアップデートする場合は、必ず、同時に書き込み指定を行ってくださ 
し書き込みを2回に分けると、最初に書き込んだ方は無効になります。 
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アップ デー トデータの書き込み 

アップデートの書き込み [ 朵]をクリ 、ソク すると、目 MC へアップデートデータの書き込み 
を開始します。 



それぞれのアップデート対象毎に]: i 下のような書き a みの進抄を表すウィンドウが表示され 
ます。 



途中でエラーを橫化するとエラーメッセージを表示して終了します。 


完了 

書き込みが終了すると、「状態」欄に、それぞれ r 対象」毎の結果が表示されます。 



^ • アプレット ]：> (外の対象について、実際にアップデートを適用するためには本装置の再起 

エック I 動、あるいはサーバの電源オフ/オンを巧ってください。 

• 本装置の再起動あるいは電源オンを巧い、目 MC ファームウエア、 SDR 、 PIA のアップ 
デートを適用した場合、 BMC との接続が切断されますので、引き続き使用する場合 
は、再度□グインしてください。 

• アプレットのアップデートを適用するには、一旦、□グアウトして、すべてのブラウザ 
を閉じた後に、再度□グインしてください。 

本装置を再起動する必要はありません。 
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エラーメッセージ 


リモートマネージメントを使用している際に、何らかの異常が発生して管理 PC 上に エラー 
ダイア□グが表示される場合があります。メッセージとそれに対する対処方法を U 下に示し 
ます。 


致命的 エラー 


項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

1 

致命的なエラー。 」 avaVM を終了し 
ます。 

再度□グインしてください。 

同様なメッセージが出力される場合は、サポート部 
門にお問い合わせ<ださい。 

2 

致命的なソフトウ ェア エラーが発生 

しホし/ し0 

再度□グインしてください。 

同様なメッセージが出力される場合はサポート部門 
(こお間い合わせください。 


□グイン時の エラー 


項蚕 

エラーメッセージ 

対処方法 

1 

認証エラーです。 

ユーザ名とパスワードを確認して、再度入力してく 
ださい。 


アクセス権のエラー 


項蚕 

エラーメッセージ 

巧処方法 

1 

許可されていない操作です。権利レ 
ベルが不足しています。 

管理者 ( Administrator ) レベルで巧ってください。 
管理者の方じごネ目談 < ださい。 
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ネッ トワーク 系の エラー 


項番 

エラーメッセージ 

巧処方法 

1 

HTTP 通信(こ失敗しました。 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度巧っても失敗する場合は、サポート部門にお間 
い合わせください。 

2 

IP アドレスが解まできませんでし 
た。 

ネットワーク環境を確認してください。 

プ□キシを経由した接続では、リモート KVM コン 
ソールはご利用頂けません。 

3 

目的のホストに到達できません。 

ネットワーク環境を確認してください。 

プ□キシを経由した接続では、リモート KVM コン 
ソールはご利用頂けません。 

4 

ネットワークエラーが発生しまし 
た： 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度巧っても失敗する場合は、サポート部門にお間 
い合わせください。 

5 

アプレットのダウン□ー ドに失敗し 
永し/ 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度行ってち失敗する場合は、サポート部門にお間 
い合わせください。 

また、 SSL を有効にしている場合、複数のクライア 
ントか6同時に接続することはできません。他のク 
ライアントを終了させてか6もう一度実行してくだ 
さい。 

6 

RMCP + のセッションはク□-ズされ 
ています。 

ネットワーク環境を確認してください。 

ネットワークに問題が無い場合は、サポート部門に 
お問い合わせください。 

7 

RMCP + のセッション確立(こ失敗しま 
した。 

ネットワーク環境を確認してください。 

ネットワークに問題が無い場合は、サポート部門(こ 
お問い合わせください。 

8 

RMCP + の送信に失敗しました。 

ネットワーク環境を確認してください。 

ネットワークに問題が無い場合は、サポート部門に 
お問い合わせください。 

9 

指定された1^1\/0=^+プロトコルは利用 
できません。 

ネットワーク環境を確認してください。 

ネットワーク(こ問題が無い場合は、サポート部門に 
お問い合わせください。 

10 

新しい RMCP + セッションを確立する 
ための目 MC のリソースが不足してい 
ます。 

他のクライアントか6の接続が終了した後、再度実 
行してください。 

11 

RMCP + 接続がタイムアウトしまし 
た。 

ネットワーク環境やサーバ側を確認してください。 
特に問題が見当た6ない場合は、サポート部門(こお 
間い合わせください。 


八—ドウ H ア編 


287 


















BMC 関連のェラー 


項蚕 

エラーメッセージ 

巧処方法 

1 

IPMI リクエストがアボートされまし 
た。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実行してください。何度巧っ 
ても取得(こ失敗する場合は、 BMC が故障している 
可能性がありますので、サポート部門(こお間い合わ 
せください。 

2 

目 MC か6不正なレスポンスを受信し 
ました。 

サーバ側を確認してください。目 MC が故障してい 
る可能性があります。 

特に問題が見つか6ない場合は、サポート部門にお 
間い合わせ < ださい。 

3 

目 MC は IPMI 2.0 の機能をサポートし 
ていません。 

サポート部門(こお間い合わせ<ださい。 

4 

IPMI コマンドの実行に失敗しまし 
た。 

サーバ側を確認してください。目 MC が故障してい 
る可能性があります。 

特に問題が見つか6ない場合は、サポート部門にお 
間い合わせ < ださい。 

己 

IPMI メッセージの送信に失敗しまし 
た。 

ネットワーク環境を確認してください。 

ネットワーク(こ問題が無い場合は、サポート部門に 
お問い合わせください。 

6 

不正な IPMI コマンドが要求されまし 
た。 

サポート部門(こお間い合わせ<ださい。 

7 

指定された対象がを在しません。 

サーバ側を確認してください。 

特に問題が見つか6ない場合は、サポート部門にお 
間い合わせ < ださい。 
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リモー ト KVM コン ソー ルでの エラー 


項番 

エラーメッセージ 

巧処方法 

1 

リモート KVM コンソールの無効化(こ 
失敗しました。 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度巧っても失敗する場合は、サポート部門にお間 
い合わせください。 

2 

リモート KVM コンソールの有効化に 
失敗しました。 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度巧っても失敗する場合は、サポート部門にお間 
い合わせください。 

3 

KVM パケットの送信に失敗しまし 
た。 

ネットワーク環境やサーバ側を確認してください。 
特に問題が見当た6ない場合は、サポート部門にお 
間い合わせください。 

4 

KVM リクエストがアボートされまし 
た。 

特に問題はありません。 「 OK 」 をクリックしてメ 
、ソセージダイア□グボックスを閉じてください。 

己 

UDP パケットの送信に失敗しまし 
た。 

ネットワーク環境やサーバ側を確認してください。 
特に問題が見当た6ない場合は、サポート部門にお 
間い合わせください。 

6 

リモート KVM コンソールは無効に設 
定されているため、使用できませ 
ん。 

262ページを参照し、リモート KVM コンソールを有 
効(許可)(こしてください。 

7 

リモート KVM コンソールは既に他の 
クライアントによって使用されてい 
ます。 

リモート KVM コンソールを既に使用中のクライア 
ントが、終了した後に再度実行してください。 

8 

リモート KVM コンソールの終了(こ失 
敗しました。 

3分] U 上経過してか6、リモート KVM コンソールを 
使用してください。 

9 

目 MC コンフィグレーシヨンの設定(こ 
失敗しました。 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度行っても失敗する場合は、サポート部門(こお間 
い合わせください。 

10 

UDP 接続がク□ーズされました。 

ネットワーク環境やサーバ側を確認してください。 
特に問題が見当た6ない場合は、サポート部門(こお 
間い合わせください。 


八—ドウ H ア編 
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システムイベント□グ ( SEL ) 表示でのエラー 


項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

1 

目 MC の SEL クリアに失敗しました。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実行してください。何度巧っ 
ても取得に失敗する場合は、目 MC が故障している 
可能性がありますので、サポート部門にお問い合わ 
せください。 

2 

SEL の取得に失敗しました。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実行して<ださい。何度行っ 
ても取得に失敗する場合は、目 MC が故障している 
可能性がありますので、サポート部門にお問い合わ 
せください。 


センサ装置情報 ( SDR ) 表示でのエラー 


項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

1 

SDR の取得(こ失敗しました。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実行して<ださい。何度行っ 
ても取得(こ失敗する場合は、 BMC が故障している 
可能性がありますので、サポート部門にお問い合わ 
せください。 


保守交換部品情報 ( FRU ) 表示でのエラー 


項蚕 

エラーメッセージ 

巧処方法 

1 

FRU の取得(こ失敗しました。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。 もう一度、 実行してください。何度巧っ 
ても取得に失敗する場合は、目 MC が故障している 
可能性がありますので、サポート部門(こお間い合わ 
せください。 
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巨 MC コンフィグレーションでのエラー 


項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

1 

設定に失貝夕しました： 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度巧っても失敗する場合は、サポート部門(こお間 
い合わせください。 

2 

BMC コンフィグレーシヨンの取得に 
失敗しました： 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度行っても失敗する場合は、サポート部門にお間 
い合わせください。 

3 

他のソフトウェアが使用中です。 

しば6くしてか6、もう一度、実行 
してください。 

しば6くしてか6、もう一度、実行してください。 

4 

不正な目 MC コンフィグレーシヨンフ 
ァイルです。 

目 MC コンフィグレーシヨンファイルが壊れている 
可能性があります。ファイルを確認してください。 

己 

必要な XML タグが見つかりませんで 
した。 

目 MC コンフィグレーシヨンファイルが壊れている 
可能性があります。ファイルを確認してください。 

6 

ファイルの保を(こ失敗しました。 

目 MC コンフィグレーシヨンファイルが正しく保を 
できていません。保を先を変更して、もう一度、実 
行してください。 

7 

ユーザさ)が長すぎます。 

長さは32文字]:下として < ださい。 

8 

ユーザさ)じ不正な文字が含まれてい 
ます。 

ユーザをじは英数字および、「-」（マイナス記号） 

と 、 rj (アンダースコア) U 外は使用できません。 

9 

パスワードが長すぎます。 

16文字] U 下として < ださい。 

10 

パスワードが不一致です。 

パスワードを入力し直してください。 

11 

HTTP ポート番号が不正です。 

数字 iU かは使用できません。 

12 

SSL ポート番号が不正です。 

数字 U 外は使用できません。 

13 

HTTP と SSL のポート番号が同じで 
す。 

同じポート番号にはできません。異なる値を使用し 
てください。 

14 

□グイン試行期間が不正です。 

数字 U 外は使用できません。 

15 

□グイン失敗巧能◎数が不正です。 

数字]: i かは使用できません。 

16 

アカウント□ック期間が不正です。 

数字]: i かは使用できません。 

17 

IP アドレスが不正です。 

数字とピリオドで指定してください。 

18 

サブネットマスクが不正です。 

数字とピリオドで指定してください。 

19 

デフォルトゲートウェイが不正で 
す。 

数字とピリオドで指定してください。 

20 

DNS サーバ IP アドレスが不正です。 

数字とピリオドで指定してください。 

21 

ホストをが不正です。 

ホストをには英数字および、「-」（マイナス記号） 

と、「」（アンダースコア) U 外は使用できませ 
ん。」また、長さは256文字 iU 下としてください。 

22 

ドメインをが不正です。 

ドメインを(こは英数字および、「-」（マイナス記号） 

と、「」（アンダースコア）、「」（ピリオド)かは 
使用できません。」また、長さは256文字]:下とし 
てください。 


<タページへ続く > 
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項蚕 

エラーメッセージ 

巧処方法 

23 

SMTP サーバアドレスが長すぎま 
す。 

長さは 256 文字] U 下として < ださい。 

24 

SMTP ポート番号が不正です。 

数字]:>(外は使用できません。 

25 

リトライ回数が不正です。 

数字] U かは使用できません。 

26 

リトライ間隔が不正です。 

数字] U かは使用できません。 

27 

" To " が長すぎます。 

長さは 256 文字 iU 下として < ださい。 

28 

" From " が長すぎます。 

長さは 256 文字]:>(下として < ださい。 

29 

" Subject " が長すぎます。 

長さは日12文字]: rp としてください。ただし、日本 
語で入力する場合は、この半分より少ない文字数と 
なります。 

30 

メッセージが長すぎます。 

長さは 4064 文字じ(下として<ださい。ただし、日 
本語で入力する場合は、この半分より少ない文字数 
とな LJ ます。 

31 

ファイルのオープン(こ失敗しました： 

指定のファイルがを在しない可能性があります。フ 
ァイルをなどに間違いがないか確認してください。 

32 

ファイルのク□ーズじ失敗しました： 

指定のファイルが壊れている可能性があります。 

33 

ディレクトリは開けません。 

指定のファイルがを在しない可能性があります。フ 
ァイル名などに間違いがないか確認してください。 

34 

タイムアウトが発生しました。 

もう一度、実行して<ださい。 

何度巧ってもタイムアウトとなる場合は、サポート 
部門にお問い合わせ<ださい。 
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ファームウェアアップデートでのエラー 


項蚕 

エラーメッセージ 

巧処方法 

1 

BMC (こは次のアップデート未完了の 
イメージがあります： 

サーバを再起動して、アップデートを完了させてく 
ださい。 

2 

ア、ソプデートエリアの状態取得に失 
敗しました。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実行してください。何度行っ 
ても取得(こ失敗する場合は、目 MC が故障している 
可能性がありますので、サポート部門にお問い合わ 
せください。 

3 

アップデートデータが大き過ぎます： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

4 

アップデートの準備に失敗しまし 
た。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実行してください。何度巧っ 
ても失敗する場合は、目 MC が故障している可能性 
がありますので、サポート部門(こお間い合わせ<だ 
さい。 

5 

ファイルサイズが不正です： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

6 

レビジョン情報を発見できませんで 
した： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

7 

□ —ルバックイメージの作成に失敗 

しよしゾし〇 

もう一度、実行して<ださい。何度巧っても失敗す 
る場合は、目 MC が故障している可能性があります 
ので、サポート部門(こお間い合わせ<ださい。 

8 

消去に失敗しました。 

もう一度、実行して<ださい。何度行っても失敗す 
る場合は、 BMC が故障している可能性があります 
ので、サポート部門にお問い合わせください。 

9 

未サポートのフォーマットバージョ 
ンです： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

10 

アップデートイメージファイルの読 
み) A みに失敗しました。 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

11 

アップデートじ失敗しました。 

ちう一度、実行して<ださい。何度行っても失敗す 
る場合は、目 MC が故障している可能性があります 
ので、サポート部門にお問い合わせ<ださい。 

12 

アップデートモードになることが化 
来ませんでした。 

もう一度、実行して<ださい。何度巧っても失敗す 
る場合は、目 MC が故障している可能性があります 
ので、サポート部門にお問い合わせください。 

13 

アップデート対象をお出できません 
でした： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

14 

アドレスが不正です。 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 
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項番 

エラーメッセージ 

対処方法 

15 

書き} A み(こ失敗しました。 

もう一度、実行して<ださい。何度巧っても失敗す 
る場合は、目 MC が故障している可能性があります 
ので、サポート部門(こお間い合わせください。 

16 

サポートしていないトークンを横化 
しました： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

17 

セグメント情報が不正です： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

18 

データ長が不正です： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

19 

ファイルのオープン(こ失敗しました： 

指定のファイルがを在しない可能性があります。フ 
ァイルをなど(こ間違いがないか確認してください。 

20 

ファイルのク□ーズ(こ失敗しました： 

指定のファイルが壊れている可能性があります。 

21 

ファイルのチェックサムが不正です： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

22 

ファイルの解釈(こ失敗しました。 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

23 

ファイルの解釈に失敗しました： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデ~トファイルを再度入手してくださ 
い。 

24 

ファイルの読み込みに失敗しました： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

25 

ファイルを発見できませんでした： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

26 

ベリファイに失敗しました。 

もう一度、実行して<ださい。何度行っても失敗す 
る場合は、目 MC が故障している可能性があります 
ので、サポート部門にお問い合わせください。 

27 

割り込みが発生したので，アップデ 
ートを中止します。 

クライアント側を確認してください。お客様が使わ 
れている他のソフトウエア(こよる割り込みの可能性 
があります。 

28 

現在オンラインアップデートは使用 
中です。 

他のツールで行われているオンラインアップデート 
が終了した後、必要に応じて再度実行して<ださ 
い。 

29 

現在のレビジョンの取得に失敗しま 
した。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実行して<ださい。何度巧っ 
ても取得(こ失敗する場合は、目 MC が故障している 
可能性がありますので、サポート部門(こお間い合わ 
せください。 

30 

行の取得(こ失敗しました： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 


< 夕ぺージへ続く > 
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項番 

エラーメッセージ 

巧処方法 

31 

行の長さが不正です： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

32 

そ期しない EOF をお化しました： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

33 

そ期しないトークンをお化しました： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

34 

円 A がこのサーバ(こ適合しません。 

このサーバ用のプラットフォーム情報 ( PIA ) ではあ 
りません。アップデートファイルを再度入手してく 
ださい。 
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■ J セットとク IJ ア 


4秒と>(上押し統ける 


本装置の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてくださ 
い。電源が強制的に OFR こなります。（電源を再び ON に 
するときは、電源 OFF (強制シャットダウン）から約10 
秒ほど待ってから電源を ON にしてください。） 

I n-O リモートパワーオン機能を使用している場台は、 
一度、電源を ON にし直して、 OS を起動させ、正 
常な方法で電源を OFF にしてください。 


RESET スイ、ソチ 


強制シャットダウン 


0 S から本装置をシャツトダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を 
OFF にできなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどじ使用します。 


• ノ、ードリセット 

本装置前面にある RESET スイ、ソチを押します。 

♦ ソフトリセット 

0 S が起動する前じ本装置が動作しなくなったと 
きは、 < Ct 「 l > キーと < AI わ羊一を押しながら、 
< Delete > 羊一を押してください。本装置がリセ、ソ 
卜されます。 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設をした内容を化荷時の設をに戻すときに参照してください。 


■ J セツ 



リセ、ソトにはスイ、ソチによる八ードリセツトと羊ーボードからのソフトリセ、ソトの2つがあ 
ります。 


Bi 


リセットは、本装置の DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリアしてしまいます。 
八ングアップしたとを杉がでリセットをラとをは、本装置びなにち処理していないことを 
確認してください。 


000 

〇〇 

000 


国 




グ 〇〇。 



296 











































CMOS • パスワードのクリア 


本装置自身が持つセッ ト アップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三 
者から保護するために独自のパスワードを設をすることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリア 
することができます。 

また、本装置の CMOS じ保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行います。 

I —〇 CMOS の内容をクリアすると SETUP の設定内容びずべて出荷時の設定に戻ります。 


パスワード/ CMOS のクリアは I / O ボード上のジャンパスイッチを操作して行います。それぞ 
れの内容をクリアする方法を次に示します。 





^\A\ 

本装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示 
を守5ないと、人び死 t するまたは重傷を負うおそれびありまず。詳しくは 、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 


1 . 現在のパラメータ値をメモする。 

2. 103ぺージを参照して本装置の電源を OFF (こして、電源コードをコンセントか6あく。 
3. 142ページを参照してリアアクセスカノ \一を取り外す。 

4. クリアしたい機能のジャンパスイッチの設定を変更する。 


本装置のジャンパピン（ピン1 1-12) に付いているクリップを使用してください。 

その他のジャンノくの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原因となりま 
ず。 

クリップをなくさないようま意してください。 
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日回 > 口 （ 



ダミークリップ 


ジャンパスイッチは次ページ図の位置(こあります。 

• パスワードの保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート：パスワードをクリアする 
2つのピンを才ープン：パスワードを保護する（出荷時の設定） 

• CMOS の内容の保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート： CMOS の内容をクリアする 
2つのピンをオープン： CMOS の内容を保護する（出荷時の設定） 

已.本装置を元どおり(こ組み立てて POWER スイ、ソチを押す。 

巨. POST 画面が表示された6、本製品の電源を OFF (こして電源コードをコンセントか6抜く。 

7 . ジャンパスイッチの設定を元に戻す。 

• L 回 

クリップをなくさないためにも使用後 
はジャンパピン11 -12 に差し込んでおい 
てください。その化のジャンパピンに 
差し込むと誤動作をするおそれがあり 
ます。 

ピン 11-12 



8 . 本製品を元どおり(こ組み立てて POWER スイ、ソチを押す。 

9 . 目 IOS の SETUP ユーティリティを起動して、手順1で控えたパラメータ値に戻す。 
パスワードをクリアした場合は、必要に応じてパスワードを設定し直してください 
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10. 変更した内容を保存して SETUP を終了する。 

































































































割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、化荷時に次のようじ割り当てられています。オプションを増設す 
るときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

出)荷時では、次のように割り当てられています。 


IRQ 

周辺装置（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺装置（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

8 

リアルタイムク□ック 

1 

キーボード 

9 

PCI/SCI 

2 

カスケード接続 

10 

PCI 

3 

COM 目シリアルポート （ PCI ) 

11 

BMCIRQ/PCI 

4 

COMA シリアルポート （ PCI ) 

12 

マウス 

己 

PCI / LPT 2 パラレルポート 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

6 

フ□、ソピーディスク 

14 

プライマリ I DE に D - R 0 M ドライブ） 

7 

LPT 1 パラレルポート 

15 

PCI 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 

本装置では、 PCI デバイスの割り込みラインは次のようじ割り当てられています。害 U り込 
みの設定は、巨 IOS セットアップで変更できますが、化荷時の設定でお使いください。詳 
しくは186ページを参照してください。 



PIRQ 1 

PIRQ 2 

PIRQ 3 

PIRQ 4 

PIRQ 5 

PIRQ 8 

USB #1 

〇 






USB #2 




O 



USB 20 






O 

IDE(native mode ) 



O 




SMBus 


〇 





VGA 





INTA 


RAID 



INTA 




LAN 



INTA 

INTB 



PCI ス□、ソト #1( PCI ) 

INTB 


INTA 



INTC 

INTD 

PCI ス□、ソト #2( PCI ) 


INTA 


INTB 


INTC 

INTD 

PCI ス□、ソト#3 
(PCI Express ) 

INTA 

INTB 

INTC 

INTD 



PCI ス□、ソト#4 
(PCI Express ) 

INTA 

INTB 

INTC 

INTD 



PCI ス□、ソト#已 
(PCI Express ) 

INTA 

INTB 

INTC 

INTD 



PCI ス□、ソト #6( PCI - X ) 

INTB 

INTD 


INTA 

INTC 




PCI ス□、ソト #7( PCI - X ) 


INTB 

INTD 


INTA 

INTC 



PCI ス日、ソト #8( PCI - X ) 

INTA 

INTC 


INTB 

INTD 




PCI ス□、ソト #9( PCI - X ) 


INTA 

INTC 


INTB 

INTD 
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I/O ポートアドレス 

本装置では、 I / O ポートアドレスを次のようじ割り当てています。 


アドレス 

使用目的 

使用チップ 

00-08h 

DMA コント□ールレジスタ 

に H5 

09-0Eh 

RESERVED 

に H5 

OFh 

DMA コント□ールレジスタ 

に H5 

10-18h 

DMA コント□ールレジスタ 

に H5 

19-1Eh 

RESERVED 

に H5 

1Eh 

DMA コント□ールレジスタ 

に H5 

20-21h 

マスタ 8259 プ□グラミングインタフェース 

に H5 

24-25h 

マスタ 8259 プ□グラミングインタフェース 

に H5 

29-29h 

マスタ 8259 プ□グラミングインタフェース 

に H5 

2C-2Dh 

マスタ 8259 プ□グラミングインタフェース 

に H5 

2E-2Fh 

コンフィグレーションレジスタ 

PC 87417 

30-31h 

マスタ 8259 プ□グラミングインタフェース 

に H5 

34-35h 

マスタ 8259 プ□グラミングインタフェース 

に H5 

38-39h 

マスタ 8259 プ□グラミングインタフェース 

に H5 

3C-3Dh 

マスタ 8259 プ□グラミングインタフェース 

に H5 

40-42h 

8254 プ□グラミングインタフェース 

に H5 

43h 

RESERVED 

に H5 

4E-4Fh 

コンフィグレーションレジスタ 

PC 87417 

50-52h 

8254 プ□グラミングインタフェース 

に H5 

53h 

RESERVED 

に H5 

60h 

キーボード/マウス 

PC 87417 

61h 

NMI ステータスレジスタ 

に H5 

62h 

— 

PC 87417 

63h 

NMI ステータスレジスタ 

に H5 

64h 

丰ーボード/マウス 

PC 87417 

65h 

NMI ステータスレジスタ 

に H5 

66h 

— 

PC 87417 

67h 

NMI ステータスレジスタ 

に H5 

70h 

RESERVED 

に H5 

71h 

RTC (データ） 

に H5 

72h 

RTC (データ） 

に H5 

73h 

RTC (データ） 

に H5 

74h 

RTC (データ） 

に H5 

75h 

RTC (データ） 

に H5 

76h 

RTC (データ） 

に H5 

77h 

RTC (データ） 

に H5 

80-91h 

16 ビット DMA コント日ールレジスタ 

に H5 

92h 

ポート 92 レジスタ 

に H5 

93-9Fh 

DMA コント□ールレジスタ 

に H5 


<タページに続く> 













































アドレス 

使用目的 

使用チップ 

A0-A1h 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

に H5 

A4-A5h 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

に H5 

A8-A9h 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

に H5 

AC-ADh 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

に H5 

B0-B1h 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

に H5 

B2-B3h 

パワーマネージメント 

に H5 

B4-B5h 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

に H5 

目 8 -目 9h 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

に H5 

BC-BDh 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

に H5 

C0-D1h 

DMA コント□ーラページレジスタ 

に H5 

C2-DDh 

RESERVED 

に H5 

DE-DFh 

DMA コント□ーラページレジスタ 

に H5 

FOh 

リセ、ソト IRQ13 

に H5 

102h 

VGA 

Radeon 7000 M 

170h-177h 

セカンダリ IDE コマンドブ□、ソクレジスタ 

に H5 

1F0h-1F7h 

プライマリ IDE コマンドブ□、ソクレジスタ 

に H5 

278-27Fh 

(パラレルポート 3) 

PC 87417 

2F8-2FFh 

シリアルポート2 

PC 87417 

376h 

セカンダリ IDE コント□ールブ□ツクレジスタ 

に H5 

370-377h 

(フ□、ソピィディスク2)， IDE 2 

PC 87417 

378-37Fh 

(パラレルポート 2) 

PC 87417 

3 目 0-3 目 Bh 

VGA 

Radeon 7000 M 

3 目 C-3 目 Eh 

パラレルポート1 

PC 87417 

3C0-3CFh 

VGA 

Radeon 7000 M 

3D4-3D5h 

VGA 

Radeon 7000 M 

3F6h 

プライマリ IDE コント日ールブ□ツクレジスタ 

に H5 

3F0-3F7h 

フ□、ソピィディスク 1，IDE 1 

PC 87417 

3F8-3FFh 

シリアルポート1 

PC 87417 

40Bh 

DMA1 拡張ライトモードレジスタ 

に H5 

4D0h 

マスタ8259 ELCR プ□グラミング 

に H5 

4D1h 

スレーブ8259 ELCR プ□グラミング 

に H5 

CF9h 

ターボアンドリセツトコント □ー ル 

TwinCastle 
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